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前日談



「……マコト」

　小さな声に、ぼくは自室のベッドでそっと目を開く。

　暗い。まだ夜中だ。

　夜中なのに――



　誰だれかが寝ているぼくの上にまたがっていた。



　下ろされた長い髪と輝く紅あかい瞳ひとみ。嗅かぎ慣れたシャンプーの香り。

　ラフなシャツ一枚の姿で、ゆっくりと顔を近づけてくる彼女は。

「冥めい……利り？」

「ふふ……」

　冥利はなにも言わずになまめかしく微笑ほほえむと、いきなりぼくの耳を噛かんできた。

　歯は立てず、唇で挟むだけの甘噛み。ちろりと伸びた舌が耳の形をなぞるように舐なめてくる。

「……う……く」

　背中の辺りに走る、ぞわぞわと痺しびれるような快感。

　くすぐったさと恥ずかしさの交じった感覚に、下腹辺りがもぞもぞする。

　……また吸血欲求が暴走した？

　まだ完全には目覚めていない頭でそんなことを考えていると、彼女はぼくのシャツを胸元までまくりあげて、いっそう身体を密着させてきた。

　薄いシャツ越しに押しつけられる、二つの膨らみ。

　意識が飛びそうになるほど刺激的で、やわらかな胸。

　すりすりと押しつけられたそれの、突起部分が当たっていて。

　……シャツの下になにもつけてない？

　どころか、ぶかぶかのシャツのほかには――パンツしか身につけていない？

　その衝撃的な事実に。

　ぼくの理性は一瞬で吹き飛びそうになる。

「――ダメだ！」

　ぼくは声を上げ、彼女を突き飛ばそうと手を伸ばして――彼女の胸を掴つかんでしまう。

「ぁ……」

　艶つやっぽい声に、ふにょんと手が包み込まれるような感触。

　ぼくの手と彼女の胸のあいだにあるのは、薄衣一枚。

　望外の幸運に――ぼくの頭をよぎったのは違和感だった。

　冥利の胸は、こんなに大きくない。

「君は、誰だれ？」

　その問いかけは二度目で。

　答えは求めていなかった。

「誰でもいいけど――冥めい利りを返してほしい」

　強く言うと、彼女は一瞬無表情になってからくすりと笑い、

「残念」

　もったいぶるように、ゆっくりと目を閉じた。

　そして、再び開いたときには。

「……？　マコ……ト？」

　その戸惑った表情から、ぼくは冥利が戻ったのを知る。

「よかった……冥利」

「……」

「……冥利？」

　元に戻ったはずなのに、冥利はじっとこちらを見おろして、黙りこんでいる。

　その顔は、目を潤ませ、唇を震わせ、恥ずかしさをこらえているような――とそこまで考えたところで、ぼくはやっと気がつく。

　今の今まで、冥利の胸を触りっぱなしだったということに。

「あ、いや――これは」

「ひゃ……ぅっ」

　ふに、というかすかな手て応ごたえは、さっきまでの感触と悲しいほどに違う。

　けれど、両手で口を押さえ、必死に声を殺そうとする冥めい利りの姿は、さっき以上にぼくの胸を掻かき乱す。

「冥……利」

「…………」

　瞳ひとみを揺らがせ、黙ったままの冥利に、ぼくは――



「それ以上はだめ」



　いきなり窓から聞こえてきた声に、おおげさなほど反応した。

　声のしたほうを見れば、はためくカーテンの横に、黒一色の衣装に身を包んだ少女の姿。

「……雪ゆき水みずさん？」

　ゆるくウェーブのかかった髪を月明かりに翻し、雪ゆき水みず愛え心こ――吸血鬼ハンター、エステル・ブリュンティエールは音もなくこちらに歩み寄ると、ぼくと冥利を問答無用で引き離した。

「それ以上は吸血行為と関係ない」

「……あ、う……ち、違いますよっ？」

「なにが」

「な、なにがって、だからマコトとわたしは、別にそういう行為に及ぼうとしていたわけじゃなくて――」

「そういう行為ってなに？　胸を触らせることと関係があるの？」

「………………あぅ」

　真まっ赤かになってうつむく冥利。

　どうやら墓穴を掘ったっぽい。

　そして、その墓穴にはぼくも落とされる危険があったので、素早く話をそらす。

「それより、どうして雪水さんがここに？」

　ぼくが訊きくと、雪水さんはぴくりと身体を震わせて、顔をそらした。

「……散歩」

「こんな時間に？　こんな場所で？」

　ここは男子寮で、ついでにぼくの部屋は二階だ。

「そ、そうです、どこをどう間違えたらマコトの部屋に入ることになるんですか」

　ここぞとばかりに乗ってきた冥利を、雪水さんは正面から迎え撃つ。

「同じことを訊きたい。雨あま夜や冥利はどうして蓮はす見みマコトの部屋に？」

「わ、わたしは、その…………って話をそらさないでくださいっ」

「話をそらしているのは雨あま夜や冥めい利り。私はいつもどおり蓮はす見みマコトを見張っていただけ」

「――は？」

　ぼくを見張っていた？　いつもどおり？

「ストーカーさんですよそれは！」

「違う。これは……ただの習慣」

「余計悪いです!!」

「悪くない」

「悪いです！」

「……このままここで話し続けるのが一番悪いよね」

　寮長とかにバレたら、えらいことになる。

　そう伝えると、顔を見あわせた二人は「つ、続きは寮に戻ってからにしましょう」「……望むところ」などと言い合いながら、あっさりと帰っていった。

　いろんな意味で常識から外れた二人も、第三者にこの状況を見られるのはどうでもよくなかったらしい。

「まあ……本当にどうでもよくないのは今の冥利の状態だけど」

　最近の冥利は、頻繁に吸血鬼化している。今までから考えれば異常なほどに。

　今日にいたっては、冥利自身が気づいていない吸血鬼人格……『彼女』まで現れていた。

　――『わたし』の魂が冥利を乗っ取るための条件を明らかにし、それを妨げてみせろ『彼女』が口にしていた言葉。

　条件とはなんなのか。ぼくはどうすれば冥利の吸血鬼化を妨げられるのか――。

「……明日の第二図書委員会が終わったあと、雪ゆき水みずさんに相談してみようかな」

　吸血鬼ハンターの彼女にはなるべく伏せておきたいことだったけど、もうそんなことは言っていられない。

　手遅れになってからでは、取り返しがつかないのだから。



　なんて。



　そんなことを今さら思っていたぼくは。

　致命的に、手遅れだった。



    

  
    
      


第一話　探せば見つかるやっかいごとです。



「……探しものは探していないときに見つかるものなんです」

　一学期も残り少ない放課後の第二図書館。

『ネタ紙』片手に宣言した冥めい利りは、珍しくテンションが低かった。

　この場にいるぼくたち第二図書委員、蓮はす見みマコト、鳥と羽ば七な月つき、アニア・リンドベルイ、雪ゆき水みず愛え心こは、そろって首をかしげる。

「どうしたの冥利？　せっかく久しぶりに『知恵箱』に『ネタ紙』が入ってたのに」

「どうしたもこうしたもありませんよ……あと久しぶりは余計です」

　突っ込みにもキレがない。

　紅茶色の瞳ひとみはどんよりと曇り、心なしか胸のほうも寂しく――ああ、これはいつものことか。

「今なにか失礼なことを思いませんでしたか、マコト」

「あれ、そこは鋭い」

「それだけ胸ばかり見ていたら誰だれでもわかります……というか否定してくださいっ」

「真実をねじ曲げるなんて、ぼくには絶対にできない！」

「なんで誇らしげなんですか!?」

「祖父の遺言でね。これだけは絶対に守るって誓っているんだ」

「そ、そんなことが――」

「まあおじいちゃんぴんぴんしてるけど」

「言った先から真実をねじ曲げましたねえ!!」

　と冥利が激しく突っ込んだところで。

「話がそれてるわよ……」

　はあ、とめんどくさそうにため息をついて、七月がツインテールを揺らしながら訊きいてくる。

「で、なんて書いてあったのよその紙に」

「え……そ、それは……」

　冥利は視線をうろつかせながら、さりげなくネタ紙を机の上に伏せた。

「ま、まあとりたてて話し合うようなことでもないですから」

「メイリ……いつにもまして挙動不審なのです」

　アニアのさりげない毒舌に、ぎくりと身体をこわばらせる冥利。

「な、なにがですか――ってエル!?」

　音もなく冥利の後ろに回り込んでいた雪水さんが、机に伏せられていた紙をあっさりと取り上げ、すぐそばにいた七月に手渡す。

「ナイス愛心」

　息のあったコンビプレー。新入生歓迎ライブ以来、雪ゆき水みずさんはちょこちょこ七な月つきたちのバンド練習に顔を出しているので、その成果かもしれない。

「えーと、『白銀しろがねの吸血鬼さん、いなくなった猫を探してくれませんか』……？　なによ、ちゃんとした相談じゃないの」

　七月が言うと、冥めい利りはおおげさに首を横に振る。

「ち、違いますっ、これはなにかの手違いで――」



「手違いじゃないぞ、めいめい！」



　と勢いよく窓を開けて入ってきたのは、もはや恒例、生徒会長にして冥利の従姉いとこでもある宗むな像かた菊くく理り先輩だ。

　すでに制服を着崩し終えているのは夏服だからという理由だけじゃ納得がいかない。

「だから……っ、なんでいつもタイミングぴったりなんですかククリ先輩……！」

　椅い子すに座って優雅に足を組む菊理先輩は、黒の艶つや髪がみをいじりながら冥利の質問に答える。

「それはもちろん、めいめいのことならなんでも知っているから……と言いたいところだが、今日ばかりは違うな。実はその『ネタ紙』、生徒会を代表して宗像が入れたものなんだ」

「は……？　なんでそんな回りくどいことを……」

「その理由は――みんなの驚く顔が見たかったから！」

「……素晴らしいエンタメ精神ですね菊理先輩」

「まこちーに褒められると照れるな」

「あの……マコトは褒めていないと思うのです」

「アニアに貶おとしめられると興奮するな！」

「もはやククリ先輩はマコトに負けないくらいの立派なヘンタイさんですね……」

　などなどと、どうでもいいことを話したあとで。

「まあそんなわけで、生徒会から非公式ながらお願いがあるのだ」

「生徒会からのお願い…………嫌な予感しかしないわね」

「女子更衣室の一件ではさんざんな目にあったもんね」

　特に七月は。

「まさにそれだ、まこちー」

　ぴっと人差し指を立てて、菊理先輩は言う。

「中等部の女子更衣室に侵入してもらった件があっただろう。あのときのことを覚えているか？」

「えーと、誰だれもいない更衣室から毎晩音がして、幽霊の仕業かと思ったら猫だったっていう……あ、猫ってまさか」

「そう、その猫なんだ。探してほしいのは」

「あのあと生徒会で飼ってたんですか」

「ん……まあ、最初は学外でもらい手を探そうという話だったのだがな、いかんせん面倒を見ていた生徒に懐なついてしまって……」

「……菊くく理り先輩、顔がにやけてますよ」

「む……そ、そうか？　どうしてもミィのことを考えると……」

「ミィ？」

　猫の名前？

「もしかして、面倒を見ていた生徒って菊理先輩？」

「な……じょ、冗談はよしてほしいなまこちー！　あまりに可愛かわいくてついつい面倒を見てしまっていたなんてそんなこと、あるわけないだろう！」

「否定できてませんよそれ」

「そういえばククリ先輩って猫に限らず小動物全般に目がなかったですよね……」

「む、む……」

　従妹いとこである冥めい利りの言葉に、なにも言えなくなる菊理先輩。

　爬は虫ちゆう類るいとかが苦手な一方で、かわいい小動物には目がないって――

「すごく女の子っぽいですね」

「う……」

　笑顔で言うと、菊理先輩は言葉を詰まらせ、

「べ、別にいいじゃないか……」

　照れたように顔を赤くしてそっぽを向いてしまった。

　珍しすぎるリアクション。普段が普段なだけに、ギャップが激しい。

　うーん、これはまた新しい一面を発見してしまった……とじっくり観賞していると、なぜか七な月つきが割り込んできた。

「と、とにかく、宗むな像かた先輩はあたしたちにその猫を探してほしいわけよね？」

「あ……ああ、そういうことだ。外に出たとは考えられないので、学園内にいると思う。宗像は生徒会の仕事に追われて探す時間がないので、第二図書委員会のみんなに――」

「断ります」

　菊理先輩が最後まで言う前に、冥利がすっぱり言い切った。

　硬い表情の冥利に、全員が目をまたたく。

「なんでよ？　今回は普通の依頼みたいだし、別に引き受けたっていいじゃないの」

「あの……どうせやることはないのです」

　七月の呟つぶやきにアニアがさりげなく毒舌を交ぜると、冥利は長机をばんと叩たたいて叫んだ。

「誰だれの頼みであろうと、今回ばかりは断固拒否です！　探しものは探さないと逆に見つかるとも言いますし、放ほうっておけば向こうの方から勝手に出てくるに決まっています！」

　早い段階でまとめに入るかのようにまくしたてる冥利。

　その理由を、ぼくは知っていた。

「冥利、もう素直に言ったほうがいいんじゃないかな。動物が苦手だから動物探しの依頼は受けられないって」

「な――マ、マコト！」

「動物が苦手……めいめいが？」

　菊くく理り先輩でさえ知らない事実。

　勘の良い雪ゆき水みずさんがこちらを見てきたので、目だけでうなずいてみせる。

　冥めい利りが動物全般を苦手にするようになったのは――吸血鬼化が原因だ。

　吸血鬼は『魅了』という能力を持っている。相手の意志を自らの魅力でねじ伏せる力。

　意志の弱い動物には、これが自動的にかかってしまうらしく、冥利は通常時でも問答無用で動物に好かれる。

　好かれるならいいじゃないかと思うかもしれないが、異常に好かれるのだ。

　いきすぎた好意は迷惑にしかならない。

　そう、たとえばこの先輩の好意がそうであるように。

「ほう、宗むな像かたの知らないめいめいの苦手なものか……ふふふ」

「そ、その笑顔はなんですかっ」

「ああいや、これでまためいめいの新たな領域を開拓できるのかと思うとついつい」

「……っ！　ち、違います、マコトは勘違いをしているだけです！　別に猫なんて――」

「苦手じゃないなら引き受けてもいいじゃない」

「う、く……」

　七な月つきに退路を断たれた。これはもうどうしようもないのかもしれない。

「冥利、逃げてても仕方ないよ。それに、菊理先輩が困っているのは確かみたいだし」

「うん、困っているぞめいめい。本当に困っている」

「……ククリ先輩が言うとものすごく嘘うそっぽいんですけど」

　そう言いつつ考え込む冥利。

　困っている人は放ほうっておけない。自分にできることで助けられるなら必ず助ける。

　それは雨あま夜や冥利の――知を糧に願いを叶かなえる『白銀しろがねの吸血鬼』の絶対のルールだ。

　迷う冥利の背中を押すつもりで、ぼくは言う。

「猫を見つけても他ほかの人が捕まえればいいんじゃない？　冥利は命令だけ出す役で」

「むー……それはそれでなにもしていないみたいで複雑です」

「命令を出すっていうのも立派な仕事だよ。なによりそのほうが委員長っぽいし」

「委員長っぽい……」

　きらっと冥利の目が光った、気がした。

「確かにそうかもしれません。適材適所という言葉もありますし」

　あっさり揺らいだ冥利に、菊理先輩が時計を見ながら立ち上がる。

「ふむ、とりあえず引き受けてもらえるということでいいかな？　名残惜しいが、宗像はそろそろ生徒会に戻らないといけない」

「任せてください！」

　一転して自信満々に答えた冥めい利りを見て、菊くく理り先輩はくすりと優しげに笑い、

「よろしく頼む」

　第二図書館を後にした。



　　　☆



「というわけで、猫を探しましょう！」

　意気揚々と言う冥利に、ぼくが続ける。

「じゃあとりあえず猫がどこへ行ったか、そこらへんから考えていこうか。誰だれか意見のある人とか……」

　と言っても誰も手をあげないので、こちらから訊きいていくことにする。

「そういえば冥利、探し物は探すと出てこないとか言ってたけど、それって経験談からなの？」

「経験談といえば経験談ですね。昨日の夜もそういうことがありましたから」

「……昨日の夜？」

　昨日の夜と言えば、ベッドの上で半裸の冥利に――

「あ、ち、違いますよっ？　そ、そのことじゃなくて……」

「う、うん……わかってるけど」

「……？　マコトとメイリは昨日の夜になにかしたのですか……？」

　首をかしげるアニアを見て、冥利が慌てて口を開く。

「き、昨日の夜にあったことはですね、お風ふ呂ろから上がったらヘアゴムがなくて、探しても探しても出てこないので仕方なくお部屋に戻ったら、お部屋から出てきたという」

「単なるうっかりじゃないの」

「う……」

　七な月つきの突っ込みに、図星だという実感があったのか、冥利はやや気け圧おされながら言う。

「そ、そういうシチガツさんはなにか良い案があるとでもいうんですか」

「探しものじゃないけど、尋ね人ならその人の気持ちになって考えると見つかったりするわね」

「いなくなった人の気持ちになる……ああ、そうすれば行く場所が推測できるのか」

「むぅ、今回の場合、猫の気持ちになるといいということですか。猫と心が通じ合いそうな人というと――」

　そこで言葉を止めた冥利は、視線を一点に向ける。

「…………はぅ？」

　視線の先にいたアニアがぱちくり目をまばたく。

「あ、あの……？」

「アニアは動物が好きですか」

「え、えと……はい……」

「決定ですね」

「はぅ、そ、それだけでっ？」

　驚くアニアに、冥めい利りはびしりと指を突きつける。

「そんな帽子をかぶっているくらいですから、猫ともうまくやれるに決まっています」

「ふぇっ？　え、え？」

　両手で帽子を押さえながらわたわたと慌てるアニアに、七な月つきが助け船を出す。

「まあ雨あま夜やの言うことは適当だとしても、このメンバーの中ではアニアが一番猫の気持ちを理解できる気がするわね」

「うん、それは同感」

「はぅ……マ、マコトまでそう思うのですか」

「アニアは猫嫌い？」

「い、いえ……でも、あの、ワタシ一人で捕まえるというのは……」

「もちろんアニア一人に捕まえてもらうわけじゃありません。アニアにやってもらうのは、あくまで猫の役ですから」

「……猫の役？　なにそれ？」

　ぼくが尋ねると、冥利はよくぞ聞いてくれたとばかりに薄い胸を張って言う。

「猫っぽく振る舞うことで猫の気持ちになり、猫が行きそうな場所を当てるんです！」

「…………なるほど」

　無む茶ちやだ。

「は、はぅぅ……そ、それは無茶なのでは……」

　と、アニアがまさにぼくが思っていたことを口に出してこちらを見る。

　潤んだ瞳ひとみに、困ったように寄せられた眉まゆ。

　それは飼い主に助けを求める子犬のような表情で――

「アニア」

「は、はい……！」

「語尾には『にゃん』をつけないと」

「……え？　マ、マコト？」

「にゃん」

「に、にゃん……？」

「もっと気持ちを込めて」

「にゃ、にゃんっ」

　……いい。

　すごくいい。

　小首をかしげてこちらをうかがうアニアは、頭に載せた帽子のせいもあって、耳の垂れた猫に見えなくもない。

　いや、この際猫の種類なんてどうでもよかった。

　――かわいいは正義。

「は、蓮はす見み……あんた」

　七な月つきが震えた声を出しながらこちらに近づいてきて、

「いい仕事したわ！」

　目を輝かせながら、がしっとぼくの手を握る。

　どうやらかわいいもの好きの七月にも気に入ってもらえたらしい。

　こうなってくると、俄が然ぜんやる気がわいてくる。

「誰だれかしっぽ持ってないかな？　首輪もあるといいんだけど」

「チョーカーなら」

　雪ゆき水みずさんがつけていたチョーカーをアニアにはめることで、とりあえず完成。

　猫アニア。

「って、そろいもそろってなにをしているんですかっ!?」

　唯一冷静さを失っていなかった冥めい利りが声をあげる。

「アニアもアニアです。いやなことははっきりいやと言わなければダメですよ？　ノーと言える日本人です！」

「はぅ……」

　しかし当のアニアはまくしたてる冥利から逃げるようにして、ぼくの制服の袖そでを掴つかむ。



    

  
    
      



    

  
    
      「……あ、あの……別にいやじゃないのです……にゃあ」

　そのままぼくを見あげて、

「マコトが喜んでくれるのなら、それで」

「――」

　これは……強烈。

「アニア……かわいいけど…………ずるいわ」

　小声でぼそりと呟つぶやいた七な月つきがこちらから離れ、冥めい利りのほうに戻っていってしまった。

　雪ゆき水みずさんも無表情ながらちょっと視線がきついような……。

　なんとなく気まずい空気。

「え……ええと、どうかなアニア、猫の気持ちわかった？」

「はい」

　小さくうなずいて、アニアはぼくの手を離さないまま言う。

「ずっと……ご主人様のそばにいたいのですにゃあ」

　上目づかいに見つめてくるアニア。

　ぼくのことを信じてくれているのがわかる、きらきらした瞳ひとみ。

　そんな表情を向けられて、理性を崩壊させなかったぼくを誰だれか褒めてほしい。

「む……むー、マコト、離れてください！　もうわかりました！」

「え？　あ、ああ、うん」

「あ……」

　やんわりと手をふりほどくと、アニアが寂しそうな顔でこちらを見てくる。

「……う」

　罪悪感に足を止めれば、アニアはまたぼくに寄り添い、腕に抱きついてきた。

　猫になりきっているからだろうか、すごく積極的だ……。

「ア、アニア！　わたしは離れてくださいと――」

「いやなのです」

　つんと横を向いて、きっぱり拒否するアニア。

「飼い猫は飼い主のそばを離れたりしません」

「う……くっ、実際に生徒会で飼っていた猫はいなくなったのに……！」

　アニアと冥利が口にしたその言葉に、ぼくはぴんとくる。

「――それだ」

　懐なついた猫は飼い主から離れようとしない。なるべく一緒にいたいと思う。

　だとすれば。

「もしかしたら菊くく理り先輩が普段見回りに行っている場所にいるんじゃないかな」

　完かん璧ぺきな生徒会長である宗むな像かた菊理は、余裕のあるときはいつも各部活動を見て回っている。

　そのことを猫が覚えていたとしたら。

「猫はいなくなったのではなくて、ククリ先輩を待っているということですか」

「はぅ……マコトすごいのです」

「いやいや、アニアがヒントをくれたからだよ」

「いえ、ワタシはなにもしていないのです――あ、していないのですにゃんっ」

　大丈夫、すっごいしてる。

　なにもかもしてる！

　律儀に猫真ま似ねを続けてくれるアニアを観賞していると、七な月つきが腕を組みながら言う。

「でも、宗むな像かた先輩の見て回っている場所って……ようするに中等部と高等部の全部活ってことじゃないの？」

　七月の的確な指摘に、ぼくは頭をかく。

「そこはもう、かたっぱしから見ていくしかないよね……」

「……しぼれたようで全然しぼれてないってことね」

　悩ましげに言う七月に、冥めい利りが慌てたように続けた。

「と、とにかく、二組に分かれて探しましょう！」



　　　★



　というわけで、探索班をおおざっぱに屋内と屋外の二つにわけて探すことになった。

　ぼくは屋外班に割り振られ、今は高等部のグラウンドに移動中……なのだけど。

「冥利と二人きり、か」

「む……な、なんですか。わたしと二人きりじゃいやなんですか」

　両手を腰に当て、むぅっと唇を突き出す冥利。

　不機嫌そうな顔も微妙に強こわばっていると迫力がない。

「そんなことはないよ。……ただ」

「た、ただ……？」

「あの決め方はどうだったのかなって」

　ぼくと冥利が屋外、残りの三人が屋内を見て回るというのは、厳正なる委員長の独断で決まった。

「ちゃ、ちゃんと考えてあるんですよっ？　猫を捕まえるにあたって、わたしは直接触れませんから、その分を唯一の男子であるマコトに補ってもらうという……」

　黙って聞いていると、冥利は自信なさそうにぽつりと呟つぶやく。

「あの……やっぱり……強引だったですか？」

　目を逸そらすように前を向き、弱気に訊きいてくる冥利を見て、ぼくは苦笑する。

　自分でも無む茶ちやだってわかってたんだな……。

「ま……文句は出なかったからいいんじゃない？」

　正確には文句を聞く暇もなく飛び出したからだけど。

「それに――冥利と二人きりになりたかったからちょうどよかったよ」

「……え？」

　振り返る冥めい利り。

　ひるがえる長い髪に、きらきらと反射する夕ゆう陽ひ。

　ぼくは、黄昏たそがれ色いろに染まる髪に――血に染まる紅あかい瞳ひとみを連想する。

　探しものは、探そうとしなければ見つからない。

「冥利は昨日のことどう思ってる？」

「昨日の……昨日のこと!?」

　びくっと大げさに驚いた冥利に、ぼくも驚く。

「な、なにを……いま、いまさらっ？」

「いや、昨日の今日だよ……」

「そうですけどっ、な、なんでそんな――できれば記憶の彼方かなたに放ほうり投げてしまいたいことですのに！」

　激しく動揺する冥利は、どうやら昨日のことには絶対触れられたくないらしい。

　まあ確かに、夜中にシャツ一枚で男子の部屋に入りこんだのみならず、押し倒して服脱がせて耳とか舐なめて…………詳しく思い出すとぼくも恥ずかしくなってくる。

　ふと気がつくと。

　目の前の冥利は頬ほおを赤く染めて、うつむき気味にこちらを見あげていたりして。

　……いやいや、違う違う。

　ぼくが二人きりでしたかった話はそういうことじゃない。

「昨日、冥利は記憶がないままぼくの部屋にきたんだよね？　えーと、ぼくの部屋に侵入するまでと侵入したあと……その、ぼくの上に乗っていたときとかの記憶のことなんだけど」

「――」

　かああっと顔を真まっ赤かにする冥利を見ると、こっちまで身をよじらせたくなってくる。

「できる限りでいいから……そのときのことを話してほしい」

「……う、う……その結果わたしを辱めることになってもですか……？」

「むしろ冥利を辱めたいという気持ちは常にあるけど」

「最低ですねっ！」

「そういう冗談抜きで――吸血鬼化を解くために、必要だと思うんだ」

「…………」

　吸血鬼化を解く鍵かぎ。

　それがぼくたちの探しものだから。

「きゅ、急にどうしたんですか……？　今までは全然そんな話していなかったのに」

「それは……」

　昨日現れた『彼女』。

『彼女』のことを言うべきか、ぼくは一瞬迷ってからやめる。

「ほら、雪ゆき水みずさんの協力が得られることになったし、積極的に動こうかと思って。冥めい利りだってできるだけ早く元の身体に戻りたいでしょ？」

　そう誤ご魔ま化かすように言うと、冥利はうつむき、少し考えるようにしてから口を開いた。

「マコトの部屋にどうやって侵入したのかとかは、覚えていません」

「まったく？」

「はい……。寝る前に……ちょっといろいろ考えていて、それで気がついたら……その……マ、マコトの、上に……」

　冥利は言葉尻じりを小さくして縮こまってしまう。

「じゃあ、やっぱり無意識だったってことか」

　冥利の意識がないあいだに『彼女』は出てくる。

「ちなみに、寝る前に考えてたことってどんなこと？」

「え……そ、それも言わなくちゃいけないんですか？」

「うん、できれば」

「そ、それは、その………………コトの、ことを」

「ん？　なに？」

「――――っ、やっぱり言えないです！」

　そっぽを向いてしまった。途中まで言いかけてたのに、なんだろう？

　気になる。

「教えてよ。教えてくれたらもう冥利の恥ずかしいことは言わないように努力するから」

「さりげなく脅してますよねそれっ？　しかも努力するだけですか！」

「おー、冥利にしては鋭い。すごいすごい」

「投げやりにほめられても嬉うれしくありませんっ!!」

　そう勢いよく突っ込んだあとで、冥利は大きなため息を吐く。

「マコトは……どうしてそこまでしてくれるんですか」

「え？」

「幼なじみが困っているから。それだけの理由で、ここまでしてくれるんですか」

　神妙な口調。

　いきなり真剣に尋ねられて、面食らう。

「それこそ……今さら、だね」

「ずっと考えてたんです。マコトは、どうしてわたしのことを助けてくれるのか」

　そんなの。

　簡単なことだ。

「ぼくも冥利に助けられたからだよ。何度も言ってるよね」

　飼い猫は飼い主のそばにいたいと思う。なぜなら主あるじに恩を返したいから。

　受けた恩は返すもの。そんなことは猫だって知っている。

「それは、本当にマコトの意志なんですか。わたしが吸血鬼だからじゃないんですか」

「……どういうこと？」

「吸血鬼には魅了能力がある――エルはそう言っていました。わたしが動物嫌いになったのも、その力が無意識に発動してしまうからです。だから、マコトも……」

　最後まで言えずに、うつむく。

　ぎゅっと握りしめた手は、震えているように見えた。

「そんなこと心配してたの」

「そ、そんなことって――」

「関係ないよそんなの」

　だって。

「ぼくは元から冥めい利りに魅了されてるんだから」

「え――」

「とか、言ったらどうする？」

「……………あ。じょ、冗談ですかっ？」

「あははは、今すっごい顔赤くなってたね」

「く……、ううっ……もう、もう！」

　悔しそうな顔でぽかぽか叩たたいてくる冥利に、ぼくは考える。

　雪ゆき水みずさんは吸血鬼に魅了され、主あるじのために動く者を『従者』と呼んでいた。

　だったら、今冥利のために動いているぼくは、表面だけ見れば立派な『従者』になるんじゃないだろうか。

　たとえ、冥利のために動くことがぼくのためになるのだとしても。

「ああ、でもそうすると菊くく理り先輩の猫も『従者』ってことになっちゃうか」

「……なんの話をしてるんですか」

　冥利は呆あきれるように言う。

「それと、あんまり猫の話はしないでください。噂うわさをすれば影とも言いますし、うっかり奇襲された日には卒倒すること請け合いですよ？」

　ぶるっと身体を震わせ、自分で自分の両肩を抱く。

「二度とあんな目には遭あいたくないです……」

「まあ確かにあれだけしっちゃかめっちゃかにされたらなあ」

　あれを見たら、一方的な愛は受け入れられないということが体感的に理解できる。

　猫に罪はないんだろうけど。

「……あ、ほら冥利、噂をしたら猫がそこに」

「マコト……さすがに騙だまされませんよ？　だいたいそれ、前も使った手じゃ――」

「にゃーお」

「――ひぃぃっ!?」

　冗談で猫の鳴き声を真ま似ねしたら、冥利は飛びつくようにしてぼくに抱きついてきた。

　ふわりと香る髪の匂におい、かすかに感じる胸のやわらかさ。

「うわっ」

　そのまま全体重をかけられ、勢い余って尻しり餅もちをつく。

　仰あお向むけのぼくの上に冥めい利りが乗っている体勢は、ちょうど昨日の夜と同じで。

「あ、あ、悪霊退散……悪霊退散……！」

　冥利はそんなことにも気づかないらしく、ぶるぶる震えながら一心不乱に呪じゆ文もん（？）を唱えている。

　さりげなくスカートが際どいところまで捲まくれていて、その中身がちらちらと見えていたりして、全力で怖がる冥利はかわいかったけど、さすがに申し訳なくなってきた。

「ごめんごめん冥利、今のは――」

　冗談。

　そう続けようとしたぼくは。

　冗談じゃない事態を目の当たりにする。



　紅い瞳、鋭い八重歯、色の抜けた銀髪。



　月に一度、それも夜にならなければ現れないはずの吸血鬼の証あかし。

　それが今、完全に発現していた。

「うう……なんですかマコト、急に黙って……」

「……え」

「猫はもうどこかに行ったんですか？　行ってないという言葉は聞きたくないので行ったと言ってください……」

「……それ聞いてる意味ないよね」

　じゃなくて。

　――吸血鬼化していることに気づいてない？

　この状態になれば、吸血衝動は抑えがたいものになるはずなのに。

「冥利……気づいてないの？」

「……気づく？　もしかして――また嘘うそですか!?」

「そうじゃなくて……いや猫は嘘だけど」

「また騙だまされました……今度こそ騙されないようにと、しっかり準備までしていたのに――あ」

　とそこで冥利はさっと頬ほおを赤くして、飛とび退のくようにぼくから離れると、こちらを指さしてきた。

「い、い、今のはなしですよ。マコトが猫が出たなんて嘘をついたせいで、抱き……抱きついたわけでっ、決して他意は」

「……あれ？　猫？」

　冥利の言葉じゃないけれど、菊くく理り先輩から伝え聞いた特徴どおりの猫が、本当に冥利のすぐ背後から現れた。

「ふふん、語るに落ちましたねマコト。二番煎せんじと言うんですよそれは！」

「いや微妙に違う……って、そうじゃなくて後ろ後ろ」

「絶対に振り返りませんよ……振り返りませんから！」

　冥めい利りが腕を組み、薄い胸を張る背後で、猫は身体を低くし――一息に冥利の背中に飛び乗った。

「っ!?　え、え、え、な、なんですかなんですかこの背中の生温かいものは――ひぁっ!?」

　背中に張り付いた猫は、発情しているかのように全力でじゃれつく。

「にゃ……く、首筋に……うぅぅっ、ざらざらして……くしゅぐった……だ、だめっ、前は――ひっ」

　執しつ拗ように服の中に入りこもうとする猫に耐えかね、冥利はその場にぺたりと座り込んでしまった。

「な、なんでそんなところに顔を入れてっ、ま、待って、そ、そこは、そこだけは――ぁあっ」

　スカートの中に入り込んだ猫を、必死に追い出そうとする冥利。

「マ、マコトぉ、み、見てないで助けてくださいっ」

「助けたいのはやまやまなんだけど……」

　……スカートの中に手を突っ込めと？



    

  
    
      



    

  
    
      　そんな姿を誰だれかに見られでもしたら――と考えて、すぐに思い直す。

　吸血鬼そのものの外見を見られるほうが、よっぽどまずい。

　躊ちゆう躇ちよしたのは一瞬。

「動かないでね」

「え……マ、マコト？　ふぇ……ど、どこに手を――ひぅっ」

　顔をそらしながらまっすぐ手を伸ばして、一気に猫を持ちあげる。

　……微妙に猫以外のものも触っちゃった気がするけど、あえて気にしないことにする。

「うう……なにか大事なものを失った気がしますが……とりあえずこれで一件落着ですね」

　ため息を吐いた冥めい利りは、立ち上がって、なんていうこともなく銀色の髪に触れる。

「――冥利、本当に気づいていないの？」

「なにがですか？」

　こんなにも異常なのに。

　こんなにも異質なのに。

　冥利は、まるでそれが当たり前かのように振る舞っていて。

「ほら、これ見て」

　ぼくはケータイ電話のカメラを起動すると、液晶画面を冥利のほうへと向ける。

「吸血鬼化してるでしょ？　さっきからずっとだよ。冥利、吸血衝動は――」

「誰」

「え？」

「それは、誰」

　透明な声。

　無表情に、無感情。

　ガラス玉のような瞳ひとみでこちらを見つめる彼女は、まっすぐに――自分の顔を指さす。

「これは、誰？」

「……は？　誰って――そんなの」

　冥利に決まってる。

　そう、答えるはずだったのに。

　指さされた、紅あかい瞳。

　吸い込まれるような紅色に、意識が曖あい昧まいになる。

　真っ白な頭の中で、不意に浮かび上がった名。

　見覚えも聞き覚えもない、その名前は。



「イングリッド・ゲージエンド・エーヴィヒカイト」



　ぼくがそう呟つぶやいた瞬間。

「――感謝しよう」

『彼女』は静かに声を出して。

　和やかに。

　朗ほがらかに。

　涼しげに――笑った。

「我が復活は今ここに為なされた」



　　　‡



「ふ、ふふふ――ははは、はーっはっはっはっ!!」

　今どき、どんな悪役でもしないような高笑いをして、『彼女』は――いや、吸血鬼の魂イングリッド・ゲージエンド・エーヴィヒカイトは語る。

「心地ここちよい。心地よいなあ……我が身で感じる肉の実感は。何千年生きようと、この瞬間が一番の快楽じゃ」

　冥めい利りの声で、冥利の顔で、胸だけが冥利とは違う彼女は、美しい銀髪をかきあげ、冷酷な眼まな差ざしをぼくに向けてくる。

「なんじゃ、その絶望に満ちた表情は。貴様が我を復活させたのだ、もっと喜べ」

「……ぼく、が」

　トリガーを引いた？

「そうじゃ。貴様がこの我、イングリッド・ゲージエンド・エーヴィヒカイトの名を呼んだから復活できた。いくら血を吸うことで知を蓄えることはできても、自我は目覚めぬ。親しき他者からの承認を得て、はじめて我という存在は確立される」

「ぼくが……名前を呼んだから」

「正確には我が呼ばせたのだがな。吸血鬼は招かれなければその地を訪れられん」

　吸血鬼がはじめてその場所を訪問するとき……必要なのは、その場所の人間に呼ばれること。それは聞いたことがある。

　でも。

「血を吸うことで、知を蓄える……？　親しき他者からの承認……？」

「子は親から学び、自ら親となって子に教える。両方とも『教えられ、学ぶ』という形でしか得られんものであり――貴様が我に与えたものじゃ」

　すっと伸ばされる指。

　その人差し指が、ぼくの胸を射貫く錯覚を起こす。

「言ったはずじゃがな。『秘すれば花、秘するがゆえに魂は滅びる』。貴様がすべきだったのは、黙り続けること。どんな違和が起ころうとも教えず、秘する。さすれば、我が復活はなかった」

「――――」

　吸血鬼を殺す銀の弾丸。

　それがぼくに向けられているような皮肉。

　冥めい利りを吸血鬼から救おうとしたぼくが、彼女を呼びだしてしまった。

　その事実に、頭がぐらぐらして。

「……冥利を返せ」

「ふん、泣き言か」

「今すぐ――返せ」

「できない相談じゃな」

　当たり前だ。

　当たり前だけど。

「頼む、から……！」

「無駄じゃ無駄じゃ。どれだけ言葉を重ねようと――」

　冷めた口調の彼女は、ふいに言葉を止めて、早足でこちらへ歩いてきた。

　そのままぼくの背中のほうに回ると、素早くしゃがみこむ。

「……なんじゃ」

「いや……それはこっちのセリフというか」

「痴しれ者ものが。貴様はいちいち行動の意味を尋ねるのか？　我に血を吸われた従僕なら、その程度の心情は察して――ひっ」

「……ひ？」

　それはついさっきも聞いた声で。

「ひ、ひ……陽ひの光が我の弱点だったのは昔のことであり、今は全然平気じゃ！」

「なんで急にそんなことを……」

「愚か者め。それは貴様が知りたがっているように――ひぃぃっ、こっちにきた！」

　話の途中で、さっと頭を隠す彼女。

　ふと前を見てみれば、

「――猫？」

　そういえば、いつのまにか腕からいなくなっている。

　ちょこんと座る猫は、まっすぐにぼくを――ぼくの後ろにいる彼女を見ていた。

「もしかして……猫が苦手？」

「な――ば、バカか貴様！　アホか、ドジマヌケか、オタンコナスか！」

　えらい幼い言葉で罵ば倒とうされた。

　心なしか顔も紅潮しているような……。

「わ、我は千年の時を生き、魂のみを転生させることで流水も日にち輪りんの光も十字教の徴しるしも克服した吸血鬼の中の吸血鬼、イングリッド・ゲージエンド・エーヴィヒカイトだぞ！　苦手なものなどあるわけ」

「……はい、猫」

「ひぃぃっ！　ごめんなさいごめんなさい嘘うそです苦手なものあります！」

「……」

「……あ」

　しまったという顔をする吸血鬼。

　この場にそぐわない白けた空気が流れる。

「い、今のは……違うぞ？　ちょっとした親しさを演出するための、弱よわ味みアピールというか――」

「猫、かわいいよね」

「そんなわけあるか!!　このような生物は――あ、あ、こ、こっち向けるなっ……ひぃっ、あほっ、貴様の母君に言いつけるぞっ!?」

「…………」

「…………」

「苦手なものは？」

「………………ありました。ごめんなさい」

　うなだれ、小さくなる銀髪紅瞳の吸血鬼。

　威厳もへったくれもない。

　冥めい利り以上のへたれが、ここにいた。

「うー……慣れないことをするとすぐこれじゃ……やはりもっと慎重に……」

　ぶつぶつとひとりごとを言う吸血鬼を見て、ぼくは思う。

　これは、ひょっとすると――

　なんとかなるんじゃないだろうか。

　新たな探しもの……冥利を取り戻すための鍵かぎは、今ぼくの手の中にある。

「いくつか質問してもいいかな」

　ぼくは持ちあげた猫を抱きかかえて、わざと彼女に近づきながら訊きく。

「う……ひ、卑ひ怯きよう者もの……！」

「一方的に冥利を乗っ取ったのは卑怯じゃないの？」

「じょ、条件は提示したはずじゃぞ！　まあそのときの我は、厳密に今の我とは違うが――」

「そういう話は聞きたくない」

　どうしてそうなったとか、そんなことはどうでもいい。

「ぼくが聞きたいのは、冥利は元に戻れるのかっていうこと。その一点だけだ」

　強く言い切ると、イングリッドは不意に儚はかなげな表情を浮かべて――それ以上に不敵に笑ってみせた。

「ふん、勘違いも甚だしい。我がいつ雨あま夜や冥利の自我が消え失うせたなどと言った」

「……え？」

「我が口にしたのは、我が復活――自我の覚かく醒せいだけじゃ。それでどうして雨夜冥利の魂が消えたことになる。そもそも、復活したばかりでそう長い時間、自我を保てるわけがなかろう。生まれたばかりの赤ん坊に立ち続けろと言っているようなものじゃぞ」

「じゃあ、冥めい利りは――」

　取り戻せる？

　そう言おうとして、思わぬ乱入者に遮られる。

「蓮はす見みマコト！」

　らしくなく慌てた声は、聞き覚えのあるものだった。

　次の瞬間、目の前にいたイングリッドは消え、代わりに現れたのは地面に突き刺さる棒状の凶器。

「ふん、ご挨あい拶さつじゃな」

　長い銀髪を風に揺らすイングリッドは、少し離れた場所で平然と腕を組み、地面に突き刺さった凶器を見つめる。

「その刻印……『氷ひよう結けつのエステル』を継承する現世の狩人かりゆうどか。なるほど、先々代の面影があるな」

「……吸血鬼と交わす言葉は持ち合わせていない」

　二つ名通りに冷たく切り捨て、雪ゆき水みずさん――吸血鬼ハンター、エステル・ブリュンティエールは、両手に対吸血鬼用武具『聖杭』を構え、ぼくをかばうように前に立つ。

「下がって、蓮見マコト」

「エステル……どうしてここに」

「途中から猫ではなく、蓮見マコトたちを探していた。挙動が怪しかったから。……でも、そんなことはもうどうでもいい」

　言い捨てて、鋭い眼まな差ざしをイングリッドに向ける。

「イングリッド・ゲージエンド・エーヴィヒカイト……『紅くれない夜よるの王』……！」

「ほう、その禁じ名を知っておるのか。であれば、当代はそれなりに優秀な『狩人』ということじゃな」

「蓮見マコト……ああなってしまっては、もう手遅れ。雨あま夜や冥利は……諦あきらめて」

　ぎりっと歯を食いしばって、険しい表情を浮かべる彼女に、ぼくはめまいを起こしそうになる。

　手遅れ？　諦めて？

　冥利は……もう元に戻らないってこと？

　そんな、そんなことは――

　受け入れられるわけがない。

「ごめん、エステル」

　ぼくはそう言い置いて、エステルの前に出る。

「蓮見マコト、なにを――」

　止めようとする彼女の手を振りきって、冥利の……イングリッドのところまで歩いていく。

「ほう、我のほうにつくと？」

「つくよ」

「は、そこまで我……この器が大事か」

「当たり前だ」

　即答すると、イングリッドは面食らったようにまばたき、居い心地ごこち悪そうに咳せき払ばらいをしてからそっぽを向いた。

「……ふ、ふん、まあ従僕としてはなかなか殊勝な心がけじゃな」

　なんとでも言えばいい。

　ぼくは振り返って、エステルから銀髪紅眼の吸血鬼を護まもるように手を広げる。

「蓮はす見みマコト……それはもう雨あま夜や冥めい利りじゃない」

「冥利だよ」

「……違う」

「違わない。今中身が違っても、冥利は冥利だ」

「…………どいて」

「どかない」

「どかなければ……蓮見マコトごと討つ」

「いいよ。できるなら」

「…………」

『聖杭』をこちらに向けたまま固まるエステルを見て、少しだけ胸が痛む。

　雪ゆき水みず愛え心こは吸血鬼ハンターであって人殺しじゃない。

　どれだけ使命が大事でも、ぼくがこうしている限りは手の出しようがないのだ。

「蓮見マコトは……卑ひ怯きよう」

「……ぼくもそう思う」

「私はいつも、憎まれ役になる。なるしかない。蓮見マコトが……雨夜冥利を想おもい続ける限り」

「…………」

　今のは……弱音だろうか。

　雪水さんの表情には、いつもとは違う弱気のようなものが見てとれて――



「蓮見……？」



　唐突な第三者の声は、最悪なタイミングで聞こえてきた。

　ツインテールと耳の垂れた動物の帽子。

　振り向いたそこに、七な月つきとアニアが目を丸くして立っていた。

「な、なにしてるのよあんたたち……」

「はぅ……ケ、ケンカ、なのですか……？」

　怪け訝げんそうにこちらを見る彼女たちは、その事実に気がつく。

「っていうか、蓮はす見みの後ろにいるのって――雨あま夜や？」

「メイリ……髪の色が」

「髪だけじゃなくて目も……え、ちょ、ちょっとその胸どうしたのよ！」

　言い訳のしようもない指摘に。

「うるさいやつらじゃな」

　イングリッドはため息一つで返す。

「我のことなどどうでもよい。それより、我とそこの『狩人かりゆうど』がなぜ対立しているのかということじゃが」

　そこでいったん言葉を切ったイングリッドは、いきなりぼくの腕を抱き寄せてきて、

「このとおり、蓮見マコトがどちらのものか白黒はっきりつけようとしていたからじゃ」

　とんでもないことをのたまった。

「はあっ!?　な、なんでその二人で……じゃなくて、え、愛え心こ！　ほんとなのっ？」

　七な月つきの問いかけに、雪ゆき水みずさんは少し間をおいてうなずいた。

「……間違ったことは言っていない」

「え、ちょ、雪水さん……？」

「蓮見マコトをかけて、勝負をしていた」

「いつそんな話に――」

「は、蓮見あんた――なにされてるのよ!?」

「マコトはもう……どちらかのものになってしまったのですか……？」

　ものすごく怒っている七月とものすごく悲しそうなアニアに迫られ、ぼくはまだ腕を抱いたままのイングリッドに助けを求める。

　目が合ったイングリッドは、ほんの一瞬いじわるな笑みを浮かべたかと思うと、つまらなさそうに鼻をならして、

「ふん、興ざめじゃな。……ちょうど顕現できる時間も過ぎたことじゃし、我はもう寝る」

　一方的に言い切り、目を閉じる。

　瞬間。

　髪の色が戻り、胸が萎しぼみ、開いた瞳ひとみは紅茶色に。

「…………あれ？」

　ぼくを見て、不思議そうにまばたく彼女は。

「冥めい……利り？」

「……えっと、なんでマコトがこんな近くにいるんですか？」

　そんなとぼけた答えを返した彼女を、抱きしめたい衝動に駆られる。

　……冥利が戻ってきた。

　戻ってきてくれた……！

「よかった――」

「よくないわよ」「よくないのです」

　七な月つきとアニアという珍しい二人組の突っ込みに、感傷的なムードは瞬時に消し飛ぶ。

「説明、してくれるのよね？」

　七月の真剣な表情に、ぼくは言葉に詰まり、視線をそらして冥めい利りと足元の猫を見る。

　探しものは……確かに見つかった。

　けれど、それは新たな騒動の引き金となって、現実という弾丸を突きつける。

　一難去ってまた一難。

　つついた藪やぶから飛び出した蛇へびを、もう戻すことはできない――。



    

  
    
      


第二話　知らないことと、知ること。



「よ、世の中には知らないほうがいいこともあります」

　夏休み前、最後の第二図書委員会。

　終業式が終わって、すぐに第二図書館に集まったメンバーは、恐る恐る宣言した冥利になんの反応もしなかった。

　七月は腕を組んで微動だにせず、アニアもうつむいて黙っている。雪ゆき水みずさんは普段からあまりしゃべらないが、今日はずっと冥利を見ていた。

　無言のプレッシャーは百の非難の言葉よりずっと効く。

「ぅぅ……マコトぉ」

　重い沈黙に耐えかねたのか、助けを求めるようにこちらを見てきた冥利に、七月が鋭く注意を飛ばす。

「雨あま夜や。昨日のことはあんたが説明するって言ったわよね。蓮はす見みに助けを求めるのはおかしいんじゃないの」

　落ち着き払っているのが逆に怖い。

　でも、確かに七月が言っていることは正しかった。

　昨日、あのあと。

『後日説明するから』という一言で無む理り矢や理り場を解散させたのは冥めい利りだった。

　もちろんそれは、あの場で説明できなかったぼくのせいでもある。

　なにせ冥利は、あの時点ではなにもわかっていなかったのだから。

　ぼくもぼくで、冥利が戻ってきてくれたという安あん堵ど感かんでいっぱいで、とても説明できるような気力はなかったし、たとえ気力があっても説明するつもりはなかった。

　冥利の秘密を話すことは、第二図書委員会の人間関係を壊すことに繋つながるから。

　それこそ、世の中には知らなくてもいいことがある、だ。

「――ん？　なんだなんだこの重い空気は」

　そう朗ほがらかに言いながら入ってきたのは、ぱっと見ではストレスのかけらも感じていなそうな菊くく理り先輩だった。

「ククリ先輩……今はその空気の読めなさに感謝です」

「それは褒められているのか……？　ともあれ、昨日はどうもありがとう。今日はその礼だけ言いにきたんだが」

「ぜひもっといてください」

「おおっ、ついにめいめいが宗むな像かたにデレた！」

「く、背に腹は替えられません……今日限定でククリ先輩にデレます。デレますから……どうにかしてください」

「さりげなくひどいことを言われた気がするが……とりあえずこの重い空気をなんとかすればいいんだな」

　こくこくとうなずく冥利。なんかもう必死だ。

　菊理先輩が黒板を見る。

「今日のテーマは……世の中には知らないほうがいいこともある、か。ふむ、なるほど、無知……ムチか」

　今、若干不自然なニュアンスだったような……。

「よし、ゲームをしよう」

「……ゲーム？」

　七な月つきの呟つぶやきに、菊理先輩は自信ありげにうなずく。

「仲直りはみんなでゲームをするに限るからな」

　にやりと笑った菊理先輩に、ぼくの不安はこれ以上ないほど膨らんだ。



　　　☆



　そしてその不安は即座に的中した。

「というわけで、今回はＳＭごっこを――」

「で、なんのゲームをするんですか、ククリ先輩」

「む、ついに相手の発言に自分の発言をかぶせて、なかったことにするという高等テクニックを編み出したか。やるなめいめい」

「お褒めにあずかり光栄です」

「うん、もう少し心がこもっているといいな」

「で！　なんのゲームをするんですか、菊くく理り先輩！」

「そっちは別に気持ちをこめなくてもいい。あとなんで怒ってるんだ？」

「わからないならいいです……」

「そうか。じゃあ、あらためて今回は脱衣トランプを」

「全然こりないですねえ!?」

「めいめい、間違いも押し通せば正解になるんだぞ？」

「なりませんよ!!　いくら押しても間違いは間違いのままです！」

「では、その間違いを指摘するゲーム――リアルダウトならどうだ？」

「……リアルダウト？」

「トランプでダウトというゲームがあるだろう。あれのリアル版だな」

　そう言って、菊理先輩がリアルダウトのルールを簡単に説明していく。

　まずはお題を決める。

　これは例えば『夏休みの想おもい出で』とか、『受験勉強』とかのありふれたものでいい。

　そして、その決まったお題について、一人ずつ自分の経験したエピソードを話していく。

　必ず意図的に嘘うそを交ぜて。

「このゲームのキモは嘘をつき通すことにある。『世の中には知らないほうがいいこともある』ということを実践するわけだな。どうだ、今日のテーマにもぴったり合うだろう」

「確かにテーマには合いますけど……」

「よし、じゃあ言い出した宗むな像かたから反時計回りで話していくということで。お題も宗像が決めてしまっていいだろうか」

「……言うだけ言ってみてください。聞くだけは聞きます」

「秘密について」

「………………え？」

　秘密。

　冥めい利りの秘密は、まさに昨日問題になったことだ。

「なんだめいめい？」

「あ、いえ……ククリ先輩にしてはちゃんとしていますね」

「宗像はいつだってちゃんとしているぞ。だからめいめいは昔拾ったえっちな本が部屋のどこに隠してあるのか――」

「そ、そんな話はしません！」

「うん。なら、別の話をしてくれ」

　菊理先輩は優しく笑い、一度間を取ると、

「では宗像の秘密を暴露しようか」

　そう言って勢いよく続ける。

「実録、紫むらさき十じゆう字じ学がく園えん生徒会長宗むな像かた菊くく理りの秘密その一！　実は生徒会長というのは仮の姿であり、裏では学園の平和を守っている正義の味方で――」

「ダウト！　いきなりなによそのトンデモ設定っ」

「ふ、さすがナナ。早い上によくわかったな」

「わからないわけないでしょ！　もうちょっとましな嘘うそをつきなさいよ……！」

「ふむ、心外だな……というのはともかく、秘密その二！　実は宗像の本性は第二図書館の外で見せている顔のほう。第二図書館ではあくまで仮の――」

「「「「「ダウト」」」」」

「おお、全員から突っ込まれた」

　嬉うれしそうな菊理先輩に、アニアが遠慮がちに言う。

「あの……どうしてそんな嘘が通用すると思ったのですか」

「キツい！　だがそれがいい！　うーむ、第二図書委員以外の人間なら間違いなく信じると思うんだが」

「正直、ぼくたちも信じたくはないです……」

　あんなに清せい楚そで慎つつましいパーフェクト生徒会長がこんなにも――こんなだなんて。

「まあいい、秘密その三！　実は宗像家の長女というのは仮初めの肩書き。すでに実質的な家の実権は宗像のものであり、利権から財産の管理まで完かん璧ぺきに――」

「だからなんでそんな嘘ばかりつくんですか！」

　冥めい利りの突っ込みを受けて、菊理先輩はふっと肩の力を抜くような笑みを浮かべて言う。

「だって宗像、みんなにあらためて語る秘密とか特にないし」

「ここにきてゲームの前提を丸ごと覆したわねえっ！」

「はっはっは、考えてもみろナナ。これ以上明け透けな宗像がいたら大変じゃないか」

「ああ確かに――って自分で言うな！」

「言うとも。ここではなんだって言うぞ」

「傍ぼう若じやく無ぶ人じんもここに極きわまったわね……っ」

「はぅ……さすがククリなのです」

　七な月つきとアニアの呟つぶやきに、菊理先輩はふっと表情を和らげて、

「逆に言えば、それだけみんなのことを信頼しているということだ」

　なんでもないことのように、言う。

「秘密を話すというのは自分を裸にして差し出すようなものだからな。簡単にできることではないし、だからこそ宗像は、第二図書委員会のみんなにしかこういう姿は見せない」

「…………」

　菊理先輩のその言葉に、冥利が顔をこわばらせてうつむく。

　冥利は。

　絶対に言えない秘密を持つ彼女は、みんなのことが見れない。

「さて、次はめいめいの番だな」

　菊くく理り先輩に話を振られて、びくりと身体を震わせる。

「わ……わたしは」

　膝ひざに置いた手をぎゅっと握りしめ、顔もあげられない彼女は、ゆっくりと口を開いて。

「わたしの……秘密は――」

　間延びした声が、不自然に途切れた、次の瞬間。



　長い髪が銀色に染まる。



「…………え？」

　七な月つきの驚く声。

　その声に、小さな笑い声がかぶさり、徐々に大きくなっていく。

「雨夜冥利の秘密と言えば」

　ゆっくりと顔をあげた『彼女』は、紅あかい瞳ひとみを見開き、口の端から長い犬歯をのぞかせて。

「『これ』しかないじゃろ」

　無む邪じや気きにも冷徹にも見える、掴つかみどころのない笑みを浮かべた。



　　　‡



　イングリッド・ゲージエンド・エーヴィヒカイト。

　吸血鬼で、『紅くれない夜よるの王』で、冥めい利りが……絶対に話せない秘密そのもの。

　――彼女になにもしゃべらせてはいけない。

　とっさにそう思ったぼくは、立ち上がろうとして、

「あなたは……誰だれなのですか」

　アニアに、遮られる。

「……冥利じゃ、ないのですよね？」

　薄く開いたアニアの唇は渇き、無意識なのか、ぼくの袖そでをぎゅっと掴んでいる手も小刻みに震えている。

「あ、雨あま夜やじゃない……？」

　がたっと椅い子すを引いた七月は、動揺をそのまま声に出す。

「なに……それ？　なん、なの――」

「ふん」

　イングリッドはそれらの問いを軽く鼻で笑うように切り捨てて、後ろの黒板に振り返った。

「そんなことより、今はゲームの最中なんじゃろ？　それも誂あつらえたかのように『秘密』についてじゃ」

　横目で菊くく理り先輩を意味ありげに見て、大げさに両手を広げてみせる。

「我は雨夜冥利の秘密そのものじゃ。我が気になるのであればこのルールに従って尋ねればいい」

「ル……ルールに従う、って……」

　七な月つきの困惑を無視して、吸血鬼は言う。



「我は雨あま夜や冥めい利りじゃない。イングリッド・ゲージエンド・エーヴィヒカイトという――貴様らにわかりやすく言えば、吸血鬼じゃ」



　……ああ。

　もう、これで。

　戻れない――。

　天を仰ぐぼくなど気にするそぶりもなく、イングリッドは続ける。

「と言っても、貴様らが通常イメージする吸血鬼とは大きく異なる。たとえば十字架やらにんにくやらは平気じゃし、吸血鬼の不死は魂の転生によって為なされるといった具合にな」

「魂の……転生？」

「人間を器に、我という魂を宿す。そうして器を次から次へと乗り換えることで、永遠の命を得ているというわけじゃ」

「じゃあ、雨夜は……っ」

「……結局そこに辿たどり着くの。器は次から次へと乗り換えると言ったはずじゃ。雨夜冥利という器を使うのも一定期間だけのこと。最大でもひと月といったところじゃな」

「……」

　昨日言っていた、冥利を完全に乗っ取るつもりはないという言葉。

　その確証が得られて、ぼくはとりあえずの安心をする。

「きゅ……吸血行為っていうのは？　どうして……血を吸うわけ？」

「あー、そこらへんの問いは捨て置け。厳密に説明するのは面倒でかなわん。なにせ、我自身もよくわかっとらんところがあるからな」

　どうしても詳しく知りたくばそこの殺気だっている『狩人かりゆうど』にでも訊きけ、と雪ゆき水みずさんを指さして、軽く言う。

「そもそもこの状態になれば、吸血行為自体それほど必要なものでもないしの」

「……え？」

　それは……ぼくも初耳だ。

　冥利は、特に吸血鬼になりたてのころは頻繁に血を渇望していた。

　あまりに頻繁すぎて――精神がその行為を拒絶してしまったほどに。

「血が必要なのは、エネルギーの充じゆう填てんや性的欲求の充足のためというのもあるが、最たる理由は知を得るためじゃ。一定以上の知識がなければ、我がイングリッド・ゲージエンド・エーヴィヒカイトだということもわからんからな」

「……」

　その理屈で言えば……真理を探究し、知的好奇心を満たすために作った第二図書委員会は、見事に彼女の思惑と合致していた。

　吸血鬼化の進行を止めるというぼくたちの目的と逆行して。

「一つ質問したい」

　今までずっと黙っていた菊くく理り先輩が、唐突に口を開いた。

「めいめいが貴女あなたに選ばれたことには、なにか理由があるのか？」

　感情の読み取れない声。

「…………いい質問をする。さすがは宗像の――いや、『ククリちゃん』じゃな」

「悪いが、貴女にはそう呼ばれたくない」

「ほう？」

　強く言う菊理先輩を見て、イングリッドは楽しそうに瞳ひとみを細める。

　菊理先輩からすれば、ククリちゃんという呼称は冥めい利りが昔使用したもので、その想おもい出でを汚されたくないんだろう。

　そもそも、従妹いとこの肉体を乗っ取っている吸血鬼などというものには、間違ってもあだ名などで気安く呼ばれたくは――

「できればクーちゃんと呼んでくれ」

「気安い！」

「なんだまこちー、いつにもまして激しく突っ込んだな。そんな熱いまこちーが宗むな像かたは好きです」

「どんな流れの告白ですか……」

「空気を読んでみた」

「壊しましたよ全力で」

「レジャーシーズンに到来する台風みたいだな」

　不覚にもぴったりなたとえだった。

　ともあれ、こんなときでもマイペースを貫ける菊理先輩には頭が痛くなってくる。

　七な月つきやアニアみたいに呆ぼう然ぜんとするのが一般的な反応であるはずなのに……。

「ふふ……おもしろい。よかろう、親しみを込めてクーちゃんと呼んでやる」

　吸血鬼も吸血鬼でそんなふうに軽く流して続ける。

「雨あま夜や冥利が我の器に選ばれたのは偶然じゃ。だからこそ、この身体にずっと居座るつもりもないし、今の力ではたとえ完全に乗っ取ろうとしても不可能じゃ。蓮はす見みマコトもこれで安心じゃろう。……そんなところで納得がいったか？」

　微妙に気になることを口にして、締めようとしたイングリッドに。

「『紅くれない夜よるの王』」

　エステル・ブリュンティエールが、普段なら絶対に出さない凛りんとした声を張る。

「この時代に転生した目的はなに」

「――目的」

　そう呟つぶやいた瞬間、イングリッドはぞっとするほど空虚な表情を浮かべて、

「目的……目的か」

　すぐに人を食ったように笑う。

「逆に尋ねるが、貴様が生まれてきた目的はなんじゃ」

「……質問しているのは、こっち」

「その質問の答えがそれじゃよ」

　眉まゆ根ねを寄せる雪ゆき水みずさんを見て、菊くく理り先輩が助け船を出す。

「人はなにかをするために生まれてきたわけじゃない。同じように、吸血鬼もなにか目的があって転生しているわけじゃない……ということか」

「そうじゃ。まあそれでも、あえて目的のようなものをあげるとすれば――」

　少し考え込むような素振りを見せて、あっさりと言った。

「暇つぶしじゃな」

　机に肘ひじをつき、窓の外を見る吸血鬼は、憂ゆう鬱うつそうにため息をつく。

「考えてもみろ、永遠に続く命じゃぞ？　普通のことでは簡単に飽きてしまう。転生した先で楽しいことを見つけでもしなければ、とてもやってられん」

「……なるほど、一応の筋は通っているな」

　菊理先輩が感心するようにうなずいて、雪水さんはうなずかない。

「信用、できるとでも？」

「貴様は変なことばかり訊きくの。それは答えようのない問いじゃろ。信じる信じないは貴様の決めることじゃ」

「……」

　じっとイングリッドを見つめる雪水さんは、やがて太ももに添えていた手――聖杭を掴つかんでいたのだろう――を机の上に置き、沈黙する。

「そんなところで、とりあえずの質問はできったか？　――では、ダウトの時間じゃ。特にそこの黙りこくった二人から聞きたいの」

　嬉き々きとして話しかけてくるイングリッドとは対照的に、七な月つきもアニアも完全に凍りついてしまっている。

　吸血鬼。魂。転生。

　そんな、鼻で笑うのもばからしいような非現実が当たり前のように語られ。

　紅の瞳ひとみ。輝く銀髪。鋭い八重歯。

　そんな、暴力的なまでに説得力を持った現実が目の前に並べられる。

　きっと……世の中には知らないほうがいいこともあるという言葉の意味を、痛感しているに違いない。

　知らなければよかった。

　今にもそう言いだしそうな二人を見ていられなくて。

　ぼくが場当たり的なことを口にしようとしたとき。

「……訊ききたいことがあるのです」

　膝ひざの上で手をぎゅっと握ったアニアが、真剣な表情で言う。

「答えて、もらえますか」

　常にない雰囲気のアニアに、イングリッドの顔からも笑みが消える。

「ふん、もったいつけずにさっさと言え。ゲームのルールには従うと言ったはずじゃ。ここからの答えに嘘うそはつかん」

　ぴりっとした緊張感の中で、アニアが口にしたのは――

「昨日、言っていたこと……マコトを賭かけてエコと争っているというのは、どういうことなのですか」

「「……は？」」

　イングリッドとぼくの声がかぶった。

「貴様……我の話をちゃんと聞いていたか？　その質問はゲームに関係ないし、そもそもそんなどうでもいいこと――」

「どうでもいいことなんかじゃないのです！」

　声を張り上げたアニアは、自分の声に自分で驚いたように恥ずかしそうにうつむく。

　頭の帽子をぎゅっと押さえて、上目づかいにぼくを見てから、そっと言う。

「エ……エコは、はじめから知っているみたいでした。マコトも……そうです。三人はどういった関係なのですか……？」

「アニア、それは――」

「あたしも、訊きたい」

　七な月つきが。

　イングリッドではなく、ぼくに向かって訊いてくる。

「蓮はす見みたちは……いったいどういう関係なの」

「……ぼくと冥めい利りは、ただの幼なじみだよ」

「愛え心ことは？」

「…………」

　黙ったぼくを、雪ゆき水みずさんがじっと見つめてくる。

「協力、してもらってた……その、雪水さんは、気づいてしまったから」

「雨あま夜やが吸血鬼だっていうことに？」

「――――」

　吸血鬼という事実を口に出して、言葉にして。

　それでも全然変わらない七月を見て……ぼくは驚く。

　吸血鬼。

　人間を襲って、血を吸い、殺す。

　冷酷で、残忍で、非現実的な存在。

　たとえその存在を認められたしても、気味悪がられ、怖おそれられて、絶縁されてもおかしくないのに――。

「七な月つきは……驚かないの……？」

「……驚いてるわよ、めちゃくちゃ。当たり前でしょ」

　七月は不機嫌そうな顔もそのままに、ぶっきらぼうに言う。

「いくらゲームとかで定番だからって、現実にそんなのがいたら驚くに決まってるじゃない。それもよりによって……雨あま夜やが吸血鬼？　魂がどうのっていうのはよくわからないけど、身体が一緒なら二重人格みたいなものってことでしょ？」

「なかなか近いたとえじゃが、その程度のレベルで語られるのは心外じゃな。我はあくまでオカルトであって、サイコでは――」

「あんたは黙ってて」

　ぴしゃりとイングリッドを遮って、七月はぼくをまっすぐ見てくる。

「雨夜にそういう秘密があったことにはびっくりしたし、正直に言えば怖くもある。でも、そんなこと問題にならないくらい――怒ってる」

「……怒ってる？」

「蓮はす見み」

　いきなり名前を呼ばれて、反射的に居住まいを正してしまう。

「な、なに？」

「あんたは、ずっと前から知ってたのよね？　雨夜が……こうなってたこと」

「――」

「そう、なのですか……？」

　アニアにも詰め寄られて、ぼくはゆっくりとうなずく。

「…………うん。知ってたよ」

　最初から。

　冥めい利りが人の血を吸いたくなってしまったと泣きついてきたときから。

「どうして言ってくれなかったの」

「それは……」

「あたしたちがそのことを知ったら、離れていくと思ったから？」

「……」

「あのね……正直ヘコむわ」

　七月はため息を吐き、本当に肩を落とす。

　怒っていると言ったくせに、本気でヘコんでいるように目を伏せる。

「あたしたちは……その程度の関係なの？　雨夜が人の血を吸わずにはいられない体質――吸血鬼だと知って、ただそれだけのことでおしまいになっちゃうような、浅い繋つながりしかないの？」

　胸に手を当て、必死に訴えかけてくる七な月つきから、強い熱意が伝わってくる。

　ドラムの代打を頼んできたときのように。――いや、そのとき以上に。

　七月は確かに怒っていた。

　そして……同じくらい悲しんでいた。

　冥めい利りが七月を頼らず、ぼくが七月を信頼しなかったことを。

「…………ごめん」

「だから、謝らないでよ……謝られたら、特別なことをしているみたいじゃない」

「うん……でも」

「蓮はす見みはずるい」

　それは。

　雪ゆき水みずさんにも言われたこと。

「そうやって気をつかって、一人で全部背負って……それであたしたちが喜ぶとでも思ったわけ？」

「ナナ。言いすぎだ」

　菊くく理り先輩が、たしなめるように言う。

「ナナだって、まこちーの立場に置かれたら同じ行動をとったかもしれないだろう？　自分が知るのが遅かったからといって――」

「いえ……いいんです菊理先輩。七月の言っていることは正しいですから」

　そう、七月は正しい。

　本当にぼくが一人で背負うのなら、最後まで冥利の秘密は知られてはいけなかったのだ。

　中途半端な覚悟で背負ったから。

　冥利の秘密は明かされてしまい、彼女たちの関係も壊れた。

「だからっ、そういう態度が――」



「自分が思っている以上に、周りは受け入れてくれる」



　憤る七月を遮って、呟つぶやかれた言葉。

　それは……そのセリフは。

「迷っていたワタシに……マコトがかけてくれた言葉なのです」

　振り返ると、アニアが少しぎこちない笑顔で、懸命に微笑ほほえんでいた。

「ワタシは……ナツキと違って、きゅ、吸血鬼さんは平気じゃないのです。……今も怖いですし、身体も震えているのです。でも……でも、メイリのことは好きなままです。吸血鬼さんだからといって――嫌いになったりはしません」

「――」

「あの……ワ、ワタシが言えるのはそのくらいで、頼りにはならないかもしれませんけど……は、話を聞いて一緒に悩むくらいはできますから……だから、その……こ、困ったことがあったら、なんでも言ってほしいのです」

「アニア……」

「頼りにならなくても……頼ってください。教えてください。一人で――悩まないでください」

　祈るように手を組み合わせて、目を閉じるアニアに。

　ぼくは痛感する。

「…………そっか」

　世の中には知らないほうがいいこともあると言う。

　でも、それは……すでに知っている人間が、まだ知らない人間を見て、勝手に決めつけているだけなのかもしれない。

　ぼくがアニアたちを勝手に決めつけていたように。

　たとえ、すでに知っている人間が善意で言っているのだとしても、まだ知らない人間からすればそんなことは大きなお世話なのだ。

　だって。

　知らないほうがよかったかどうかを決めるのは、いつだってその人自身なんだから。

「七な月つき……七月も……冥めい利りの友達だよね？」

「――っ、――当たり前でしょっ」

　そっぽを向く七月は照れているように見えて。

「わかってたけど……わかってなかったのかな」

　七月がどれだけ深く、冥利のことを考えていてくれたのかを。

　それはもちろん、七月だけじゃなくて。

「七月、アニア、菊くく理り先輩、雪ゆき水みずさん」

　ぼくは一人一人を見つめて、頭を下げる。

「冥利の秘密のこと……よろしくお願いします」

「……ばか。言われなくてもわかってるわよ」

「はい、なのです……！」

「ああ、もちろんだ」

「…………大丈夫」

　全員の気持ちを今度こそ確認して、ぼくがイングリッドに向き直ると。

「……は、素敵な友情ごっこじゃな」

　彼女は長い銀髪をひるがえし、あっさりと言う。

「興が削そがれた。貴様らもそういうのは当の本人を交えて話せ」

　皮肉げな言葉を残し、そのまま目を閉じる。

　そうして、次に目を開いたときには。

「……？」

　外見も意識も、冥利に戻っていた。

「……おかえり、冥めい利り」

「た……ただいま……です……？　……えと、リアルダウトは」

「めいめいの一人反則負けだ」

「え」

「これから罰ゲームを開始するところだな」

「えええ!?　そ、そんな話をいつ……！」

「んー？　めいめいは覚えていないのか？　ついさっき罰ゲームもありにすると言ったばかりじゃないか。――というわけで、さっそく服を脱ごう！」

「ひぅぅっ、マ、マコト、助けてくださいっ！」

　迫り来る菊くく理り先輩から逃げ、いつものようにぼくに助けを求めてきた冥利に。

「雨あま夜や」「メイリ」

　七な月つきとアニアが手を差し出す。

「あたしたちを頼りなさい」「なのです」

「……へ？　な、なんですか急に」

「別に深い意味はないわ」

「メイリは……大切な友達だからなのです」

「……？　……？　まあ助けてもらえるのならありがたいですけど……」

　冥利が首をかしげながら二人に歩みよっていくと、いきなり七月に肩を掴つかまれた。

「ただし。その前にちょっと話を聞かせてもらうわ」

「え……ちょ、その怖い顔は……な、なんでアニアまで手を掴むんですか!?」

「ワタシも、メイリに聞きたいお話があるのです……吸血鬼さんのことについて」

「な――ど、どうして知って……あ、えぅ、マ、マコトっ!?」

「がんばって冥利」

「な、なにが、わたしの知らないあいだになにがあったんですかー!!」

　第二図書館の奥へと連行される冥利。

　その後ろを、雪ゆき水みずさんがそっとついていく。

「雪……エステル？」

「吸血鬼化しないか……一応」

「……そっか」

　たぶん、冥利のフォローに行ってくれたんだろう。

　冥利一人じゃ説明できないこともあるから。

「どうやら、しっかりと元の鞘さやに戻れたようだな」

　一人残った菊理先輩が感慨深げに呟つぶやくのを聞いて、ぼくはうなずく。

「……むしろ、前よりよくなるかもしれませんね」

　秘密という隙すき間まがなくなったことで、よりぴったりはまるようになる――なんていうのは甘い考えかもしれないけど。

「ふ、そういう意味では吸血鬼にも感謝だな。……まあナナやアニアの余裕ある対応あってこそだが」

「菊くく理り先輩だって全然動じてなかったじゃないですか」

「宗むな像かたは最初から知っていたからな」

「ああ、なるほ……」

　――――え？

　反射的に振り返ったぼくに、菊理先輩はなにも言わない。

　冗談とも、なにも。

　硬い表情のまま、じっと図書館の奥を見つめている。

　……まさか、本当に？

「う……嘘うそ、ですよね？　そんな、律儀にリアルダウトを続けなくても――」

　そう言いかけて、不意に思い至った。

　今日の第二図書委員会の流れ。ぎすぎすした雰囲気を和ませるため、リアルダウトゲームをしようと言いだしたのは誰だれだ？

　そのお題を『秘密』に決めたのは？

　なにより、この余裕のある態度は――

「冗談だ」

「……は？」

「ふ、まだまだだなまこちー！　そのようでは宗像マスターの道のりは遠いぞ！」

「あ、ああ……なんだ、びっくりした……」

　本当に冗談なんだ。それっぽい材料が見つかって、勝手にそう思い込むところだった。

「菊理先輩をマスターするなんて……ぼくには到底無理ですよ」

「む、あきらめないでほしい。宗像はまこちーになら乗りこなされたいと思っている」

「……突っ込み役は全部向こうに行っちゃってますよ？」

「…………そうだな。そろそろ宗像も交ざりにいくか」

　そう言って歩きだした菊理先輩は、ふとなにか思い出したように立ち止まる。

「まこちー」

「はい？」

「もし、さっきの話が本当だったら……まこちーはどうしていた？」

「さっきのって……菊理先輩が、吸血鬼のことを最初から知っていたらってことですか？」

　振り返らない菊理先輩に、ぼくは考える。

「うーん……なぜ菊理先輩がそのことを知っているのかっていうのと、どうしてぼくたちに秘密にしていたのかが気になりますね」

「……まこちーのその疑問に、宗像は答えられないと言ったらどうする？」

「なぜ答えられないのか訊きくと思います」

「その問いに答えたら、宗像はもうここにいられなくなるから……だから訊かないでほしい――そうお願いしたら？」

「訊ききませんね」

「…………なぜ？」

「なぜって」

　そんなの。

「宗むな像かた先輩と一緒にいたいからに決まってるじゃないですか」

「――――」

　黒の艶つや髪がみがふわりと舞って、菊くく理り先輩がこちらに向き直る。

「……いいのか？　めいめいが吸血鬼になった理由が、わかるかもしれないんだぞ？　それ以上に重要なことだって――」

「ん……もし本当にそんな情報があったなら、菊理先輩教えてくれるでしょう？」

　本当に冥めい利りのためになるのなら、世界を敵に回したってかまわない。

　ぼくが知っている菊理先輩は、冗談抜きでそういう人だ。

「だから逆にいえば、その話は知らなくても大丈夫。そして知ってしまうことで菊理先輩と一緒にいられなくなるのなら、ぼくは迷わず知らないことを選びますよ」

　菊理先輩は切れ長の瞳ひとみを大きく見開く。

「そう……か。そうだな……それなら――言ってしまってもよかったのかもしれない」

　小さく呟つぶやかれた言葉は最後がよく聞きとれなかった。

「……菊理先輩？」

「なんでもない」

　菊理先輩は後ろ手に組み、切なげに微笑ほほえんで。



「宗像がまこちーを好きな理由を確認しただけだ」



　そのまま踵きびすを返すと、冥利たちに合流しにいってしまった。

「…………なんだったんだろう」

　後に残されたぼくは、一人首をかしげる。

　というか、菊理先輩のあの適当な告白癖はなんとかならないんだろうか。

　なんでもないときは普通にスルーできるけど、ああいう笑顔とセットだと、冗談だとわかっていてもどきどきしてしまう。

　本当になにを考えているのかわからない。

「……まあでも、わからないままのほうがいいこともあるか」

　今日の教訓をまるっとくつがえしてしまうが、世の中にはきっと知らないほうがいいこともある。

　自ら判断して『これは知ったほうがいい』ということがあるように、自ら判断して『これは知らないほうがいい』と思ったのなら、それは正しいことであるはずだ。



    

  
    
      



    

  
    
      　大事なのは、知るにせよ知らないにせよ、自分自身で決めるということ。

　そこさえ間違えなければ、知る知らないの判断自体はゼロかイチかの違いでしかない。

　だから――

　今、七な月つきがすごい目でこっちをにらんでいる理由なんていうのは、知らなくてもいいことなわけで。

「はーすーみー……？　雨あま夜やとしていたえっちな吸血行為について、ちょーっと聞きたいことがあるから、こっちに来なさい……！」

「――急に腹痛が痛くなってきたので、謹んで遠慮致します」

「そんな言い訳があるかっ！　あ、こら逃げるなっ、愛え心こ、そっち回りこんで！」



　……世の中には知らないほうがいいこともある。



　そのことを、ぼくは身をもって知った。



    

  
    
      


第三話　たなぼたらっきーあてんしょん



「夏休みだからといって、だらだら適当にすごしてはいけないんです！」

　夏休み初日。

　朝っぱらから第二図書館に集まったぼくたちは、もはや格言でもなんでもない冥めい利りのセリフを聞いて。

「……だねえ」「……そうね」「……そのとおりなのです」「……」

　と、そろって適当な相づちを打った。

「適当極きわまりないですね!?」

「テーマが適当だからね」

「う……」

「夏休みで『知恵箱』にネタが入らないからでしょ」

「い、痛いところを」

「夏休みは……暑いから休み」

　ぼくと七な月つき、本から顔もあげない雪ゆき水みずさんにまで言われて、それでも冥利はめげない。

「確かに『ネタ紙』は素晴らしいです……ですが、おいしい話には裏があるというように、『ネタ紙』に頼った結果、こうして困ることだってあるんです。それでも『ネタ紙』頼みでいいんでしょうか？」

　熱の入った冥利が、すぐにばんと机を叩たたく。

「いいえ、よくありません！　他力本願はたまにするからいいんですっ」

「……たまに？」

　いつもの間違いじゃなくて？

「というわけで、今日はみんなで力を合わせてネタを出しましょう！」

「……」

「……」

「……」

「あの……それは他力本願ではないのですか」

「――！」

　アニアの毒舌が素晴らしいカウンターパンチを決めた。

　さすがの冥利もよろめき、がくりと机に手をつく。

　そのままうなだれて、

「……………………はあ、もういいです……いいですよもぅ」

　あ、諦あきらめた。

「どこかにおいしいネタは転がっていないでしょうか……」

「それも他力本願だけどね」

「……うー、マコトはいじわるです」

　冥めい利りは頬ほおをふくらませて椅い子すに座ると、机に顔をつけ、だらっと手を投げ出し、「あ、こうするとちょっと涼しいですね」とかなんとか呟つぶやいて動かなくなった。

　途端に静かになる第二図書館。

　七な月つきはバンドスコアを眺め、アニアは宿題らしきものにとりかかり、雪ゆき水みずさんに至っては窓際で本を読んだままぴくりとも動かない。

　ぼくはと言えば、学食から取ってきたフリーペーパーで自分を扇あおぎつつ、そんな彼女たちをぼんやりと眺めていた。

　ここ数日はいろいろ大変だったので、こういう時間が心地ここち良い。

　暑すぎるのが少しネックだけど、こうやってだらだら適当にすごすのも――なんて考えていたら。

　いきなり後ろから誰だれかに抱きつかれた。

　鼻をつくラベンダーの香り。

　ゆるくウェーブのかかった髪がぼくの頬をなで、背中にふにょっと当たる素晴らしい感触は――

「え、愛え心こ？」

「はぅ……だ、大胆なのです」

「な――なにをしているんですか！」

　七月たちの言葉に首だけ振り向けると、雪水さんの端整な顔が、ぼくの肩に乗っかっていた。

　涼しげな瞳ひとみはやけに艶つやっぽく見え、薄紅色の唇が切なげな吐息をもらす。

　白雪のような肌は、窓際で直射日光を浴び続けていたにもかかわらず、いつも以上に青く――青い？

「ってすごい汗！」

　よく見たら尋常じゃない量の汗をかいていて、顔が真まっ青さおだった。

　脱水症状起こしてるんじゃないのこれ！

「ちょ、ちょっと愛心、本当に大丈夫っ？」

「は、はぅぅ、ワ、ワタシ、ジュースを買ってくるのです……！」

「あ、アニア、飲み物はスポーツドリンクにしてください！　そっちのほうがいいって誰かが言っていました！」

　にわかに騒然とする第二図書館。

　保健室には先生がいない危険があったので、とりあえず日陰につれていって休ませる。

　幸いなことに雪水さんはそこまで深刻な状態ではなかったらしく、アニアが買ってきてくれた飲み物を口にすると、ほどなくして落ち着いた。

「これがほんとの……脱水少女」

「それを言うために身体を張ったんだとしたら笑えないね……」

「……冗談」

「いやわかってるけど」

「本当は……夏が少し苦手。氷ひよう結けつのエステルの名は……伊だ達てじゃない」

「……え？　それって夏に弱いとかいう意味もあるの？」

　だとしたらかなりカッコ悪いな……。

　イングリッドも知っているようだったから、ちょっと見直してたのに。

「夏は……暑すぎる。潤いが……必要」

　息も絶え絶えの雪ゆき水みずさんがそう呟つぶやき、

「確かに今日はことさら暑いですもんね……」

　冥めい利りが額ひたいの汗をぬぐった、そのとき。



「そんなめいめいたちに朗報だ!!」



　毎度お馴な染じみ菊くく理り先輩が、絶妙なタイミングで窓から現れた。



　　　☆



「――はい。では今日の第二図書委員会の活動はこれで終了とします。お疲れさまでした」

「おお、宗むな像かたが来たと同時に終わった!?」

「そういうわけですから、帰ってくださいククリ先輩。今すぐゴー、カムバックです」

「それだと『行って、戻ってこい』になるぞ」

「う……と、とにかく、今日は絶対に話を聞きませんよ！　どこかにネタが転がっていてほしいとは言いましたが、ククリ先輩のは別です！　別の意味で別腹ですっ」

「いいのか？　今日のネタはなかなかおいしい話だぞ？」

「そのおいしい話には絶対に裏があるじゃないですか！」

「ふむ、そこまで言うのなら仕方ない。夏の暑さを吹き飛ばす最高の納涼計画を持ってきたんだが、これはまた別のところに――」

「待って、宗像菊理」

　珍しいことに、雪水さんが菊理先輩を呼び止めた。

「ん？　どうしたユッキー、そんなへろへろで」

　ふらふらと立ち上がった雪水さんは、おぼつかない足取りで菊理先輩の元まで歩くと、その肩を力強く掴つかんだ。

「詳しく……詳しく話を聞かせてほしい」

　……雪水さんの必死というものを初めて見た気がする。

「ふむ、ユッキーは宗像の案に乗り気なようだが……めいめいはそれでも気が変わらないか？」

「変わりません。断固たる決意です」

「そうか。では、めいめい以外のみんなに話そう……プール使い放題計画の概要を」

「プール使い放題？　学園の？」

「……そんなことができるのですか？」

「夢のよう……！」

「ふ、みんな興味が出てきたようだな」

　ちらっと冥めい利りを見る菊くく理り先輩。

　冥利は慌てて顔をそむける。

「……ふ、ふん！　どうせとんでもない裏があるに決まっています」

「ちなみに一日貸し切りだ」

「え、水泳部とかは？　この時期は部活同士でのプール争奪戦が激しいって聞くけど」

「宗むな像かたを誰だれだと思っている。生徒会長だぞ」

「公権力を使ったんですか」

「人聞きが悪いなまこちー。それに貸し切りには条件がある」

「……そ、その条件というのは？」

　がっちり冥利が食いついていた。

「んんー？　めいめいは興味がなかったんじゃないのか？」

「う……」

　悩むこと数秒。

「し、仕方ありません……認めましょう。ククリ先輩の話が気になります！」

　陥落した。あっさりだった。

「うんうん、人間素直が一番だな」

　菊理先輩は満足げにうなずいて言う。

「というわけで、その条件については明日現場で話そう」

「菊理先輩が素直じゃないですよ!?」

「まあまあ、お楽しみはぎりぎりまでとっておくものだろう？　めいめいだって好物は最後に食べるじゃないか」

「む……それはそうですけど」

「では、明日の朝十時に第三プールに集合だ。水着を忘れずにな」

　菊理先輩の言葉を合図に、その日の第二図書委員会は解散となった。



　　　★



　翌朝。

　予定より少し早く第三プールに到着したぼくを迎えたのは、思わぬ人物だった。

「遅かったな」

　真夏の太陽の下、透き通る銀髪をポニーテールにし、すでに水着に着替えてやる気満々の彼女は――吸血鬼イングリッド・ゲージエンド・エーヴィヒカイト。

「……いや、なんで？」

　ぼくの問いかけに、イングリッドはふっとミステリアスに微笑ほほえみ、

「泳ぐのは大好きじゃ！」

　明るく答えた。親指も突きあげた。

「正直プールは人間の叡えい智ちの極きわみじゃと思う！」

　快晴の空がよく似合う、いい笑顔だった。

「……さいですか」

「なんじゃなんじゃ、テンションが低いの。せっかくのプールだというのに」

「むしろそっちのテンションが高すぎてびっくりだよ……」

「む？　元より我はこんな性格じゃが」

「……そうだっけ？」

「そうじゃ。せっかく現世に肉を受けられたわけじゃしな。楽しまなければ損じゃろ？」

「ああ……確かに猫の前ではこんな感じだったかも」

「う……っ、こ、ここでその話をするか。じゃから、あれは貴様とのコミュニケーションを円滑にするための演技だと――」

「そういえばあの猫、生徒会にいるんだよね。プールに連れてきたら菊くく理り先輩喜ぶかな」

「………………ごめんなさい。やめてください。お願いします」

　泣きそうな顔ですがりついてくる水着姿の吸血鬼。

　とことんシュール。

「というか今さらだけど、吸血鬼は流れる水とかダメなんじゃないの？」

「は、我を誰だれだと思っておる。黄昏たそがれと夜の支配者、『紅くれない夜よるの王』じゃぞ？　太陽の光と流水など、克服を通りこして今や大好物じゃ」

「……………………へぇ、すごいね」

　黄昏と夜まったく関係なくなってる。

「ふふん、恐れ入ったか？　かしこまったか。ならばひざまずき、我の足でも舐なめて――ちょ、ちょっと待て！　あ、足を離せ！　なんで貴様いっさいの躊ちゆう躇ちよなく人の足舐めようとしてるんじゃっ？」

「え、だって舐めろって言ったから」

「もののはずみじゃろ!?　軽いジョークじゃろ!?　本当にやるバカがどこにいる！　プライドとかないのか貴様っ？」

「プライドと女の子の足なら、迷わず女の子の足を取る……それがこのぼく、蓮はす見みマコトだ！」

「かっこよく決めようとするなっ！　とんでもないわっ!!」

「女の子の足を舐めるためなら、場合によっては命を賭かけることも厭いとわないね」

「変態じゃー!!　千年生きても見当たらなかったミレニアム級の変態がここにおるっ!!」

　なんとミレニアム級変態の称号を手に入れた。誇らしさで胸がいっぱいになる。

「まあ冗談だけどね。吸血鬼の足はどんな味がするのかなって、ほんの少し思っただけで」

「え、どこまでが冗談!?」

「ご想像にお任せします」

「怖いからちゃんと言ってほしいんじゃけどっ！」

　そう言って、自分の身体を抱きしめるようにするイングリッド。

　うーん、つくづくいじりがいがあるなあ。

「まったく貴様は……吸血鬼をなんだと思ってるんじゃ」

「太陽とプールが大好きで、吸血鬼とか言われても」

「ふん、泳ぐのが好きになったのは十回ほど前の転生のときじゃし、それほど昔から好きだったわけではないわ」

「十回ほど前の転生はそれほど昔じゃないんだ……」

「まあの。ちょうどはじめてこの国に来たときじゃったかな？　このしゃべり方もそのときに覚えたものじゃし」

「へぇ……ちなみに十回ほど前って、具体的に何年くらい昔の話？」

「二百年くらいかの」

「二百年で十回なら……だいたい二十年生きて一回の転生をしてるってことか」

「いいや」

　イングリッドは首を横に振って、平然と言う。

「言ったじゃろ？　器にとどまっている時間は最大でもひと月。それが転生の度に我がこの世界に生きられる時間じゃ」

「――え？」

　いや、確かに冥めい利りのなかにはそれくらいしかいるつもりはないと言っていた。

「でも……じゃあ、あとの時間は？」

「転生先を探して虚うつろを漂っておる。自我のない魂だけの状態でぷかぷかとな。自我のある時間だけで考えれば千年生きたと言っても……えーと、五十ヶ月で、約四年か。元の年齢を足しても……うむ、まだまだ全然若いの」

「――――」

　楽しそうに笑うイングリッドを見て、ぼくは気が遠くなりそうになる。

　転生のために二十年もの準備をして、この世界に存在できるのはたったのひと月？

　その上、ひと月たてば、また二十年は自我のない状態で漂う。

　そんなことを、永遠に繰り返し続ける――？

「な……なんで……」

「ん？　転生先が見つからない理由か？　仕方あるまい。器の適性には血のみならず、月齢まで関係してくるからの。それはもう大変な――」

「そうじゃなくて」

　そうじゃなくて。

「なんのために……そこまでして、生き続けるの？」

「…………またその話か」

　イングリッドは小さくため息をつき、無感情に言う。

「死なないから生き続けているだけ。生きることに理由や目的などない。これも言ったはずじゃが」

　雪ゆき水みずさんに転生の目的を訊きかれて『暇つぶし』だと答えた彼女。

　その言葉の重みが、ようやくわかった。

　彼女にとっての暇つぶしは文字通りに生きがいなのだ。

　しんみりする空気を振り払うように、イングリッドが明るく微笑ほほえむ。

「ま、なんにせよ虚うつろを漂っているあいだは死ぬほど暇じゃからな。こうして現世に存在しているときは、めいっぱい楽しまなければ損じゃ！」

　にっと、長すぎる八重歯を見せる彼女に、ぼくは肩の力を抜く。

　だったら。

　だったら少しでも短い時間を楽しんでほしい。

「……そうだね。それじゃさっそくさっきの続きをしようか」

「うん？　さっきの続き？」

「ほら、ぼくがイングリッドの足を舐なめるっていう」

「ああ、そうじゃったな。ほれ――ってやるかっ!!」

「残念」

「貴様……冥めい利りに対してもずっとそんな態度をとっておったのか……？」

「とってたね。それはもう全力でとってたね。とってたね」

「さ……三回も言うくらいか……どん引きじゃな」

　ならば我も耐えねばならんのか……と呟つぶやいて、考え込んでしまうイングリッド。

　その姿は冥利によく似ていて。

「そういえば冥利を転生先に選んだのは偶然だって言ってたけど、転生の時は毎回そんな感じなの？」

「偶然といえば偶然じゃし、違うといえば違うな」

「なにそれ」

「転生には月齢――月の満ち欠けと器となる人間の適性が大きく関かかわる。それゆえ、転生先は偶然に任せることになるのじゃが……この国にきてからは、それなりに絞れておる。……そういう契約を交わしたからな」

　……契約？

「でも冥利だったのは偶然って」

「一定の候補の中から選ばれた一人は、純粋に偶然じゃ。より具体的に言えば、紫むらさき十じゆう字じの血族の中で――」

　そこまで言いかけて、唐突に口を閉ざす。

「……まあそんな話はよい。それより我のこの格好に一言くらいないのか？」

「え……すごく気になるんだけど」

「そうじゃろうそうじゃろう。悩殺されたか」

「いやそっちではなく」

　と言いつつ、イングリッドの水着姿をあらためて確認してしまう思春期男子の悲しい性さが。

　まず全体のバランスが素晴らしい。

　長い銀髪を後ろでひとくくりにしているせいで、普段より小さく見える顔。

　少し大きめのシャツを着て、腰の辺りで余った部分を結んでいるため、腰から足先までのラインが強調されて、惜しげもなく晒さらされた太ももがより魅力的に見える。

　そしてなにより、豊満な胸。

　冥めい利りでは絶対に実現不可能なその膨らみは――

「ってちょっと待った」

　ふと、ぼくは気がつく。

　窮屈そうに押し上げられたシャツ。

　その頂いただきがやけに目立って膨らんでいることに。

　それは、つまり、ようするに。



　――つけてない。



「……イングリッド」

「ん？　――うお、なんじゃその血走った目は！　そんなに見ても足は舐なめさせんぞっ」

「うん……いや、つかぬことを聞くけど……冥利と入れ替わったのっていつ？」

「朝起きてからじゃが。今日は月の位置がよくての、数時間はこのまま――」

「そういうのはいいから。……じゃあ、水着に着替えたのも？」

「我じゃ。……あ、もしかしてトップスのことか？　これだけはどうしてもキツくてな。仕方なくシャツを羽織って――」

「……着替えてきてください」

「え？　でも、シャツを着ていれば」

「いいから」

「えー……だってもうすぐ十時になってしまうし……」

「足舐めるよ」

「――着替えてきます」

　素直って大事。



　　　☆☆



　イングリッドが着替え終えてくると、すでに全員が集合していた。

「はぅ……あ、あの……メイリは？」

「プールの日は我が担当することに決まっておってな」

「それちゃんと雨あま夜やに了解取ったんでしょうね？」

「うむ。心の中で」

「……雨夜はなんて答えたの？」

「喜んで！　と、言っていた気がする」

「…………本当に？」

「たぶんな」

　……あとでちゃんと確認をとっておこう。

「ふむ。まあそういうことなら仕方ない。……どうせまた途中で見られるだろうしな」

「え？」

「なんでもないぞ、まこちー。では、行こうか！」

「おー！　なのじゃっ」

　菊くく理り先輩のかけ声に、ノリのいいイングリッドが応こたえ、珍しいことに雪ゆき水みずさんまで右手をつきあげる。

　そうして、プールサイドにかけあがったぼくたちを待ち受けていたのは――



　からっぽのプールだった。



「は……？　水……張ってないじゃない」

　それだけならまだしも。

「なんだか……汚れているのです……？」

　アニアの言うとおり、プールのそこかしこが黒っぽく汚れている。

　まるで、今年はまだ一度も使われていないかのような――

「そのとおり！」

　遅れて現れた菊理先輩は、先に更衣室に行っていたらしく、水着に着替え終えていた。

　上下黒のビキニで、普段の変態言動とは裏腹に、思ったより露出は少なめ。

　とはいえもちろん菊理先輩なので、出るとこは出ているわ締まるところは締まっているわで男子のぼくとしては大変眼福……じゃなくて目のやり場に困る。

　邪魔になるからか、普段カチューシャで留とめている長い黒髪を、サイドで二つに結っているのが地味にときめく。

　大人おとなな菊理先輩に少し子供っぽいツインテール……素晴らしいギャップです。

「菊理先輩」

「なんだまこちー」

「素敵ですね、水着姿」

「……う……ん……？　――あ、ありがとう……」

　あれ？　てっきりいつものノリで「はっはっは、迸ほとばしらせてしまったかな」とか返してくるかと思ったのに、スタート台に片足をかけ、決めポーズを取っていた菊くく理り先輩は、頬ほおを赤くして顔を伏せて……普通に照れているみたいで。

　なんというか、口にしたぼくのほうが恥ずかしくなってくる。

「……こ、こほん……ま、まあそれはともかく、実は第三プールはつい最近修繕工事が終わったばかりでな。まだ去年の汚れが残っている。その汚れを取ることこそが、プールを独占使用するための条件というわけだ」

　再度びしっと決めた菊理先輩に。

「あの……それは、ようするに」

「プール掃除しろってこと……？」

　アニアと七な月つきの呟つぶやきに、イングリッドと雪ゆき水みずさんががっくりと肩を落とす。

「だ……だまされたのじゃ……」

「……詐欺」

　七月やアニアが『まあ菊理先輩だしそういうこともあるかな』程度のリアクションだったのに対し、吸血鬼＆吸血鬼ハンターのヘコみ具合がはんぱない。

「……この夏を生き抜く希望を失った」

　雪水さんはその場に座り込んでしまい、

「もういい……冥めい利りと代わる」

　イングリッドに至っては絶望したように目を閉じて、本当に冥利と代わってしまった。

「――――ふわ……、……にゃ？　……あ、あれ？」

「おはよう冥利」

　起き抜けらしく、目をこすりこすりする冥利に状況を説明すると。

「な――に、二重にだまされました……！」

　どうやら冥利は、イングリッドからなんの説明も受けていなかったらしい。

　しかしそれよりも。

「ククリ先輩……？　やっぱり裏があったんじゃないですか！」

　そう言って菊理先輩のほうに向き直ると。

「ひゅわっ!?」

　ホースで水をかけられた。

「ははははっ、めいめいはイングリッドに感謝したほうがいいぞ。すでに着替えさせてくれていたのだからな！」

「にゃ、にゃああっ、つ、つめた――冷たいですってば!!」

　言いながら、冥利もまた菊理先輩とは反対側の水道まで走っていくと、ホースを手にし、容赦なく蛇口を全開にする。

「む……ひゃっ――やったなめいめいっ」

「わたしだって、いつもやられてばかりじゃないですよ！」

「ふん……やるか？」

「望むところです！」

　そんなことを言い合いながら、びゅーびゅー水を掛け合う二人。

「……なんか、楽しそうね」

「涼しそうなのです……」

「――私も、交ざりたい」

　勢いよく雪ゆき水みずさんが立ち上がったのを皮切りに、全員で更衣室へと歩いていった。



　　　★★



「あ、マコト。手伝ってください」

　着替えから戻ってくると、プールの底に立つ冥めい利りが、ブラシ片手に手招きしてきた。

　水遊びはすでに終了してしまったらしい。

「あれ……菊くく理り先輩は？」

「洗剤を取りにいくとかで、用具室のほうに行っちゃいましたよ」

「ふーん……で、冥利はなにしてるの？」

「もちろん、掃除です」

「……ああ、ちゃんとやるんだ。だまされたのに」

「不本意ですが菊理先輩にだまされるのはもう慣れました……」

　はあとため息をついて、すぐに顔をあげる。

「それに、だまされたと言っても、この状況を楽しめばいいだけのことですし」

「……この状況を楽しむ？」

「はい。おいしい話にはやっぱり裏がありましたけど……そのこと自体を楽しんでしまえば裏にならないじゃないですか」

「なるほど……」

　うまい話には裏がある。

　そうとわかっていてだまされてしまったとき、だまされた状況そのものを楽しめば、裏にはならない。

「……前向きだね」

「前向きですよ」

　明るく答える冥利は、長い睫まつ毛げを伏せて穏やかに笑う。

「イングリッドさんは悪い人……吸血鬼じゃなかったみたいですし、吸血鬼の秘密も……みんなに話したら、ちゃんと受け入れてもらえましたから」

「――」

「今のわたしはなんだって前向きに考えられます」

　ぐっと両手を握りしめ、満面の笑みを浮かべる冥めい利りに、ぼくは心の底から思う。

　イングリッドが悪い吸血鬼じゃなくて……そして、みんなが冥利を受け入れてくれて。

　本当によかった――。

「というわけで、この状況での楽しいことをばんばん見つけますよ！　マコトも協力してください」

「うん……わかった」

　……というのはいいとして。

「で、冥利はなにしてるの？」

「……？　だから、掃除ですってば」

　なにを言ってるんだと言いたげな冥利に、ぼくのほうがなにを言ってるんだと言いたい。

「……冥利、知ってる？　ブラシって、床にこすりつけて汚れをとるものなんだよ？　床のゴミを掃いて一ヶ所に集める道具は、ホウキって言うんだよ？」

「はあ知ってますけど」

「…………そっか」

　ならばもうなにも言うまい。

　どう見てもブラシで床を掃いているようにしか見えないけど、それで全力だと言うのなら仕方ない。

　お嬢様育ちなせいか、はたまた運動神経が皆無なせいか、冥利は昔から掃除がドヘタだ。

　苦手じゃなくて下へ手た。

　ブラシをホウキとして使用したり、床ゆか拭ふきぞうきんで食器を拭いたり、酸性とアルカリ性の洗剤を混ぜ合わせてくれたりする、驚異的で脅威的なレベルの。

　本人は真面目まじめにやっているらしいので、責められないというのがまたつらい。

「まあ、大事だよね……」

　前向きなのって。

「――なにが大事なのよ？」

　プールサイドからの声に顔をあげると、七な月つきたちが戻ってきていた。

「おお……」

　色とりどり、よりどりみどりの水着姿に視界が一気に華やかになる。

　まずは赤のボーダービキニに黄色い半はん袖そでパーカーを合わせている七月。

　元々スタイルがいいのは知っていたが、どうやら着やせするタイプでもあったらしい。

　肌色率が増したことで、腰のくびれと胸の破壊力が一気に当社比三倍。

　バンドをしているせいなのか、二の腕なんかもすごく引き締まっていて、かわいいというよりはきれいな印象が強い。

　これは確かに……菊くく理り先輩に匹敵する。

「な、なによ……」

　七な月つきは身をよじらせて、手で身体を隠そうとする。

「……なんか、も、文句でもあるの」

「ん、なにも」

「……ほ……本当に？　なにもないの？　その……み、水着についてとか」

「……？　うん、ないよ？」

　おかしいところは別に。

「むしろすごく似合ってると思うけど」

「――――あ、あっそっ」

　顔をそらして腕を組む。

「……………………よかった」

　そのままなにか呟つぶやいていたのは、よく聞こえなかった。

　そんな七月の隣の雪ゆき水みずさんは、ローライズのヒモビキニという意外にも露出の高い水着をチョイスしていた。

　七月とは対照的に、雪水さんのイメージは普段とあまり変わらない。

　肌の白さが尋常じゃない上、細身ですらっとした身体をしているので、きれいを通りこして美しく見えるのだけど……それだけにばっちり装着した浮き輪の残念さが際立つ。

　なんで、浮き輪？

「えーと、雪……エステル」

「なに」

「その浮き輪は？」

「防御力を上げるのに一役買う」

「…………」

「ついでに、溺おぼれたときの救命用具にもなる」

　……どこから突っ込めばいいのかわからなくなったので放置します。

　最後、雪水さんの浮き輪に興味津々なアニアは……

　アニアは。

「スクール水着……だね」

「――え？　あ、は、はい……あの……え、えと、えと」

　足のつま先をこすりあわせて、もじもじともの問いたげにこちらを見るアニアに、ぼくは心からの笑顔を浮かべてうなずく。

「うん、アニアにぴったりの水着だと思うよ」

「――！　……あ、ありがとうございます……！」

　とろけるような微笑ほほえみを浮かべるアニアに、ぼくもとろけそうになってくる……が。

「でも――なんで旧式？」

　しかもばっちり名札（ひらがな）つきの。

「え、えと、日本の水泳の授業ではこれを着るようにって……パパに言われたのですけど」

「…………そっか」

　アニアのパパがどこのなにで日本のことを学んだのか、激しく聞きたくなった。

　どこのなにで学んだにせよ、グッジョブですが。

「むー……っ、マコト！　じろじろと眺め回すのは失礼ですよ！」

「あ、ごめん……その、冥めい利りもきれいだよ？」

「取って付けたように言いましたね!?」

「いや、ほら、イングリッドのときにだいたいの感想は言っちゃったし」

　あらためて言うのは照れるし。

「うー……っ、別にわたしのことを褒めてほしいわけじゃないです！」

　ふん、と身体ごとそむけて、掃除に戻る冥利。

　ブラシを床に叩たたきつけているように見えるのは気のせいであってほしい。

　そのまま七な月つきたちもプールにおりてきて、掃除にとりかかる。

　ブラシ片手に、各それ々ぞれが汚れに立ち向かおうとしたところで、菊くく理り先輩が現れた。

「すまんすまん、待たせたな」

「遅いですよ……」

「む？　なんでめいめいはいらいらしてるんだ？」

「してません！」

「ふーむ、察するにまこちーがなにかやったんだな」

　にやりとぼくに笑いかけてくる菊理先輩。

　旗色が悪くなる前に、話をそらす。

「で、洗剤は見つかったんですか？」

「そのことなんだが……残念ながらプール専用のものはなかった」

「え……ブラシだけでこの汚れを全部落とすの……？」

「まあまて、絶望するのはまだ早い。洗剤の代わりを探していてここまで遅くなったんだ。というわけで――じゃーん！」

　微妙な効果音とともに、ククリ先輩が両手に一つずつ、なにかを掲げる。

　片方は見慣れた手洗い用石せつ鹸けん、そしてもう片方は――ボトル状のなにか。

　ボトルの表面にはラベルが張ってあり、そこに書かれているのは、ロー……ローション？

「ぶっ!!　な、なんてもの学校に持ってきてるのよっ!?」

　いち早くその正体に気づいた七月が激しく突っ込む。

「ふ……さすがだなナナ。もうこれの正体に気づいたか」

「気づくわっ！　思いっきりローションって書いてあるじゃないのっ!!　バカなの？　ねぇ、バカなの!?」

「心外だな。今日のために買ったというのに」

「洗剤はどうしたのよ!?」

「忘れた」

「…………っ!!」

「いやだって、普通にあると思ってたからな。まさか工事の人に片付けられてしまっていたとは……迂う闊かつ迂闊」

「そんなもの買ってきたことのほうがよっぽど迂闊よっ！」

「正直に言おう。宗むな像かたもこれを買うときは……さすがにちょっと恥ずかしかった」

　頬ほおを赤らめる菊くく理り先輩は、七な月つきを見てしみじみと言う。

「ナナはいつもこんな気持ちでアレなゲームを買っていたのかと思うと……畏い敬けいの念すら沸き上がったな」

「な――ロ、ローションは買ったことないわよ！　…………い、一回くらいしか」

「え……？」

「……え？」

「七月……買ったことあるの？」

　なんのために？

　ぼくが尋ねると、七月は火を噴きそうな勢いで顔を真まっ赤かにして、早口にまくしたてる。

「ち、ちちが、あ、ああ、あたしもちょっと、きょ、興味があああってあって――」

「つ……使ったのか？」

「使ってないっ!!　ゲ、ゲームの中でローションが出てきて、それでちょっとどんなものかと思って買って触って、へぇこんなものかって思っただけっ!!」

　必死に叫ぶ七月は、もうほとんど涙目で、「いや使ってるよねそれ」とはとても言えなかった。

　それにしても……さすがは七月。

　七月の妄想実行力の前では、ぼくのミレニアム級変態の称号なんて遠く霞かすむ。

「あの、そもそもローションって化粧水ですよね？　なんでそれを買うことに問題が……」

「よし、というわけで、宗像は洗剤の代わりにローションをまこうと思う！」

「あ、あれ？　無視されましたよっ？」

「めいめい、世の中には知らなくてもいいことがあるんだぞ？」

「それこの前のテーマ――」

「まこちー、手伝ってくれ」

　あくまでも冥めい利りをスルーして、菊理先輩はボトルの蓋ふたを開ける。

「喜んで……と言いたいところですが、さすがにローションじゃ汚れはとれないですよね」

「お。まこちーが珍しく真面目まじめだ」

「いえ、ぼくはいつだって真面目です」

「真面目に変態なのか」

「はい。変態は一日にしてならずです」

「気が合うな」

「気は変わりませんよ？」

「……先んじられたか」

　イタズラっぽく舌を出す菊くく理り先輩は、身を乗り出して小声で囁ささやいてくる。

「本当はナナがヘコんでいるからだろう？」

「…………まあ、冥めい利りも怒りだしそうですしね」

「そうか。それなら仕方ないな」

　菊理先輩はツインテールにした黒髪をひるがえしてプールにおりてくると、ローションをプールサイドに置いて、

「真面目まじめに掃除をしよう」

　石せつ鹸けん片手に楽しそうに笑った。



　　　☆☆☆



　というわけで、おとなしく掃除を始めたぼくたちだけど――

　さっそく問題が起きた。

「……？　ちょっと、蓮はす見み」

「…………え？　な、なに？」

「なにじゃないわよ。さっきから全然動いてないじゃない。ちゃんとやりなさいよ」

「……」

　七な月つきに詰め寄られて、思わずぼくは目を逸そらしてしまう。

　ちゃんとやりなさいって……無理です。

　だって……七月が、菊理先輩が、雪ゆき水みずさんが、ブラシで力一いつ杯ぱいこするたびに。

　ものすごく揺れるんです。

　……胸が。

　健全な男子高校生としては、気が散って掃除どころじゃ――

「マ・コ・ト」

　いつの間にか近くにいた冥利が、なぜか薄ら寒い笑顔を浮かべてにじり寄ってくる。

「さっきから、どこを、見てるんですか？」

「え……な、なんのこと？」

　しらばっくれるぼくに、冥利は穏やかに笑って言う。

「シチガツさんもククリ先輩もエルも、立派ですもんね」

「……いやいや、冥利とアニアの胸にもちゃんと需要は」

「やっぱり胸を見てたんじゃないですか!!」

「し、しまった！」

　誘導尋問に引っかかった！

「な――む、胸って……っ」

　七な月つきが顔を真まっ赤かにして胸を隠し、

「なんだなんだ楽しそうな単語が聞こえてきたぞ！」

　菊くく理り先輩が嬉き々きとしてこちらに近づいてきた。

「むーっ、大きいシチガツさんやククリ先輩には関係ありません！」

「なにを言うめいめい！　おっぱいの大きさに貴き賎せんはない！」

　そう言って、後ろから冥めい利りの胸を触る菊理先輩。

「ひ、ひぁああっ!!　な、なにして……ぁっ」

「うーむ、やはり小さいほうが感度が……」

「は……ぁっ、く……ぅんっ、はなし――はなしてくださいっ」

　菊理先輩から逃れた拍子に、冥利のブラシの柄がプールサイドに置かれていたボトルに引っかかった。

　宙に浮くボトルは蓋ふたがされていなかったらしく、盛大に中身をプールにぶちまけて――

「きゃっ」

　思いきり七月にかかってしまった。

「な、なによこれ……ベトベトして――きゃぅんっ」

　ぬるぬるの液体に足を滑らせて転ぶ七月。

　七月はてらてらとローションで光るお尻しりをこちらに向けており、髪から垂れた粘液が顔や髪にかかっていて――ものすごくえろい。



    

  
    
      



    

  
    
      「お、おお……っ、ナナ、一〇〇点！」

「は、はぁ？　……っていうかこれ、滑って……立てない……っ」

「はぅ、ナツキ……大丈夫なのです……？」

「手を貸す……」

「アニア、愛え心こ？　ダ、ダメ、近づいちゃ――」

　七な月つきの注意もむなしく、

「ひゃぅっ」「……っ！」

　ローション地帯に足を踏み入れた瞬間、二人そろって尻しり餅もちをついた。

「……不覚」

　お尻をさする雪ゆき水みずさんが、恥ずかしそうに呟つぶやいたのはともかく。

「は、はぅぅ……ぬ、ぬるぬるするのです……」

　アニアの水着が、若干透けているように見えるのは気のせいだろうか……。

「と、とりあえず水で流しましょう！」

　そう言ってプールサイドにかけよろうとした冥めい利りを、菊くく理り先輩が止める。

「待てめいめい。宗むな像かたはこのまま掃除を続行したほうがいいと思う」

「……は？　そ、そんなの無理に決まって……」

「めいめい、無理というから無理なんだ！」

「う、確かにそうかも――ってだまされませんよっ？　なに言ってるんですか！」

「どうしても無理か？」

「無理です！」

「そうか……ならば宗像がその無理を押し通そう！」

　言うが早いか、菊理先輩はその場に屈かがみ込むと、床のローションをすくって冥利にかけはじめた。

「ひゃぅっ、や、やめてくだ――ひゃんっ！」

　足を取られた冥利が転び、

「はっはっは、これでプールサイドにあがれま……いっ!?」

　冥利に足を引っぱられ、菊理先輩まで盛大な尻しり餅もちをつく。

「…………」

「死なば、もろともです……！」

「……く、やるなめいめい……だが、本当の勝負はここからだっ」

　つるつるぬるぬると、お互いに立ち上がるのを邪魔する二人を見て、七月が慌てたように言う。

「ちょ、ちょっと今はそんなことやってる場合じゃ……って愛心!?　あんたまで参加してどうするのよ！」

「さっきの失態を……取り返すチャンス」

「や、やめなさいってば、蓮はす見みも見てるのに――きゃっ」

「は、はぅぅっ!?」「う……」「お――」「ひゃぅっ!?」

　雪ゆき水みずさんを止めようとした七な月つきが、アニアと雪水さんを巻き込み、菊くく理り先輩と冥めい利りのキャットファイトに顔から突っ込む。

　飛び散るローション。もみくちゃになる女子ズ。

「な、なな、なにをするんですかシチガツさんっ！　わ、わたしの胸なんて触ったって楽しくないですっ」

「わ、わざとじゃないわよっ……あとシチガツいうな！」

「むぅ、近くで見れば見るほどユッキーの胸は美しいな……なにを食べたらこんなことに」

「宗むな像かた菊理……そう言いながら私の太ももを撫なでているのはなぜ？」

「はぅぅ……べとべとしたのが顔や口にかかって……気持ち悪いのです」

　誰だれかが動くたびに誰かが滑り、大きな胸も小さな胸も押しあいへしあい、ひしめきあう。

　その光景は――まさに桃源郷。

「なんというたなぼた……」

　思わずぼくがそう呟つぶやくと、いっせいにみんながこちらを向いた。

「……そういえば、なんでマコトだけは綺き麗れいなままなんですか？」

「めいめい、いいところに気がついた」

「そのくせ、あたしたちのことは一方的に見ているわよね……！」

「蓮見マコト……ずるい」

「は、はぅぅ……？」

　アニアをのぞく全員の目がぎらりと光る。

　……まずい。

「え……えーと、じゃあ、そろそろ水を」

　そう言って踵きびすを返そうとしたぼくの足を――冥利が掴つかむ。

「どこに行く気ですか」

「す……水道に」

「一人で？」

「め、冥利……？　落ち着いて？　全員がローションまみれになっちゃったら、誰もプールサイドにあがれなくなって――」

「その心配は無用だまこちー。このローションはすぐ渇く」

　なんですって。

「と、いうことは」

「蓮見マコトを――巻き込んでもいいということ」

　七月と雪水さんの言葉をきっかけに、冥利たちがいっせいにぼくの足に抱きついてきた。

「ちょ――ま、待った待った！　その反応は絶対おかしいから！」

「問答無用、です！」

「はっはっは、無駄な抵抗だなまこちー！」

「ほらほら、倒れなさいよ！」

「くすぐる……全身をくすぐる」

「……ワ、ワタシもマコトをさわりたいのです……！」

　みんなテンションがおかしい！

　このままプールに横たわったら、なにをされるかわからない。

　ぼくはプールサイドにしがみついて必死の抵抗をする。

　――が、五人を相手に力勝負でかなうわけもなく。

　ほどなくして引きずり倒された。

「ふふふふ、ついに倒れてしまいましたね……っ」

「覚悟はいいかな、まこちー……！」

「ぬ、ぬるぬるに……してあげるわ……っ！」

「塗り込む……全身くまなく丁寧に塗り込む……」

「はぅ……マ、マコトの身体が……さ、さわ、さわりほうだい……！」

　ナチュラルハイな彼女たちは、どう見ても目の色が正常じゃなくて。

「ちょ――」

　抗議の声を上げる間もなく、もみくちゃにされる。

「あ、あは……マ、マコト？　こ、こんなことされてますよ……？」

「ふ、ふふふ……しゃ、しゃべれないほど気持ちいいのか……？」

「ほら、ほら……っ、こ、こんなことまでされて……は、恥ずかしいでしょ……っ」

「黙っていても……身体は正直……」

「な、なんだかワタシも……身体が熱くなってきたのです……」

　ぷるぷるした胸やぬるぬるしたお腹なかを押しつけられ、押し当てられ。

「にゃっ――そ、そこは……っ」

「う……は、ぁんっ……ま、まこちー……」

「ぁっ、やっ、どこ触って……ん……んんっ」

「んっ……、ぁ……っ、え…………えっち」

「はぅ……みゅぅ……ぅん、んぁっ、はぁぁうっ」

　天国と地獄のピストン運動。

　もはや触っているのか触られているのかもわからなくなり、意識まで朦もう朧ろうとしてきて――

「きゅ、きゅぅぅ……」

　いきなりアニアが目を回した。

「――え？　ア、アニア？」

　やけに重い身体を起こすと、周りのみんなもそろってその場に倒れていた。

「な、なんで急に……」

　と言いかけて、気がつく。

　快晴の空に照る、真夏の太陽の存在に。

「し、しまった……これは――」

　菊くく理り先輩のうめき声に、雪ゆき水みずさんが確信の表情でうなずく。

「……脱水、症状」

　ばたり。

「……み――水ー!!」





　――その後。

　唯一症状の軽かったぼくが、ローションの本当の恐怖を味わいながら、文字どおり決死の思いで水道まで辿たどり着き、無事彼女たち全員を救うことに成功した。

　それで終わりかと言えばそういうわけにもいかず――

　そのままにしておいたら、ローションを使い、全員で脱水症状になりかけたなんて事実がバレる可能性があったので、プール掃除もちゃんと終わらせた。

　……ぼく一人で。

　ちなみに、そのあいだ冥めい利りたちはクーラーの効いた部屋で安静にしつつ、冷たいジュースをたらふく飲んでいたらしい。

　……なにそれ。





　というわけで今日の教訓。

　棚から落ちてきたぼた餅もちはもれなく毒入りだ。



　おいしい話には、やっぱり気をつけよう……。



    

  
    
      


第四話　巻き込み注意の青春です。



「過去が美しいのは今が美しいからなんです！」

　八月に入ったある日。

　サウナのような第二図書館で、冥めい利りが興奮した様子で続ける。

「というわけで今日のテーマはすごいですよ。なにせ――イングリッドさんからの提案ですからね！」

「はあ!?」

　七な月つきが読んでいた音楽雑誌から顔をあげ、ぼんやりと机に肘ひじをついていたぼく、宿題を広げていたアニア、『蓮はす見みマコト観察ノート』を見返していた雪ゆき水みずさんまで冥利を見る。

「ど、どうやって会話したのよ……っ？」

　七月がそう尋ねると。

「こうやってじゃ」

　黒板の前に、いきなり小柄な少女が現れた。

　冥利より少し低いくらいの背丈に、床に着くほどの長い銀髪。

　血のように紅あかい瞳ひとみを細め、涼しげな表情を浮かべる彼女は――



　全裸だった。



「ふ――服ーっ!!」

　七月が立ち上がって絶叫する。

「え……あ！　な、なんでもう出てきちゃってるんですかっ!?　ちゃんと服を用意してマコトに出ていってもらってから――」

「む？　なんじゃ？　なにか問題でもあったか？」

「マ、マコト、ダメなのですっ！」

　アニアの目隠し再び。

　あーアニアの手ってなんでこんないい匂においがするんだろう……。

　そんなことを考えながら、ぼくはさっき見たイングリッドの裸を思い出していた。

　硝子ガラスのような透明感のある肌。すらりと伸びる手足やくびれたウエストは抱きしめれば折れてしまいそうなほど細いのに、胸は結構あった。

　なるほど、あれは確かに冥利の身体には収まるまい……。

　などと一人でうなずいていると、目隠しが取れた。

「はあ……無駄に疲れたわ……」

「出てくるなら一言ほしかったです……」

　汗を拭いながらそんな恨み言を呟つぶやく七月と冥利に。



    

  
    
      



    

  
    
      「むぅ、きつきつじゃな」

　お人形よろしく、白いワンピースドレスを身に纏まとうイングリッド。

　その姿はさながら……というかまんま中世西洋のお姫さまのようだった。

「ん？　なんじゃその顔は。この肉体がそんなに不思議か」

「それも気になるけど……」

「魂がなじめば、器とした人間の影を使って肉体の具現化が可能になる。といっても行動範囲がひどく限定的な上、かなり面倒な条件を満たさねばならんがな」

「条件？」

「それは……煩はん雑ざつなことじゃから捨て置け」

　そう言って目をそらすイングリッド。

　……気になる。

「そんなことより今日のテーマじゃが」

「そうでした！」

　冥めい利りが元気よく立ち上がり、さっきまでの疲れを吹き飛ばすように言う。

「今日のテーマは――ずばり青春です！」

「なによそのテーマ……」

　七な月つきがあからさまに眉まゆをしかめるが、冥利は気にせず続ける。

「実はですね、イングリッドさんとこうしてお話ができるようになったのは昨日の夜のことなんです。で、そのときに真理の探究について話し合ったんですが」

「人間にとって一番のテーマとは人生じゃ。――が、そんな壮大なテーマにいきなり切り込むことは難しい。ならば貴様らの年代に絞ってはどうかということになっての」

「それで青春……」

　またずいぶんと恥ずかし――漠然としたものを。

「というか……そもそもあんたたちはいつそんなに仲良くなったのよ？」

　七な月つきの疑問に、冥めい利りが答える。

「マコトのことを話していたら、すっかり意気投合しました」

「ぼくのことで？」

「主に貴様の変態ぶりについてな……その苦労をわかちあったんじゃ」

「照れるなあ」

「そこは反省するところですよ!?」

「え？　でも、それで二人が仲良くなれたんでしょ？　むしろ感謝されてもいいくらいじゃない？」

「本当に悪びれんなっ!!」

　とイングリッドが突っ込んで、ふうとため息をつく。

「まあ蓮はす見みマコトについて話したことはそれだけじゃないがの」

「あぅ……そ、その先の話は……」

「もちろん二人だけの秘密じゃ」

　うなずくイングリッドに、ほっと息を吐く冥利。

　……すごく気になる。

「ともあれ、青春というのは人間の短い生涯の中でことさら儚はかないものじゃ。一瞬の輝きに思いを馳はせるというのは、我にとっても最高の暇つぶしに――」

「吸血鬼は人間じゃない」

　雪ゆき水みずさんが、鋭く突っ込みを入れる。

「……なんじゃ、突っかかるの。氷ひよう結けつの」

「吸血鬼と狩人かりゆうどは相あい容いれないのが当然」

「ふん……そこまで言うならば、今ここで戦ってみるか？　我が本来の肉体を具現化した今の状態なら、器に関係なく浄化することも不可能ではないぞ」

　イングリッドが挑発するようにやけに長い爪つめを見せつけると、

「――是が非でも」

　雪水さんもなんの迷いもなく聖杭を両手に構える。

　いきなりの一触即発状態に。

「やめなさいよ、二人とも」

　なんと、七月が仲裁に入った。

「イングリッド、あんた本物の吸血鬼ってことは結構な歳としなんでしょ？　このぐらいの冗談は多めに見なさいよ、懐が狭いわね」

「ふ、懐が狭い……っ？」

「愛え心こも愛心で吸血鬼ハンターごっこにイングリッドを巻き込まないの」

「ごっこなんかじゃ――」

「なに？」

「…………なんでも、ない」

　ずいと顔を寄せる七な月つきに、雪ゆき水みずさんがおとなしく聖杭をしまう。

　それを見て、イングリッドも威圧的な態度を収めたようだった。

「七月……すごいね」

「なにが？」

　知らないってすごい。

「ま、まあそんなわけでですね」

　二人の関係を知っている冥めい利りが、ぱんと手を打って視線を集める。

「今日はこのテーマにそって話したいと思います」

「いいと思うけど……」

「ではさっそく移動するかの」

「――移動？　どこに？」

　ぼくが尋ねると、イングリッドは不思議そうに首をかしげて、



「蓮はす見みマコトの部屋に決まってるじゃろ」



「「「は？」」」

　ほぼ全員の声が重なった。



　　　☆



「青春……それは千年もの長い時を生きた我の知識によれば、ズバリ恋愛にちなんだイベントに多く観測される。よって、手っ取り早く青春イベントを経験しようと思うのなら、異性の部屋に行けばいいわけじゃ」

「………………いやいや？」

　千年の知識関係ないし。異性の部屋っていうかぼくの部屋だし。そもそも男子寮だし――。

　そんなぼくの正論は、どういうわけか誰だれの賛同も得られなくて。

　気がつけば――マイルームに女子五人がひしめくカオスな状態なう。

「お、お邪魔します……」

「い、意外と広いのね」

「はぅ……マ、マコトの匂においがするのです」

「あの……あんまり騒がないでもらえますか」

　なにが楽しいのか、うきうきと部屋を見回す彼女たちに、ぼくは丁寧語で釘くぎをさす。

　男子寮は言うまでもなく女子禁制だ。

　いくら今が夏休みでほとんど人がおらず、チェックが甘くなっているとはいえ、バレたら大変なことになる。

　ゆっくりしていいことなんてなにもない。

「で、どうするの冥めい利り。このままここで青春について語るの？」

「え……？　そ、そうですね、え、えーと」

「愚問じゃな。これからやることなど一つしかない」

　もごもご言って視線をうろつかせる冥利の代わりに、銀髪の少女が腰に手を当てて偉そうに答える。

「ずばり――擬似恋愛じゃ」

「――擬似恋愛？」

「そ、それって、みんなでギャルゲ――じゃなくて、恋愛シミュレーションゲームをするってことっ？」

　ここぞとばかりに七な月つきが反応する。

「恋愛シミュレーションゲーム……ふむ、まあ近いかの。ゲーム機は使わず、現実にやるがな」

「現実にやるって……なんでそんな」

「言ったじゃろ、十代の恋愛――それもこう、甘酸っぱーい、見ていて身体がかゆくなるような青春真っ盛りな恋愛を観察……もとい考察するためじゃ！」

「……それ、青春っていうか恋愛を見たいだけじゃないの？」

「ギクリ。い……いやいや別にそんなことはないぞ？　十代の恋愛、イコール、青春じゃ」

　……あやしい。

「と、ともかく、いきなり恋愛しろと言われても時間がたりん。そこで擬似恋愛が出てくるというわけじゃ」

「はあ……まあいいけど。具体的にどうすればいいの？」

「蓮はす見みマコトと他ほかのメンバー一人一人が彼氏彼女の関係になる」

「「「え？」」」

「そうじゃな、想定するシチュエーションは、『付き合ったばかりの二人。今日ははじめて彼のうちにお邪魔。胸のどきどきが止まらない……！』みたいな感じでどうじゃ？」

「どうじゃもなにも……なにそのやけに具体的なアオリ」

「我が千年の知識から導いた崇高なる答えじゃ」

「千年の知識無駄に使ったね……」

「まあ昨日読んだ少女マンガに書かれていたのをまんまパクったんじゃが」

「一日前の知識だった！」

　やっぱり千年関係ない。

　昨日ということは冥めい利りの部屋で読んだものだろうか。

　もしかして、そのマンガの影響で今日のテーマも決まったんじゃ……。

　そう思って冥利を見ると――うん、すんごいそわそわしてる。

「でも、擬似恋愛ということは、経験できるのも嘘うその青春になってしまいますよね？」

「そうじゃな。じゃがそこはそれ。気分を味わうだけでも違うじゃろうし、将来の予行演習にもなるじゃろ？」

「そうですね！」

　そうですねって……やっぱりこの二人グルっぽい。

　どう考えても会話が予定調和だ。

「それはさすがに――」

　無む茶ちやじゃない？　とぼくが続けようとしたところで。

「確かに……」

「……ためになる」

「はぅ……マ、マコトと……こ、恋人に……」

　他ほかのみんなが素直に納得していた。

　……あれ？

「決まりじゃな」

　嬉うれしそうに笑うイングリッドに全員がうなずいて、ぼくはなにも言えなかった。



　　　★



「では大まかなルールを決めましょう！」

　冥利がそう言って、次のような決まりごとができた。



　・できるだけ本当の彼氏彼女になったつもりで行動する。

　・恋人プレイ中、他の人たちはいないということにする（外野の私語厳禁）。

　・プレイ終了は、場の流れで外野が決める。

　・青春っぽくを常に意識。



「……いやいや冥利。さすがにこれは適当すぎない？」

　なに青春っぽくを常に意識って。

「え、そうですか？　いいと思いますけど」

「じゃな。あまり厳しくしてもつまらん」

「そうかなあ……」

　ぐだぐだになりそうなんだけど。

「……まあ実際にやってみて、問題があれば直すことにすればいいんじゃないの？」

「む、シチガツさんが珍しくいいことを言いましたよ」

「珍しくは余計……ってシチガツも余計よっ！」

「ふむ、いいことを言ったついでに鳥と羽ば七な月つきからにするか。蓮はす見みマコトとの恋人プレイ」

「なんのついでよ……」

「なんじゃ、やりたくないのか？　一番ということは初物がいただけるということじゃぞ？　バージンプレイじゃぞ」

「バ――べ、別にそんなの……っ」

「そんなの？」

　イングリッドに詰め寄られた七月がぼくを見てきて、

「――――や、やるわよ！　やってやるわ！　覚悟しなさいよ!!」

　宣戦布告してきた。……なんで？

「ということじゃ。蓮見マコトも準備せい」

「……はあ」

　というわけで、七月とぼく以外のメンバーが部屋の隅に移動して、シミュレーションがスタートする。

「こ、こほん」

　七月は一度咳せき払ばらいをして、ドアの前まで歩くと、後ろ手にこんこんとドアを叩たたいて。

「き、来てあげたわよ」

「……？　さっきからいたよね？」

「は、早くドアを開けなさいよ」

「いや、今ドア開けたら誰だれかに見られるかも――」

「ふりよふり！　まだ外にいる設定なの！　察しなさいよっ」

「ああ……なるほど。そこからなんだね」

　相変わらず七月は真面目まじめだ。まじめというかまめだ。

　ぼくは身ぶりだけで架空のドアを開け、ルールにのっとって本物の彼女を迎えたつもりで言う。

「いらっしゃい。来てくれて嬉うれしいよ七月」

「――」

「……七月？」

「あ……あたしも、会いたかったから……」

　顔をうつむかせて、照れたように呟つぶやく七月。

　……ちょっとどきっとする。

「え……えーと、適当に座っててよ。今飲みもの持ってくるから。ジュースでいい？」

「う、うん、紅茶ならなんでもいいわ」

　それジュースじゃなくてお茶だけどね。

　というのはともかく、冷蔵庫から紅茶のペットボトルを取り出し、コップに注いでローテーブルに置く。

「はい」

「これ……なんの茶葉？」

「え……？」

　そこ重要？　っていうかさっき紅茶ならなんでもいいって言ってなかったっけ？

「ダージリンだけど……」

「アールグレイが飲みたい」

「…………はあ、ホットでよければ――」

「アイスで飲みたい」

　……なんだこの不思議なわがまま。

　普段は真面目まじめな七な月つきも、彼氏の前ではわがままになるってことだろうか。

「ごめん、今日はこれで我慢してくれないかな？」

　軽く謝りながら言うと、七月はあっさりとうなずき、

「い、いいわ……そのかわり」

　上目づかいにこちらを見て、小声で呟つぶやいた。

「キ――キス、して？」

「――――――」

　なん……だ、それ。

　ああ今までのわがままは全部これの伏線だったのかとか、七月は普段こんなことを妄想しているのかとか。

　そういう考えが、全部どうでもよくなるほど――

　やばい。

　ぼくがなにも言えずに固まっていると、七月も顔を真まっ赤かにして、

「――あ……ぅ、……い、い、今のなしっ！　なしで！」

　大げさに手を振り、早口で言う。

「そ、それより……あの、その……あ、あたし、ゲームしたいっ」

「え……あ、ごめん、うちパソコンしかなくて」

「パ……パソコンでできるゲームでいいわ」

「二人用のゲームがないんだ」

「一人用でもいいからっ、詰まっているところがあったら進めてあげるからっ」

「……えっちなゲームしかなくても？」

「むしろ望むところよ!!」

「…………」

　七月さん七月さん、うっかり本音出てますよ。

「――あ。じゃ、じゃなくて……えっと……えっと」

　すぐに気づいたらしく、七な月つきはあたふたと自分の持ち物を確認しだし、なにを思ったのかベースケースを掴つかむ。

「い、一曲弾ひき語るわ！」

「エレキベースでっ？」

　アンプないけど！　あっても鳴らした瞬間寮長がすっ飛んでくると思うけど！

「あ……う……りょ、料理を作る！」

「材料ないし、時間中途半端だし、お腹なかも減ってないから」

「せ、洗濯物を」

「下着とかあるよ？」

「――っ、掃除ならっ」

「……いや、掃除はちょっと」

「じゃあなにをすればいいのよ!?」

「逆ギレした!?」

　新しい。新しいけど、彼女としてはどうなんだろう。

「う、うう……っ、他ほかに、他にあたしにできること」

「落ち着いてよ七月……別にそんな、なにかして欲しいわけじゃないから」

「でも、せっかく部屋まできたのに――」

「七月」

　ぼくは七月の肩に手を置いて、ちゃんと伝わるように顔をのぞきこみながら言う。

「七月がいてくれるだけで、ぼくは嬉うれしいよ？」

「――――」

「よし、カットじゃ！」

　ぱん、とイングリッドの手拍子が鳴って、七月との『即席カレカノごっこ』が終了する。

「いやー、実にいい感じじゃった。昨日読んだマンガに劣らぬ甘酸っぱさじゃな！」

　ほくほくした笑顔のイングリッドが口元をゆるめるのを見て、ぼくは首をかしげる。

「そうかな……」

　彼氏彼女っぽかったのは最初だけで、途中からはだいぶ素すが出てた気がする。

　まあ『彼氏の前でだけわがままを言う七月』っていうのは新鮮で、すごくかわいかったけど。

「む、むぅ……シチガツさんのくせになかなかやりますね」

「はぅ……マコトも素敵だったのです」

　そんな冥めい利り、アニアからの好評価にも、七月は反応しない。

　というか。

「七月……？　おーい……」

　顔の前で手を振ると、ナツキははっとした表情でぼくを見て、

「――な、な、なんでもないわよ！」

　弾はじかれたように顔をそむける。

「こ、この程度で……だ、だまされないんだから」

「……？　なにが？」

　七な月つきはなにも答えず、そそくさと移動してしまった。

　……なんだろう？　目の前のぼくを突き抜けて、理想の彼氏とのことでも妄想していたのだろうか。

　ともあれ、七月が外野席に移動したのを確認して、イングリッドが言う。

「さて、次じゃが……誰だれぞ立候補はおるかの？」

「――は、はいなのです！」

　珍しいことに、アニアが積極的に手を挙げていた。

「ナ、ナツキに負けていられません……！」

　きゅっと両手に拳こぶしをつくって、気合いを入れるアニア。帽子の耳がかわいらしく揺れる。

「ふむ。二番手はアニア・リンドベルイか。では、シミュレーション、スタートじゃ！」



　　　☆☆



「ほ、本日はお招きいただき、あ、ありがとうございますなのです……」

　ローテーブル越しにいきなり頭を下げてきたアニアに、ぼくもつられて頭を下げる。

「いえいえ、こちらこそわざわざご足労いただいて……っておかしいよねこれ？」

「そ、そんなことないのです。親しき仲にも礼儀ありなのです」

「ああ、なるほど」

　アニアはそういうのが理想なのかな。

「…………」

「…………？」

　なんだ今の沈黙。

「えと……そ、それであの、マコトにお菓子の差し入れを持ってきました。ど、どうぞ」

　そう言ってぬいぐるみにしか見えないバッグから取り出したのは。

「…………猫缶？」

　どこからどう見ても猫缶だった。……お菓子？

　さっきの七月と一緒で『お菓子のつもり』ってことだろうか。

「ありがとう。さっそくいただくよ」

「え……」

「え？」

「……マコトは猫缶を食べるのですか？」

「あ、やっぱ猫缶なんだね！」

　だよねー。お菓子のつもりとかありえないよねー。

「あの、あの……えと……じょ、冗談を言ってみたのです、けど……」

　おずおずとこちらの顔色をうかがうように見てくるアニア。

「……ダメ、でしたか？」

「……」

　ダメなことなんてなんにもないです。

「でも珍しいね、アニアがわざわざそんなことするなんて」

　天然でボケることはしょっちゅうだけど。

「えと……マコトにも楽しんでもらいたくて……雰囲気を明るくしたかったのです」

「――それなら大丈夫。今、すっごい和んだ」

「そ、そうですか？　……よかったのです」

　えへへっと微笑ほほえむ天使を見て、さらに癒いやされたところで。

「さて、なにしようか」

　ぼくがそう切り出すと、アニアはあらかじめ考えていたのか、すぐに答えた。

「勉強を……教えてほしいのです」

「勉強……」

　夏休みの宿題だろうか。

「いいよ」

「ありがとうございます……」

　そう言って嬉うれしそうに笑ったアニアは、いそいそと勉強道具を取り出し、なぜか立ち上がる。

　そうしてこちらに歩いてくる彼女は、なにを思ったのか――

　ぼくのあぐらの上にちょこんと座ってきた。

　小さなアニアの身体は、すっぽりと収まる。

　さらさらと流れる金髪。ふわりと香る石せつ鹸けんの匂におい。遠慮がちにのせられた、小さなお尻しりが――たまらなくやわらかい。

「ア……アニア？」

「……はい？」

　顔だけ振り向けるアニアは、エメラルドブルーの瞳ひとみを不思議そうにまたたかせる。

「えっと、これは……どういうことなのかな？」

「……？　――あ、お、重いですかっ？」

「いや全然軽い」

　むしろ軽すぎて大丈夫？　っていうレベル。

「なんで、わざわざ膝ひざの上……？」

「え、あ、あの……勉強を教わるにはこのほうがいいと思ったのですけど……ダメですか？」

「…………」

　そんな瞳ひとみを潤ませて、お願いするように言われちゃったら、ダメだなんてとても言えません。

「「「……」」」

　……心なしか外野からの視線が鋭くなったような。

「そ、それに……あの……ワ、ワタシは……マコトの、か、彼女さんなのですよね？　彼女さんなら……こ、これくらいのことは……ふ、普通ではないのですか？」

「――――」

「マコト……？」

「…………そ、そうだね」

　やばい。

　こんな体勢でそんなことを言われたら、恋人同士でする普通以上のことまで想像してしまう。

　ただでさえ、この甘い匂においとふにふにしたやわらかさに、どうにかなっちゃいそうなのに……！

　ぼくは雑念を振り払うように目を閉じると、深呼吸して心の中で『平常心』と三回唱える。

　……ふう、ちょっと落ち着いた。

「じゃあ勉強しようか」

「…………」

「アニア？」

「な、なんの……勉強ですか？」

「え……？」

「マ、マコト……ワ、ワタシは……マコトの彼女さん、なのですよね？」

　なぜ繰り返す。

　アニアは勉強道具を開かずに、じっとこちらを見つめ続ける。

　まるで――なにかを期待しているかのように。

「え、えーと、アニア……？　わ、わからないところはどこなのかな……」

「わからないのは……ここなのです」

「うん？　ど、どこ？」

「こ――ここなのですっ」

　アニアはつかんだぼくの腕を――自分の胸に押し当てる。

　掌てのひらに、ふにゅっとかすかな手て応ごたえ。

「「な――!?」」

　ガタガタッという音が外野から聞こえてきた。が、正直それどころじゃなかった。

　なんだ。

　なんだこの展開――。

「ア、アニア――」

「……ぁっ」

　ぼくの手が動いてしまったせいか、甘い声をもらしたアニアは、恥ずかしそうに唇を噛かんで、こちらを見ないまま消え入るような声で言う。

「ワ、ワタシがわからないのは……こ、この胸の……ドキドキ、なのです……っ」

「――」

「マコトは……マコトなら……わかりますか……？」

　そっとこちらを見あげてくるアニア。

　真まっ赤かな顔。切なげに揺れる瞳ひとみ。薄く開かれた唇。

　ぼくの腕を押さえるアニアの手は小さく震え、ゆっくりと閉じられる目に。

　ぼくは――

「――す、すとーっぷっ！　そこまでですっ!!」

　いきなり割り込んできた冥めい利りを見て、我に返る。

「あーっ！　せっかくいいところじゃったのに！」

「い、いいところじゃありません！　いくら擬似恋愛と言っても、それはやりすぎですっ！」

「は、蓮はす見みっ、いつまでアニアを触ってるのよ！」

「え……あ」

　七な月つきの声に、ぼくは慌ててアニアから手を離す。

　アニアもまた、ぼくの足からおりると、まだ赤いままの顔に手を添えて小さく呟つぶやいた。

「はぅぅ……は、恥ずかしかったのです……」

「あ……そ、そうだったんだ」

　じゃあなんでしたんだろう……。

「でも……いい想おもい出でになったのです。一生忘れないのです……ありがとうございました」

「ど、どういたしまして……？」

「……えへへ」

　ほにゃっと微笑ほほえむアニアに和む。

　他ほかのことは全部どうでもよくなるほどに。

「アニア……恐ろしい子です……」

「強敵だわ……」

　冥利と七月がアニアにそんな評価を下し。

「むぅぅ、もうちょっとじゃったのに……」

　イングリッドは……イングリッドはいいやもう。

　吸血鬼とか絶対嘘うそだ。

「ふう。では次は――」

「私がやる」

　雪ゆき水みずさんが、イングリッドの言葉を遮るようにして立ち上がった。



　　　★★



「始める前に、いくつか決めておきたい」

『蓮はす見みマコト観察メモ』片手に、雪水さんは言う。

「まず、私と蓮見マコトが付き合ったのは先月の半ば。二人で吸血鬼対策について話しているうちに仲良くなり、蓮見マコトの告白で付き合うことになった。告白場所は放課後の第二図書館裏。想おもい出での場所」

「…………………………」

「付き合ってから四度のデートを経て、先日ついに手をつなぐことに成功。いい雰囲気の二人は蓮見マコトの部屋で、対『紅くれない夜よるの王』対策をねることになった――という設定」

「…………………………」

「……もう一度読む？」

「いえ、結構です」

　中二病全開な雪水さんの彼氏になった。それだけ考えよう。

「じゃあ、始める」

　そう口にして、雪水さんはいきなり窓を開け放つと、その身を外に投げ出した。

「「「「――!?」」」」

　外野も含めた声にならない悲鳴は、平然と戻ってきた雪水さんを見ることで、安あん堵どのため息に変わる。

「……な、なに今の？」

「窓から入ってきた」

「いやそれは見ればわかるけど……」

「…………」

　不満げに黙る雪水さん。

　もしかして、もう始まってる？

「あ、ま、窓から入ってきたんだね。ドア使ってくれてよかったのに」

「……早く会いたかったから」

「え？」

「あなたに……早く会いたかったから」

「……」

「ドアまで回る時間が惜しかった」

「…………そっか」

　かわいい理由だけど……そこはドアまで回ってほしかった。

「ま、まあとりあえず楽にしてて。雪ゆき水みずさん……じゃなくてエステルは、なにか飲み物とか」

「違う」

「……飲み物いらない？」

「名前の呼び方」

「エステル、だよね？」

「二人きりのときは……愛え心こと呼んでほしい」

「じゃあ……え、愛心」

　う……なんかちょっと恥ずかしい。

「愛心はなに飲む？　紅茶とジュースがあるけど」

「蓮はす見みマコトと……同じものがいい」

「…………」

「なに？」

「いや……ぼくの呼び方は変わらないんだなあって」

「それは――」

　中途半端に言葉を切った雪水さんは、うつむき、うっすらと頬ほおを赤く染める。

「は……恥ずかしい」

「――――」

　あれ、なんだろう。今自分でもびっくりするくらい胸が高鳴ったような。

　彼氏に名前で呼ばせておいて、自分は恥ずかしいなんて自分勝手な理由なのに……なぜ。

　深く考えると泥沼にはまりそうだったので、ぼくは飲み物をローテーブルに置きながら明るく言う。

「じゃあ、吸血鬼対策について話し合おうか」

「……その前に、トレーニングをする」

「トレーニング？」

「狩人かりゆうどは日々の鍛錬を怠らない」

「……はあ」

「放課後、いつも二人でやっている。……忘れた？」

　初耳です。

　と言ってしまうと、彼女の設定を壊してしまいそうだったので、黙っておく。

　そのあいだに雪水さんは立ち上がり、ベッドまで歩いていくと――その上に無造作に寝転んだ。

「ちょ――」

「……手伝って？」

　仰あお向むけに寝転がった彼女にそうお願いされて、ぼくは思わず目を見張った。

　シーツに広がる色素の薄い髪、乱れた制服のスカートから伸びる太もも。夏服のブラウスからちらりとのぞくパステルイエローの下着。

　日本人離れした顔立ちに貼はり付けられた無表情には、まるでこちらを誘うような冷たい色香が漂う。

　今が本当に二人きりの状況だったら――と一瞬考え、すぐにその邪よこしまな考えを振り払った。

　……無心。無心無心。

「蓮はす見みマコト……？」

「なんでもない。えっと、なにをすればいいのかな？」

「腹筋をするから、足を押さえていてほしい」

「…………ちょっと待って。その格好でするの？」

「……？　いつもしている」

　……そういう設定なんだね。

　抵抗しても仕方がなさそうだったので、おとなしくベッドの上にあがると、すぐに雪ゆき水みずさんが両りよう膝ひざを立てて……って、うわ、見える見える！

　新雪のような白い足と、ひらひら動くスカート、その奥にある下着を見ないように顔をそらしたぼくは、すべすべした彼女の足の甲を両手で押さえる。

「数えて」

　言うが早いか、雪水さんは両手を頭の後ろに回して、本当に腹筋をし始めた。

　押さえなど必要ないほど軽い手て応ごたえ。



    

  
    
      



    

  
    
      　すいすいと上半身を上げ下げする彼女は……薄くもらしている呼気すら妙にえろい。

　そのままの体勢で腹筋運動を三十回ほどこなしたところで――

「カットじゃ、カットカット」

　イングリッドがだるそうに遮った。

「興ざめじゃな……おい、氷ひよう結けつの。貴様、擬似恋愛プレイの意味がわかっておるか？」

「……それはこちらのセリフ。どうして邪魔したの？」

「全然面白くないからじゃ！　もっとこう、春真っ盛り、甘酸っぱさ全開のやりとりを見せろ！　ふっつーにトレーニングをしてなんの意味があるっ？」

「……身体が鍛えられる？」

「自分の家でやれ!!」

　もっともな指摘。

　他ほかのメンバーもどうやらだいたい同じような意見らしく、雪ゆき水みずさんの擬似彼女役はそのまま不完全燃焼で終わってしまった。

　正直ぼくはトレーニングを手伝うだけでも、結構どきどきだったんだけど……。

　ともあれ。

「いよいよ真打ちの登場ですね！」

　そう口にした冥めい利りが、意気揚々とこちらに近づいてきた、そのとき。

　部屋のドアが開かれた。



　　　☆☆☆



　ドアの外に立っていたのは、全員が見知った人物だった。

「ク、ククリ先輩……っ？　なんでここに!?」

「めいめい、ケータイ電話にはＧＰＳという機能がついていてだな……いや、そんなことはどうでもいい」

　菊くく理り先輩は重苦しくかぶりを振りながら、当たり前のようにぼくの部屋に入ってくる。

　……さりげなく制服を着崩しながら。

「話は全部聞かせてもらった……」

「は……？　なんのことですか？」

「とぼけるな！」

　その芝居がかった仕草と声。

　そして、『話は全部聞かせてもらった』という言葉でぴんとくる。

　これはどうやら……すでに役に入ってるっぽい。

　菊理先輩は悲しそうに顔をゆがめながら、ぼくを指さす。

「めいめいは……まこちーと付き合ってるんだろう？　――宗むな像かたもまこちーと付き合っているのを知っていながら！」

「は、はいっ？　いきなりなにを言ってるんですか!?」

「二人きりの現場を押さえられても、言い逃れようとするのか……」

「ふ、二人きりって……みんないるじゃないですか」

「ふふ……言うに事欠いてそんな嘘うそ……」

　そのセリフで、みんなも察したようだった。

「な――え、え？　い、いますよね？　ねえシチガツさん……あ、あれ？　なんでそっぽを向いて……イングリッドさん？　アニアっ？　エコっ？」

　外野は不干渉。冥めい利りの決めたそのルールをみんなそろって貫いている。

「な、なんなんですか急に……マ、マコト、みんなが――」

「冥利……もう認めようよ。ぼくたちは付き合ってるって」

「にゃぅっ!?　そ、そんな……マ……マコトまで……な、なにを……」

　顔を真まっ赤かにして混乱する冥利に近づき、その細い肩をそっと抱く。

「……っ!!」

　動揺する冥利に笑いそうになりながら、真剣な顔で菊くく理り先輩に言う。

「菊理先輩……黙っていてすみません。ですが、この通りぼくは冥利と付き合うことにしたんです」

「そん……な……」

　よろめきながら、絶望の表情を浮かべる菊理先輩。

　切れ長の目が、きっと吊つり上がる。

「めいめいがたぶらかしたんだな！　そうだ、そうに決まっている！」

「違いますよ菊理先輩。ぼくが冥利を選んだんです。自分の意志で」

「――」

「そういうことですから……この話はこれで――」

「ま、待ってくれ！」

　菊理先輩が放心する冥利を引きはがして、ぼくの腕にすがりついてくる。

　……うん、おっきいのがすっごい当たってる。

「む、宗むな像かたのなにが悪かったんだ？　理由を教えてくれ！」

「……もう終わったことですから」

「そんな、そんなこと言わずに……冷蔵庫に入っていたまこちーのプリンを勝手に食べたからかっ？」

「軽っ！　そんな理由で二ふた股またかけるぼく、たいがいですね！」

「同どう棲せいしているのに毎日メールを千件以上送っていたからかっ？」

「重っ！　今度はえらく重い！　メール返すだけで一日終わりますよ！」

「しかも一分以内に返信がなければ即電話する」

「確実にノイローゼになってますよねそれ……」

「そんなノイローゼになったまこちーに、夜中お風ふ呂ろの電球を買いに行かせたからか？」

「鬼!?　吸血鬼以上の鬼がここに！」

「だって暗いままだとお風ふ呂ろに入れないし」

「一日ぐらい我慢してくださいよ……」

「ちなみに宗むな像かたはすでに入った後なんだがな」

「ひどすぎる!!」

　などと、しょうもないやりとりをしているうちに。

「……で」

　さすがに気づいたらしく、冥めい利りが冷めた目でこちらを見ていた。

「二人は結局なにがしたかったんですか？」

　ぼくは菊くく理り先輩と顔を見あわせると、ほぼ同時に口を開く。

「冥利をからかいたかった」「めいめいをからかいたかった」

「一番ひどいのはマコトたちですっ!!」

　髪を逆立てる勢いで怒る冥利に。

「――ぷっ、ふはははははっ」

　イングリッドが吹き出した。

「ふ、ふふ……貴様らは本当に面白いな」

「笑いごとじゃありませんよ……もう」

　冥利がふてくされたようにそっぽを向き、イングリッドはもう一度、今度は少し寂しそうに笑う。

「月並みじゃが、貴様らのそのようなやりとりこそが、まさに青春といった感じじゃな」

　含むように言うと、冥利が頬ほおを膨らませる。

「マコトたちのは青春なんかじゃなかったです。お昼にやっているドラマじゃないですか」

「言い得て妙だな、めいめい」

「菊理先輩は反省してください！」

「そうですよ、菊理先輩。反省してください」

「マコトもですよ!?」

　激しく突っ込んだ冥利を見て、イングリッドは眩まぶしそうに目を細める。

「そういうやりとりも含めて、青春なんじゃろ」

「む……」

　茶ちや化かすでもなく、ただ事実を事実として述べたような言葉に、冥利も黙る。

　ゆるく落ちた沈黙も気にせず、イングリッドは軽く伸びをして言う。

「まーそんなところで、今日は解散していいんじゃないかの。我は十分に堪能した」

「……え？」

「では、我は一足先に――」

「ちょ、ちょっと待ってください！」

　呼び止めた冥利に、ぼくも続く。

「まだイングリッドの番が残ってるよ」

「……なにがじゃ？」

「恋愛シミュレーション」

「…………」

　イングリッドは、なにを言われているのかわからないという顔で紅の瞳ひとみをまばたき、

「なにを言っておるんじゃ？」

　そのまま呟つぶやく。

「そんなことを我がしてどうする」

「どうするって……だから、その経験を踏まえてあんたが言う青春について考えるんじゃないの？」

　七な月つきの言葉に、イングリッドの答えはにべもなかった。

「無駄じゃ」

「……はあ？　そんなこと言ったら今日やったことはみんな無駄じゃない」

「違う。我はやっても無駄じゃと言っておる」

「……？」

「わからんやつじゃな……」

　イングリッドは深々とため息を吐いて、

「吸血鬼である我には、今までもこれからも、青春などというものは存在しない。したがって、どれだけニセモノの経験をしたところでそれらはすべて無駄じゃ」

　無表情に、ただ事実を述べているだけの、なんでもないことのように言う。

「そんな無駄なことのために貴重な時間は使いたくない」

「だ……だったら、あたしたちと過ごした時間だって」

「無駄じゃな。そういう意味では。じゃから、我は最初から暇つぶしだと言った」

「――」

　黙りこむ七月は、イングリッドの詳しい事情を知らない。

　千年の時を超えながら、たった四年しかこの世界に存在していない吸血鬼。

　そんなことを知らなくても、黙らせるほどの説得力を――彼女は持っている。

　そういう生き方をしてきたから。

　ぼくたちにはわかりえようのない、青春などというものとは無縁の生き方を。

　――でも。

「そんなことないんじゃないかな」

　イングリッドが、紅あかい瞳を細めてぼくを見る。

「なにがじゃ」

「イングリッドが青春を送れないなんてことはない。だから、ぼくたちと過ごした時間は無駄でもない」

「…………」

『紅くれない夜よるの王』は冷たく笑って、刺すような眼まな差ざしをむけてくる。

「蓮はす見みマコト。貴様には、話したはずじゃがな」

「だからこそ言ってるんだけどね」

　七な月つきたちが訳わけもわからず感じているプレッシャー。

　ぼくはその理由を知っているから、あらがうことができる。

「イングリッドの元の年齢はわからないけど、外見通りならぼくたちと一緒か少し下くらいだよね？」

「……」

「だったら、そこに今まで生きてきた四年を足しても、たいして変わらない」

「……くだらん戯たわ言ごとじゃな」

「戯言のなにが悪いの？」

「……なに？」

「ぼくたちが話していることはいつだって戯言だよ。話したって話さなくたって、誰だれも困らないし、誰も救われない。――でも、ぼくたちにとってはかけがえのない真実だ」

「そうじゃろうな……貴様らにとっては」

「鈍いねイングリッド」

「は？」

「そのぼくたちの中に、イングリッドがいるんじゃないか。……いないとは言わせないよ？　今回のネタを持ってきたのは、冥めい利りとイングリッドなんだから」

「――――」

「イングリッド自身が今回の活動をぼくたちにとっての青春だと言った。だったら……それはイングリッドにとっても青春だよね」

「……本当に、戯言ばかりじゃな」

　あっけにとられたように言うイングリッドが、ふっと穏やかに笑うのを見て、ぼくはほんの少し胸の奥を熱くする。

「それしかしてやってきてないしね、ぼくたち」

「……いえ、それはマコトだけです」

「あれ？　冥利は？」

「わたしは……マコトみたいに言えませんから」

「まこちーのは吸血鬼までやりこめる屁へ理り屈くつだからな」

　菊くく理り先輩の追い打ちに、イングリッドがうなずく。

「確かにそうじゃな」

「……まるで褒めてるように聞こえないのはなんでだろう」

「褒めてませんから」「褒めてないからな」「褒めておらん」

「ひどい！」

　ぼくが突っ込むと、七月やアニアまで吹き出した。

　和やかな空気の中で、イングリッドは他ほかのみんなの後ろでそっと苦笑して、ひとりごとのように呟つぶやく。

「それでも……我はここにずっといることはできん」

　小さな声は、ぼくにしか聞こえなかったらしく、誰だれもこちらを向かない。

「じゃから――」

「関係ないよ」

「……？」

「ずっとここにいるとか、そういうことは関係ない。関係あるのはやりたいかやりたくないかだけ」

「……強引じゃな」

「青春ってそういうものなんじゃない？」

　自分から青春するというよりは、友達に誘われたり、恋愛感情に突き動かされたりして、状況に巻き込まれることで経験するもの。

　現に、今日のぼくたちはそうだった。

「イングリッドが強引に誘ってくれなかったら、今日みたいな経験はできなかったよ」

「――」

　目を見開いたイングリッドは、なぜか顔を赤らめ、

「――ほ、本当に恥ずかしいやつじゃな……っ」

　唇をとがらせて目をそらす。

　けれどすぐにくすりと笑って。

「じゃが……悪くはないな」

「それなら――」

「悪くはないが……残念ながら今日は時間切れじゃ」

　そう言って一足飛びに冥めい利りの元へと移動すると、長い銀髪を翻して言う。

「おい、貴様ら。今マコトが我を口説いておったぞ」

「「「え？」」」

「は？　いや、そういう意味じゃなくて――」

　否定するぼくに、イングリッドはイタズラっぽく舌を出して、

「仕返しじゃ」

　楽しそうに呟くと、あっという間に消えてしまった。

　後に残されたのは、白いワンピースと……いわれのない禍根だけ。

「マーコートー？」

「あんたってやつはまた……！」

「はぅ……マ、マコト……」

「ふ、まこちーも節操がないな」

「蓮はす見みマコト……吸血鬼はありえない」

　じりじりと詰め寄ってくる女子ズを見て、ぼくは思う。

　たとえ青春が巻き込まれることで経験するもので、ときに理不尽な展開なのだとしても。

「やっぱり選ぶ自由はほしいよね……」

「どういう意味ですか!?」

　こういう意味です。

　心の中でそう答えて、ぼくは部屋から逃げ出した。



    

  
    
      


第五話　伝わない言葉、伝えたい想い①



『言葉じゃ伝わらないことがあります』

　夕方近くに第二図書館に入ったぼくは、黒板にでかでかと書かれていたその言葉を見て、首をかしげる。

　どう見ても冥めい利りの字だけど、書いた本人の姿がどこにもない。

　というか。

「あれ？　七な月つきだけ？」

　七月はヘッドホンを外して、膝ひざに置いていたベースから顔をあげると、ちょっと不機嫌そうに言う。

「……そうよ。三時間くらい前までは雨あま夜やがいたけど」

「三時間前……」

　ということは、七月は三時間ものあいだ第二図書館に一人でいたのだろうか。

「よく待っててくれたね……」

「な――た、たまたまよ！　今日は余裕があったから！　蓮はす見みを待ってたわけじゃ……ってあんたこそなんでこんなに遅れたのよ？」

「……寝てた」

「はあ？　こんな時間まで？」

「昨日、あの後部屋の掃除をしてね……誰だれかさんたちが荒らしていったので」

「…………あ、謝らないわよ」

「うん、まあぼくも全力で逃げたし。で、朝まで整理してて……起きたらさっきでした」

「だらしないわね……ちゃんと時間は守りなさいよ」

「といっても、守る時間が決まってないからなあ」

　夏休みの第二図書委員会は始まる時間が特に決められていない。

　なんとなくで、朝の十時頃ごろに始まることが多いが、それだって日によって変わる。

「……まったく、こんなことなら毎回始まる時間をちゃんと決めておいてほしいわ」

「そういう計画性がないのが冥めい利りだから」

　なにごとも出たとこ勝負だし。

「どうせ、三時間前に飛び出していったのも『飽きてきたのでちょっと『知恵箱』をチェックしてきます』とかだったんじゃない？　そしてそのまま放浪っていう可能性が大」

「……よくわかるわね」

「そりゃあまあ幼なじみだしね」

「…………あっそ」

　そう言って七な月つきがまたベースに視線を落としたので、ぼくもいつもの席に移動する。

　座って一息つくと、汗がたれた。

　今日も暑い。毎日来ていると多少慣れるけど、暑いものは暑い。

　いくら第二図書館が古いとはいえ、紫むらさき十じゆう字じ学がく園えんは設備に力を入れているのだから、クーラーくらい入れてくれてもいいのに。ここは生徒会長もよく入り浸る場所なわけだし。

　……ん、生徒会長といえば。

「今日は菊くく理り先輩も生徒会かな？」

「さあ。たとえそうじゃないとしても、宗むな像かた先輩の行動を読める人なんて宗像先輩だけじゃないの」

「あはは、確かに」

「ちなみにアニアはご両親に呼び出されたとかで遅れるって言ってたわ。愛え心こは……バンドの練習に行ってる」

「へ？　七月は？」

「……あ、あたしは、ちょっと夏休みの宿題とかが進んでないから、今日は休んだの。ここなら集中できるし」

「と言いつつ、ベースの練習をしてるように見えるけど……」

「――い、いいでしょ別にっ、息抜きよ息抜き！」

「七月がいいならいいけど……じゃあ今日は七月と二人きりかあ」

　がたがたっと音がしたので、そちらを見ると、七月が椅い子すから落ちそうになっていた。

「……？　どうしたの？」

「ど！　ドウモ、シテ、ナイ、ワヨ」

「いや、どうもしてる動揺してる」

　めっちゃカタコト。

「う、うるさいわね……その……ちょっといいフレーズを思いついただけよ」

「へえ、聞かせてよ」

「……こ、今度」

　歯切れ悪く言って、七な月つきはまたベースに視線を落としてしまった。

　会話が途切れたので椅い子すに深く腰掛けてぼーっとしていると、視界の端でツインテールが小さく揺れる。

　横目でうかがうと、七月がちらちらとこちらを見ていた。

　……なんだろう？　やっぱり暇なのかな？

「七月」

「――ふわっ？　……こ、こほん。なによ」

「ん、いやせっかくだし、今日の活動軽く始めちゃわない？」

「え……二人で？」

「うん。二人で」

　そのうち冥めい利りも帰ってくるだろうし。

「二人で……」

　七月はなぜか戸惑うようにそう呟つぶやいて、目をそらす。

「べ……別にいいけど」

「うん、じゃあ付き合って」

「付き合――」

　顔を赤くする七月。

　相変わらず変なタイミングでよくわからないリアクションをする。

　それもまた七月らしさかな、なんて思いながら、ぼくは言った。

「じゃあ、始めようか」



　　　☆



「えーと、冥利が残したテーマだと『言葉じゃ伝わらないことがある』、か。……相変わらず漠然としてるなあ」

「蓮はす見みはなにか思いつくこととかある？」

「んー……いや特には」

「……あたしも」

「困ったね」

「そうね……」

「……」

「……」

　会話終了。

　うーん、いまいち話が広がらないな……。

　冥めい利りほどじゃないけど、七な月つきとの付き合いもそれなりに長いのに。

　その割には二人きりで話したことってあまりないような。

　……あれ？

　なんか……変に緊張してきた。

　えーと、なにか会話のネタは……。

「な、七月は、なんで第二図書委員会に入ったんだっけ？」

「……は？　なによ急に」

「いや、訊きいてないかと思って」

「そんなの蓮はす見みがい――」

「ぼくが？」

「は、蓮見がい――いっぱい人を集めたそうな顔をしていたからよ！」

　そんな顔してたっけ……まあ多少人は増えてほしかったけど。

　てっきり七月は本が好きだからかと思っていた。

「そういえば七月、最近はあんまり本読んでないね」

「え？」

「昔は休み時間とかにも読んでたから」

　中等部一年ではじめて同じクラスになったとき。

　七月は今みたいに活発じゃなくて、自分の席でずっと本を読んでいるような子だった。

「髪形もツインテールじゃなかったし……ああ、それも急に変わったような」

「…………覚えて、ないの？」

　七月が急に声のトーンを変えて、こちらをうかがい見てくる。

　まっすぐ向けられる瞳ひとみに責められているような気がして、ぼくは戸惑う。

「えっと……なにかあったっけ？」

「…………」

　う、まずい……この沈黙は重い。

　話題話題、七月がのってくれそうな、共通の話題――

「七月からもらったあのゲーム！」

「え……？」

「ほ、ほら、第二図書委員会でフリマをやったときの……」

「――あ、プレイしたのっ？」

「え……う、うん」

　一転して目を輝かせた七月に、ぼくは気け圧おされぎみにうなずく。

　机に身を乗り出すほどって……どんだけ。

　とりあえず重い空気が吹き飛んでよかったけど――問題が一つ。

　勢いでうなずいてしまったものの、実はまだ未プレイです。

「どうだった？　誰だれのエピソードがよかった？　蓮はす見みにあげたのはコンシューマー版だから微妙にシナリオとかも変わってたりするんだけど、その分ボイスが加わっていてそれがまたよかったりするのよね！」

「あ……あー、そうそう、ボイスとかね。いいよね」

「で、どんな順番でプレイしたの？　誰のルートが一番感動した？」

「――」

　やばい。

　さっそく詰まった。

　こんなに熱心に聞いてくる七な月つきに、いまさら「実はやってませんでした」とは言えない。

　ぼくは精せい一いつ杯ぱい頭をひねって、フリマのときに七月が話していたことを思い出す。

「え、と……一番感動したのは、り……里り伽か子こルート？」

「やっぱり!?　そうよねそうよね！」

　よかった、合ってたっぽい。

　これで一安心――

「ちなみにどの辺でぐっときた？」

　――とはいかなかった。

「あ、え、えーと…………キ、キスシーンとか」

　ギャルゲーなら、キスシーンは絶対あるはず……！

「どこの？」

　複数あった！

　なんとか無難になるような答えをひねり出す。

「…………つ、付き合ったあとの、かな」

「あーそっちね！　でも里伽子のキスシーンって言ったら、あたしは付き合う前のほうが印象深かったわ。キスしても嫌がらないからてっきり付き合えるかと思ったのに、告白したら玉砕！　なによそれとか思ったけど……まさか、あんな事実があったなんてね……」

　そのシーンを思い出してか、声を震わせて目を潤ませる七月。

　そんな七月を見ていると、嘘うそをついていることが申し訳なくなってくる……。

　でも、もう後には引けない。

「あ、あとはやっぱり……こう、後半のいい雰囲気になったところとかね」

「うん？　どこ？」

「しゅ、主人公とヒロインが、心も身体も結ばれるところかな。それこそ今日のテーマじゃないけど、『言葉じゃ伝わらないことがある』って感じだよね。やっぱり言葉じゃ伝わらないことは行動で示さないと――」

「……？　コンシューマー版はそこまでの描写はなかったはずだけど」

　し、しまった……もらったのが全年齢版だったことを忘れていた。

「もしかして、蓮はす見み――オリジナルのほうもやったの？」

　ナイス勘違い！

「う……うん、実は。いいゲームだったからオリジナルのほうもやってみたくなって。でもほら、アレなシーンもあるから、さすがに女の子に言うのはどうかなーって」

「あ、アレなシーンって……」

　そこで照れる七な月つき。

　いや、いまさら？　と思ったものの、赤面してどぎまぎする七月にはなにも言えない。

「…………」

「…………」

　変なタイミングで落ちた沈黙。

　ぼくはこの機会を利用して、どうにか新たな話題に移ろうと思ったのだけど。

「――どのシーンがよかったの」

「……は？」

「だ……だから、その…………どのえっちシーンがよかったの」

　聞いちゃうの、それ。

「……いや……それこそ言葉じゃちょっと」

「な、なんでよ」

「なんでって……七月、顔が近い近い。本当に机乗り越えそうだから」

「お、教えなさいよ！」

「なんでそんなに知りたいのっ？」

「そんなのいざというときの参考にするから、に、決ま……」

「……いざというときの参考？」

「――――っ、な、なんでもないわよバカっ！」

　七月が勢いよくそっぽを向く。

　目の前で揺れるツインテール。怒ったような顔。噛かみ合わない会話。

　……そんなことが、以前にもなかったっけ？

　唐突に――よみがえる記憶。

「思い出した……」

「……え？」

「七月がツインテールに変えたきっかけ」

　それは、確かにぼくが関かかわっているできごとだった。

「男女合同体育でぼくと七月がペアを組んだときに……言い合いになったんだっけ」

　七月の結んでいない髪が長くて顔にかかるとかなんとか。今から考えれば言うほどのものでもなかったのに。

「……そうよ。でも、あたしが髪を結んでいなかったのはたまたまだった。普段は体育が始まる前にまとめていたのに、悩んでいることがあって、忘れていたの」

「で、ぼくがちゃんと結んでおかないと危ないとか余計な口出しをして……確かポニーテールにでもすればって言ったんだよね。で七な月つきはツインテールにした」

「あたしも、たまたま忘れていただけだったから……蓮はす見みの言うことにカチンときて。ツインテールにする前に、この髪形にこだわりがあるとか突っぱねたのよね。そうしたら、蓮見はこう言った」

　七月はそこで一呼吸置いて、ぼくの真ま似ねをするように声を少し低くする。

「『髪は縛ってないのに、くだらないことには縛られてるんだね』」

「……うわー、なにその痛いセリフ。そんなこと言ったっけ……」

「言ったわよ」

　くすりと笑って、当時を思い出すように遠くを見る。

「そのときはなにすかしてんのって頭にきたけど、後から考えてはっとしたのよね。あたしっていつもそうだって。たいして好きでもないのに本を読んでいたのは、そうすれば賢く見られるって思ってたからだし、音楽に興味があるのに軽音部のドアを叩たたけず悩んでいたのは、軽音部に軽いっていうイメージがあって、自分もそう見られたくなかったから」

「……」

「だから、蓮見に言われたことは本当に的を射ていて……すごく胸に響いた」

　感慨深げに呟つぶやいて、実際に胸に手を当てる七月。

　そのままぼくをまっすぐ見て、自分の髪を触る。

「それからずっとこの髪形にしているのは……そのことを忘れないようにするため」

「……それはそれで、過去に縛られてない？」

「――あは、そうかもね。……でも」

　七月はそっと目を細めて。



「その過去には、ずっと縛られていたい」



「――――」

　薄く開かれた唇。ほのかに赤く染まる頬ほお。なにかを求めるように揺らぐ瞳ひとみ。

　ゲームなら、イベント絵が表示されそうなシーンに。

　現実のぼくは、心臓を鷲わしづかみにされたように動けなくなる。

　夏休み。第二図書館。――二人きり。

　近い距離で七月と見つめあうぼくは――



　ドアの前に誰だれかが立っていることに気がついた。



「…………冥めい利り？」

　ぼくのかけた声に、冥利はびくりと身体を震わせ、慌てたように顔をそらす。

「お……お邪魔でしたね」

　そのまま踵きびすを返して、逃げるように第二図書館を出て行ってしまう。

「ちょっと待って冥利！」

　ぼくは、冥利を追いかけようと席を立ち――七な月つきに手を掴つかまれた。

「――」

　目が合った七月は、迷子になった子供みたいな表情を浮かべていて……激しく後ろ髪を引かれる。

　けれど。

「……ごめん、七月」

　ぼくは七月の手をふりほどくと、第二図書館を飛び出した。



　　　★



「――マ、マコト？」

　第二図書館を出て学園の敷地内をさまよっていると、アニアに声をかけられた。

　七月が言っていたとおり、外で両親と会っていたんだろう。

　かわいらしい私服姿のアニアに、ぼくは尋ねる。

「冥利見なかった？」

「メイリ、ですか……？　いいえ、見ていないのです。でもメイリなら第二図書館に――」

「そっか、ありがとう」

　会話を途中で打ち切り、ぼくは再び走り出す。

「あ、マ、マコト？　待ってください、メイリがどうかしたのですかっ？」

　後ろからアニアが追いかけてくるけど、今はかまっていられない。

　私服姿のアニアはサンダルを履いていて、いかにも走りづらそうだった。少し心苦しいが、このまま走り続けていればそのうち諦あきらめてくれるだろう。

　そう思った矢先。

「あぅっ！」

　細い悲鳴と盛大な転倒音。

　今はかまっていられない。……かまっていられないのに。

　足を止めたぼくは、振り返ってうつ伏せに倒れるアニアのもとまで駆け寄っていた。



　　　☆☆



　近くの水道までアニアを背負って移動し、すりむいた膝ひざを水で洗う。

「……ごめんなさいなのです」

　うっすら涙ぐむアニアに頭まで下げられて、ぼくは首を横に振った。

「ぼくのほうこそごめん。なにも説明しないでいきなり走り出したら気になるよね」

「マコトとメイリのことだから……気になったのです」

　ずっとうつむいていたアニアは、そのときだけ顔をあげて、はっきりと言った。

「メイリになにか、あったのですか」

　強い意志を秘めた翠玉エメラルドブルーの瞳ひとみ。真夏にもかかわらず透き通るような白い肌。背中で波打つ白金プラチナブロンドの髪は太陽の輝きも見劣りさせる。

「……たいしたことじゃないよ」

「本当にたいしたことがないのなら、マコトはそんなに必死にならないと思うのです」

「――」

　どこまでも率直なその言葉を聞いて、ぼくは唐突にアニアはドＳなんかじゃないと思った。

　普通の人間が遠慮して……遠回しにしゃべることを、ただまっすぐに言っているだけ。

　それは必ずしも毒とは限らなくて。

　薬にだってなる。

　良薬が苦いものなのは――昔から言われていることだから。

「……ちょっと、誤解があって。その誤解を解きたくて、冥めい利りを探してるんだ」

「そう……なのですか」

　アニアは一度なにかを考えるように視線を落としてから、再びこちらを見て、ストレートに訊きいてきた。

「あの……マコトは、メイリのことをどう思っているのですか」

「え？」



「ワタシは、マコトのことが好きです」



「――――」

「軽い気持ちではなくて……本気の想おもいなのです。最初から、想いは寄せていましたけど……そばにいさせてもらって、余計に……いえ、全然違う意味で……好きになりました」

「……アニア」

　アニアは自分の胸に手を添え、ぎゅっと握りしめるようにしてから、言った。

「マコトは、メイリの中にイングリッドがいても平気なのですか」

「――」

「不安では……ないのですか」

　アニアの声はかすれていて、握りしめた両手は震えている。

　決して軽はずみな気持ちでしゃべっているわけじゃない。

　強い決意を持って、口にしている。

「ワタシは……イングリッドのことを聞いて、不安になりました。ああ、マコトはきっとイングリッドのことも想おもってしまうって……またがんばってしまうって。マコトのことが好きだから、マコトのことが心配で……不安に、なったのです」

「……」

「ワタシはマコトの中の特別な一人になんてなれなくてもいいのです。たくさんいる人の中の一人になれれば……。でも、マコトは違う。マコトはみんなの中の特別な一人なのです。だから、がんばってしまう。自分のことなんてちっとも考えないで」

「それは……違うよ」

　違う。

　ぼくはそんなに高潔な人間じゃないし、むしろ自己中心的で勝手なやつだ。

　ぼくがもう一人いたら、きっとそいつとは友達になれない。

「違いません。……違わないのです」

　アニアは懇願するような顔で、首を横に振る。

「メイリが吸血鬼さんでも、メイリはメイリです。ワタシは気にしません。……でも、マコトもそうなのですか？　そうなのだとしたら……どうしてそんなに焦っているのですか？」

　アニアの話を聞いて、ぼくはやっと自分の気持ちに気づいた。



    

  
    
      



    

  
    
      　七な月つきと二人きりでいるところを見られて、逃げ出した冥めい利りを追いかけなくちゃいけないと思った理由。

　それは、ただ誤解を解きたかったのではなくて、不安だったからだ。

　冥利が……雨あま夜や冥利の存在が、文字どおり消えてしまうんじゃないかと思ったから。

　普通の女の子には、そんなことは思わない。消えるなんてことはありえないから。

　でも冥利は違う。

　吸血鬼をその身に棲すまわせている冥利は、すべてを乗っ取られる可能性がある。

　つまり、それは――

「……イングリッドの言っていることを、信じてないってことだ」

　言葉だけでわからなかったことは、行動が教えてくれる。

　イングリッドは冥利の身体を乗っ取れないし、乗っ取るつもりなどないと言った。

　あくまで次の転生のためのステップなのだと。

　ぼくはその言葉を信じた。信じているつもりだった。

　俗っぽく、軽薄なイングリッドの振る舞いに、彼女が嘘うそなどつくわけないと、思い込んでいるつもりだった。

「とんだ嘘つきだな……」

　誰だれが、どうして、心の底から吸血鬼の言うことなど信じられるのか。

　まして冥利は――大事な人だというのに。

「ごめんアニア、行かなくちゃ」

「え……メイリがどこにいるか、わかったのですか？」

「ん、わからないけど、とりあえず片っ端から探していこうと思う」

　早く、冥利を見つけないと。

「あ、あの……もしかしたら、メイリは屋上にいるかもしれないのです」

「……屋上？」

「つらいときやなにかを考えたいときは……お空の近くにいると安心できるのです。え、えと、ワタシは……なのですけど」

「…………そっか」

「あ、それに、きゅ、吸血鬼さんは煙に変身できるというのを読んだことがあるのです。だから――」

「ああ、馬ば鹿かと煙って上にいくしね。なるほど」

「はぅ……、あのあの、そういう意味では……っ」

「うん、わかってる」

　ぱたぱたと忙せわしなく動くアニアを見て、ぼくはあらためて言う。

「ありがとうアニア」

「い、いえ……足を引っぱってしまってごめんなさいなのです……」

「そうじゃなくて」

　そうじゃなくて。

「好きって言ってくれたこと」

「え……」

「ぼくもアニアのことは好きだよ」

「――――」

「けど、今は冥めい利りのことが心配だから」

　またあとで。そう言い残して、ぼくは駆け出す。

「…………全然わかっていないのです」

　去り際に呟つぶやかれた言葉は、よく聞こえなかった。



　　　★★



　屋上には、制服姿の女の子が一人でたたずんでいた。

　でも、それは冥利じゃなくて。

「……イングリッド？」

「ふん、ずいぶんと時間がかったの」

　夕暮れの空を背景に、たなびく銀髪を押さえるイングリッドは、加虐的に薄く笑う。

　口の端からのぞく長い犬歯がやけに目立って見えて、昨日とはまったく違う印象に戸惑う。

「……冥利は？」

「さあな。マコトが第二図書館で別の女といちゃついているのを目にして、ひどく動揺していたところは見ていたが」

「――なんで、それを」

「我は吸血鬼じゃぞ？」

　細められた紅あかい瞳ひとみ。

　吸血鬼の肉体性能は、人間のそれを遥はるかに凌りよう駕がする。

　それはきっと……視力も含まれるのだろう。

　不死身で、変身能力もある、吸血鬼。

「その制服……冥利のだよね？」

「ほう？　見ただけでわかるのか？」

「わかるよ、そりゃ」

「…………やはり変態じゃな」

「いやそうじゃなくて。イングリッドが制服借りられる相手は冥利くらいしかいないでしょ」

「頼めばクーちゃん辺りも貸してくれそうじゃがな」

　確かに菊くく理り先輩は貸してくれそうだ。相手が吸血鬼だなんてことは少しも気にせずに。

「ふと思い立って、今日の午後はずっと冥めい利りに付き合ってもらっての。学園内を散策していたんじゃ。いくらマコトから吸った知で知っていても、実際に見ることにはかなわんからな」

「だから……制服姿なんだね」

　校舎内を歩いていても不審に思われないように。

「ま、そういうことじゃ。似合うか？」

　言いながら、右に左にくるくると回る。そのたびにスカートが際どくひるがえり、銀髪がさらさらと舞う。

　その姿は素直に綺き麗れいだと思ったし、似合っているとも思ったけど。

「制服のサイズがぴったりなのは――肉体を調整したから？」

　ぴたりと止まる足。

　まっすぐにこちらを見つめてくるイングリッドに、ぼくは訊きく。

「冥利は、どこに？」

「……なにを焦っておるんじゃ」

　すっと目を細めた彼女は、酷薄に笑って言う。

「女たちに立て続けに迫られたからか？」

「……のぞきって、人間の価値観では趣味の悪いものなんだけど……知ってる？」

「実は、冥利をあのタイミングで第二図書館に帰したのはわざとだ――と言ったらどうする？」

「――――なにを」

　急に。

「ここ数日、貴様らを観察して感じたことなんじゃがな……どういうわけか、貴様らはみなそろって前進するための一歩を踏み出そうとしていない」

　イングリッドはそっと一歩を踏み出してみせる。……冥利のローファーを履いた足で。

「奇妙なほど同じ場所をぐるぐるとまわりつづけておる。それは我という非日常の存在が加わっても変わらなかった。これは驚くべきことじゃ。千年の時を生きてきたこの我が言うのじゃから、相当のものじゃぞ？」

　言葉の上で驚いてみせても、イングリッドの口調は変わらない。

　平へい坦たんなまま続けられる。

「じゃから、その曖あい昧まいな空気を壊してみようと思った。興味本位でな」

「興味本位……」

「吸血鬼は、いつだって暇つぶしに精を出す」

　気だるそうに肩をすくめてみせ、イングリッドはあくまで飄ひよう々ひようと言う。

「じゃから、退屈しのぎに答えろ。マコト、貴様はどうして――一歩を踏み出さない？」

「……ぼく？」

「そうじゃ。あの集団の中心にいるのは、マコトじゃからな」

「第二図書委員会は冥めい利りのための――」

「冥利のために、貴様が作った場所じゃな」

「……」

　彼女は、いったいどこまで知っているのだろう。

　そう思って、その問いの馬ば鹿からしさに気づく。

　ぼくの知を吸った彼女は、どこまでも知っている。

　それこそ、ぼく以上に。

「むろん、第二図書委員会が冥利にとっての場所という気持ちに偽りはないんじゃろうな。冥利に居い心地ごこちのいい場所こそが、マコトにとって居心地のいい場所。……じゃが、それなら、なおのこと訊ききたい。どうして次の一歩を踏み出さない？」

「……質問が曖あい昧まいすぎて……よくわからない」

「わかっているくせに」

「……」

「冥利が吸血鬼になったとき。貴様は、冥利だから助けたのか？　それとも、他ほかの第二図書委員会のメンバーでも助けたのか？」

「……助けたに、決まってるよ」

　みんな、大事だから。

「冥利と同じように？　冥利に対するのとまったく同じ気持ちで？」

「それは……」

　それは。

「今、ここで言う必要があるの？」

「言葉じゃ伝わらないことはある。じゃが――言葉にしなければ伝わらないこともある。違うか？」

「――」

　屁へ理り屈くつだ。頭ではそうわかっているのに、否定できない。

　気持ちがうなずいてしまっている。

「……ずるい言い方だね」

「貴様の常じよう套とう手しゆ段だんじゃろ」

　そのとおりだった。

　ぼくはやっぱり――もう一人のぼくとは友達になれそうにない。

「冥利を助けたのは……ぼくも冥利に助けられたという負い目があったからだよ」

　自分勝手なぼくの振る舞いに、冥利を巻き込んだ。

「冥利自身がそんな負い目など感じる必要がないと言っても？」

「冥利の気持ちは関係ない。ぼくが助けられたと感じた以上、それは――」

「ぼくは本当にそんな理由で冥利を助けたと思っているのか？」

　イングリッドの声がぼく自身のそれに変化したような錯覚。

「冥めい利りが、人の血を吸いたくなった、化け物になってしまったと訴えかけてきたとき。ぼくは、冥利には助けられたことがあるから助け返してあげなければいけないだなんて、本当にそんなまわりくどいことを思ったのか？」

「………………違う」

「困っている人がいたから、それが幼なじみで知らない人ではなかったから、だから助けたのか？」

「違う」

　あのとき、ぼくは。

「冥利だから……助けた」

　冥利じゃなかったら助けなかったとか、冥利に助けられてなかったら無視していたとか。

　そんなことはまったく関係ない。

「冥利を助けたかったから……冥利を助けようと思った」

　ただ、それだけ。

「……ふん、手間のかかる」

　イングリッドはそう言って、不機嫌そうに腕を組む。

「ならば、そのとき貴様が冥利に抱いていた気持ちはなんじゃ？　言葉にしてみろ」

「……」

　その問いに答えるということは、次の一歩を踏み出すということで。

「……わからない、けど」

「けど？」

「冥利が誰だれよりも大事だったということは……確かだと思う」

　その気持ちだけは、たとえ世界のすべてが変わってしまったとしても――絶対に変わらない。

「煮えきらん答えじゃが……まあよかろう。――だそうじゃぞ、冥利」

「……え？」

　イングリッドが見たのは、ぼくの……上？

　一歩前に踏み出し、振り返って上を見たぼくは、屋上の入り口の上――給水タンクを背にする冥利を発見して、目を見開く。

「冥利…………パンツ見えてるよ？」

「っ!?」

　とっさにスカートを押さえ、勢いよく屈かがみ込んだ冥利は――コンクリートの縁から足を踏み外して、ぼくの上に落ちてきた。

「ひゃ、うぅぅっ!?」

「ちょ――うわっ」

　ぎりぎりで抱きとめられたものの、バランスを崩して倒れこむ。

　……なるほど、アニアの予想はちゃんと当たっていたらしい。

　煙となんとかは高いところにのぼる。

　煙よりなんとかのほうがより高いところへいくというのは想定外だったけど。

「……あぶないなあ、もう」

「す、すみません……ってマコトがあんなことを言わなければ落ちませんでしたっ！」

「あんなことってどんなこと？」

「そ、それはパ、パンツが見え――ってわかってますよね!?」

「うん。でも冥めい利りの口から直接聞きたくて」

「それになんの意味があるんですか!!」

「ぼくが性的快感を覚える」

「さいってーです……っ」

「もっと蔑さげすむような目で」

「――っ、……はあ、マコトに怒るのは不毛な気がしてきました」

「よかった」

「これ以上怒られなくてですか……本当にマコトは――」

「そうじゃなくて、冥利が無事でよかった」

「…………あ、あのくらいじゃ、死んだりしません……」

「……そうだね」

　ぼくが無事と言ったのは別の理由からだったけど、それでもいい。

　冥利が無事なことには変わりないから。

　じっと見つめていると、冥利は不自然に目をそらした。

　パンツを見られたことがよほど恥ずかしかったのか、顔どころか首まで真まっ赤かだ。

「わ……わたしも……よかったです」

「……ぼくにパンツを見られて？」

「そんなわけないです!!　……そうじゃなくて、その……マコトの、気持ちが……聞けて」

「――――」

　そうだ。ごたごたのなかで忘れそうになっていたけど……かなり恥ずかしいことを口走っていた気がする。

「あ……あれは」

「…………」

「その……つまり」

「…………」

「…………」

　この場から逃げ出したくなるような沈黙。

　背後を振り返れば、いつのまにかイングリッドの姿もない。

　……気を、きかせたんだろうか。

　そんな余計なことを考えたせいで、どぎまぎが限界値を超えそうになる。

　ダメだ、このままじゃ自分がなにをしでかすかわからない――そう思ったとき。

「あの……マコト」

　冥めい利りが、絞り出すような小声で言う。

「…………血、を……吸わせて、くれませんか？」

「……え？」

　冥利から、吸血を求めてきた？

　どんなに吸いたいと思ってもその気持ちをねじ伏せ、避けられない吸血行為の後には必ず嗚お咽えつをもらしていた冥利が？

「ご、ごめんなさい……こ、こんなこと言うなんて、おかしい、ですよね」

「……いや、おかしくはないと思うけど」

　急にどうしたのかと、不思議に思っただけだ。

　イングリッドが自我を確立してから、冥利は吸血欲求に苛さいなまれなくなっていた。

　それは吸血行為が自我の確立を一番の目的としていたからで――

　いや、そういえば、吸血行為には他ほかの意味もあると言っていたような。

　そう、たとえば――性欲を充足するためとか。

「……」

　揺らぐ瞳ひとみでこちらを見つめる冥利は、恥ずかしさで死んでしまう――そんな声が聞こえてきそうな真まっ赤かな顔をしている。

　ぼくの視線は、自然に冥利の全身へと向かう。

　落ちたときのショックで乱れた制服。

　ブラウスの隙すき間まから見える鎖骨。決して大きいとは言えない胸の膨らみ。スカートの裾すそからのぞく太もも。

　しなだれかかるような体勢の冥利に、ぼくは。

「……いいよ」

　そう言って、首を差し出す。

　お互いの吐息も吹きかかるほど近づく顔。

　冥利は、少しだけ迷うようにぼくの目を見てから、ゆっくりと首元に唇をつけた。

「ん……」

　首筋に触れる冥利の舌。

　ぼくの内側に入りこむ冥利の牙きば。

　それらをはっきりと感じたせいか、今までにないような快感がぼくの全身を浸す。

　まるでぼくという人間、そのすべてを吸い込まれているような――。

　絶え間ない快楽の波は静かに途切れ、冥利が唇を離す。

「ふ……ぅ、ああ……」

　恍こう惚こつの交じるため息。

　陶酔するような表情でこちらを見つめていた冥利は――不意に、余韻を断ち切るようにあっさりと立ち上がる。

「……？」

　なにかおかしい。

　その違和感は、ぼくが貧血状態だからなどではなく、もっと明白な――

「ふ、ふふふふ……はははっ」

　――理由が、あった。

「はーはっはっはっはっ！」

　聞き覚えのある高笑い。感じたことのある焦燥。

　不敵に笑う彼女は、冥めい利りではなく。

「乗っ取り、完了」

　銀髪を翻すイングリッド・ゲージエンド・エーヴィヒカイトは、そう言って冷然とぼくを見おろした。



    

  
    
      



    

  
    
      


第六話　伝わない言葉、伝えたい想い②



「吸血鬼の完全な復活には、器の吸収が絶対に必要」

　深夜。男子寮のぼくの部屋で、雪ゆき水みずさんは言う。

「だから、イングリッド・ゲージエンド・エーヴィヒカイトが雨あま夜や冥めい利りを吸収しようとしたのも、当然」

　電気もつけていない部屋で、雪水さんの冷たい言葉だけが静かに響く。

「言ったはず……吸血鬼を信用してはいけないと」

「……言葉もないよ」

　ぼくがそう言うと、雪水さんはかすかに眉まゆをひそめたようだった。

「それでも……行く気？」

「…………」

『紅くれない夜よるの王』が冥利の身体を本当に乗っ取ったあのあと。

　彼女は、呆ぼう然ぜんとするぼくに向かって明るい笑顔でこう言った。

『マコト、明日我とデートをするぞ』

　一瞬、なにを言われたのかわからなかった。

『ちょうど近くで夏祭りが開催される。そうじゃな、正午くらいに駅前で待ち合わせて、夜になったら屋台を練り歩き、メインに花火というプランでどうじゃ？』

『なに……を』

『我は雨夜冥利の肉体を完全に吸収した』

『――』

『だが、明日一日、我に付き合ってくれたら冥利を返してやってもいい。どうじゃ、そう言えば付き合うか？』

「――戯ざれ言ごと。信じるほうがおかしい」

　雪水さんは厳しく糾弾するように言う。

　でも。

「たとえ嘘うそだったとしても……冥利を取り戻せると言われた以上、行かないと」

「……どうしても？」

「どうしても」

「…………」

　うつむいてしまった雪水さんを見て、申し訳ない気持ちになる。

「ごめん……ぼくのほうからアドバイスが聞きたいとか言って呼びだしたのに」

「それは……いい。私にも……あの吸血鬼を復活させてしまった責任は、あるから」

「そんなことはないと思うけど」

「マコトは」

　はじめて。

　雪ゆき水みずさんから名前だけで呼ばれて、続ける言葉を飲み込んでしまうほどに驚いた。

　じっとぼくを見つめてくる彼女は、言葉を選ぶようにして、ゆっくりと言う。

「マコトは……私が――雨あま夜や冥めい利りの代わりになると言っても、行くの？」

　薄うす闇やみの中でもわかるほど濃密な眼まな差ざし。

　緊張をはらんだ、真しん摯しな言葉に。

「……行くよ」

　ぼくがそう答えると、雪水さんは、瞳ひとみを揺らして、ぐっと言葉を飲み込み、

「……………………そう」

　気落ちしたような声は、ほんのわずかな時間だけだった。

「だったら、私もついていく」

「……え？」

「私には、吸血鬼ハンターとしての責任がある。……もちろん、邪魔をするつもりはない。隠れて、見守るだけ」

「邪魔とか、そういうのはないけど……でも」

「一緒にいさせてほしい」

「…………わかった」

　デートと言っても、イングリッドが勝手に言っているだけのことだ。当日はなにが起きるのかわからない。雪水さんがついてきてくれるなら心強かった。

「じゃあ……明日、駅前から尾行している」

「う、うん」

　尾行の告知を事前に受けるっていうのもなかなかないな……なんてズレたことを思いながら雪水さんを見送って、ぼくは起きたまま夜明けを待つ。

　イングリッドの狙ねらいはなんなのか、冥利を取り戻すにはどうしたらいいか――ただそれだけを考えて、眠れない夜は更けていった。



　　　☆



　イングリッドは、待ち合わせの時間に少し遅れて来た。

「待たせたの！」

　明るくそう口にした彼女は、頭をお団子にまとめ、フリルのついた空色のワンピースに、白いカーディガンを羽織り、淡い色のミュールであわせた夏らしい格好をしていて――どういうわけか、冥利の姿に変身していた。

「うむ、やはりデートの定番は女のほうが遅れてくる、これじゃな。マコト、貴様も『ううん、待ってないよ。今来たところ』くらいのセリフは」

「その姿、なに？」

「む？　なにって、前日に仕入れた情報でマコトが好みそうなガーリーな組み合わせを実践したのじゃが……ま、まさか、似合っていないか？」

　そんな風ふうに、冥めい利りの顔で上目づかいに見られたら。

「……似合ってはいるよ」

「そうか！　それはよかった！　似合っていない服で一日デートするなぞ、女子からすれば最悪以外のなにものでもないからの。昨日寝ずに情報収集して、朝から服を調達してきたかいがあった」

　満面の笑顔で言うイングリッドに、ぼくは肩すかしをくらったような微妙な気持ちで尋ねる。

「そうじゃなくて……なんで冥利の姿をしてるの？」

「おかしなことを訊きくの。マコト、貴様が相手だからに決まっておる」

「なんでぼくだから冥利に――」

「この姿が一番好きじゃろう？」

「――」

「デートとは相手に喜んでもらうことで自分も楽しむ。昨日のテーマではないが、言葉ではなく態度で示すことの実践じゃな」

　訳わけ知り顔でうなずくイングリッドは、なんの裏もなさそうな笑みを浮かべて、ぼくの腕に手を絡ませてきた。

「さあ、ゆくぞ！　いざ、一日デートへ！」

　空いている方の手でびしっと前を指さし、ぐいぐい引っぱってくる彼女に、ぼくは戸惑いながら、されるがままになるしかなかった。



　　　★



　デートと言っておいて、なにか策略を巡らしている――そんな邪じや推すいは、最初に入ったゲームセンターで完全に消えた。

「おおお……ここがかの有名なゲームセンターか。感無量じゃ……連合軍に潜り込んでノルマンディー上陸作戦に参加したとき以来の感動が今ココに……！」

「……え？　待って待って、今さらっとすごいこと言わなかった？」

「いいから、行くぞ。本日はＤデイなり！　片っ端から制圧する！」

　宣言通りにイングリッドは端のゲームから順々に遊んでいった。

　最初のＵＦＯキャッチャーで偶然ぬいぐるみを引っかけ、嬉き々きとしたのも束つかの間ま、次のモグラ叩たたきでは半分も叩けず悔しがった。ついでに本気になった二回目で、ハンマーを壊しそうになったのは本当に勘弁してほしかった。

　音ゲー、格ゲーは初プレイにもかかわらず驚異のテクを披露した。

　モグラ叩きでの惨敗が不思議なほどで、あとで理由を訊いたら「ん？　マコトから吸った知識にあったからじゃろ」とのことだったけど、当人にその覚えがないのはどうなんだろう。

　最初のころは自分でお金を入れて一人で楽しんでいたけど、ふと我に返り、

「そういえばデートに来たら男が奢おごるとあったな。ほらマコト、ここは男を見せるところじゃぞ！」

　とんだ男を要求された。

　それでも、心底から最悪だと思えなかったのは……イングリッドが心から楽しんでいるように見えたから。

　姿が冥めい利りだから、冥利と二人で遊んでいるような錯覚を抱いてしまったというのもある。

　でも。

「こ、これは……いわゆるカップル御ご用よう達たしのプリクラではないか！」

「いや、今は御用達というほどでは……」

「撮るぞ、撮るぞマコト！」

　一段階ギアのあがったテンションで手を引っぱられ、ふよんと腕に胸を押しつけられる。

　この感触は……イングリッドサイズ！

「う……む、思ったより中もキラキラしておって、落ち着かんの……カメラはどこじゃ？」

「そこだよ……あ、もう撮るって」

「え、え、ま、まだ準備しとらん！　か、勝手にカウントダウンするなっ、あ、あー！」

「全力で横向いてるね……っていうか、イングリッド……ちょっとくっつきすぎ」

「うう……っ、なんじゃこれは。血も涙もない奇襲作戦か。砂漠の狐きつねと呼ばれたかのロンメルでももう少しマシじゃったぞ」

「だから、その猛烈に気になる話はなんなの……それと、何回か撮影されるはずだから、あ、ほら」

「お！　よしよし、今度はばっちり狙ねらって行くぞ」

「は？　狙うって」

　なにを？　そう訊きくのと、イングリッドがぼくの頬ほおに唇を当ててきたのは同時だった。

「――――」

「……ふふ、作戦成功じゃ」

　そう言って照れ笑いながら、イタズラっぽく舌を出すその姿は、イングリッド以外の何者でもなかった。



　　　☆☆



　ゲームセンターで遊び尽くした後、近くのクレープ屋に寄った。

　アイスをのせた生クリームたっぷりのクレープを二つ買って、片方をイングリッドに渡す。

　のぼりかけの太陽は、いつのまにか頂点を過ぎていた。

「はー、満喫した……んぐ、む！　このクレープ尋常じゃなくうまいぞっ？　マコトも食べてみろ！」

「……イングリッドってたまに本当に吸血鬼なのか疑問に思うときがあるよね」

「ふふん、どんな生き物も擬態に長たけたものが生存競争に勝ち残るのじゃ」

「それはどうだろうって気がするけど……ゲーセンであそこまで楽しめる人間をはじめて見たよ」

「ふはは……まあ我は人間じゃないがの」

「……」

　さっそく間違えた。

　イングリッドは気にした様子もなく、クレープ片手にゲームセンターで獲得した戦利品を確認する。

「うへへ、これがプリクラか」

「なにその新しい笑いかた……どうするのそんなの？」

「もちろん、大事に持っておく」

「でも、転生したら――」

　そこまで言いかけて、イングリッドの横顔を見る。

　……少し寂しそうに見えたのは気のせいだろうか。

「むぐむぐ、むー！　マジでうまいのこれ！　味の文明開化じゃっ！」

「言い回しがありえない古さだよ……」

　いや……気のせいだな、きっと。

「そういえば、今日は奴やつらになんと言って出てきたのじゃ？」

「奴ら？」

「第二図書委員会の奴らじゃ」

「ああ……今日は休みにするって第二図書館に伝言を書いておいた」

　できるだけ冥めい利りに似せて書いたが、たぶん菊くく理り先輩なら一発で見破るだろう。

「ふむ……氷ひよう結けつの辺りが見たら、感づいて探しに来そうなものじゃがの」

　そう言ってきょろきょろと周りを見るイングリッドに、心臓が跳ねる。

　いや大丈夫だ。雪ゆき水みずさんは、クラスメイトのぼくと七な月つきに一ヶ月近く存在を気づかせなかった達人。

　なぜか冥利にはバレてたけど。

　――あれが吸血鬼的なスキルによるものだとしたらやばいかもしれない。

「え、えーとイングリッド、まだお祭りまでは時間あるよね？　次はあそこのショッピングモールを見て回ろうか！」

「ん？　なんじゃ急にやる気満々になりおって……だがその意気やよし！　今日の予定はほぼ完全に決めておったが、男に連れ回されるというのもデートの醍だい醐ご味み。特別にエスコートさせてつかわす！」

　そんな偉そうな態度の割に、自ら手を握ってきたイングリッドに、ぼくは高鳴る胸を無視してぶっきらぼうに言った。

「はいはい……お気に召せばいいですけどね」

「お気に召さないわけがないじゃろうが」

「……なんで？」

「マコトが連れていってくれる場所じゃからな」

　そう言って微笑ほほえむイングリッドから、ぼくはしばらく目が離せなかった。



　　　★★



　ショッピングモールでも、血ならぬ知的好奇心旺おう盛せいな吸血鬼は全開だった。

　カジュアルな家具屋や食器屋に入っては、買いもしない食器や家具を手に取り、やれかわいいだの、やれ使い心地ごこちが悪そうだの、やれ何々時代の何そっくりの質感だの勝手なことを言い、「マコトはどう思う？」と感想を求めてきた。

　反対に輸入雑貨屋やアクセサリーショップでは黙りこくってしまい、あまりに動かないのでこちらから話しかければ「うるさい、もう少し見させろ」と言い捨てる始末。

　そして、このファンシーショップでは。

「……むう、このちょっとかわいげなぬいぐるみはもしやアレか……アレをデフォルメしたものか」

「……ああ、猫――」

「言うな！」

　いきなりぼくの口を押さえてきたイングリッドは、そのままの姿勢できょときょとと周りを見回す。

「い、言ったら、やつが現れるかもしれないじゃろうが……噂うわさをすれば影とも言うし」

「……」

　それは、冥めい利りも同じことを言っていた。

「そういえば冥利も猫は苦手だったけど……ぬいぐるみは結構気に入ってたかな」

「む……」

　冥利の話をしたからか、イングリッドは渋い表情でぬいぐるみとにらめっこをする。

　そうしてなにを思ったのか。

「マコト、これを我にプレゼントしてくれ」

「プレゼント？」

「うむ。嫌か？」

「嫌じゃないけど……なんで急に？」

「デートでは定番じゃろ。男からのプレゼント」

　なにか企たくらんでいるような、イタズラっぽい微笑ほほえみ。

　ぼくは少しだけ考えて、別に考える必要もないことに気づいた。

「いいよ」

「やった！　あ、ちゃんとプレゼント包装というのをするのじゃぞ？　こういうのは形が大事じゃからな」

「はいはい……」

　そのあとも、イングリッドの興味の琴線に触れた店にはすべて入った。

　本当に足が棒になるかと思うほど連れ回され、気がつけば。

「あ、まずい。そろそろ花火が始まる」

「なんじゃと!?」



　　　☆☆☆



　花火会場はすでに想像を超える混こみようだった。

「うわ……これはもう近くで見るのは無理そうだね」

「むぅ、仕方ない。ここは一つ我のとっておきの力で――」

「いやいや何する気、何する気？」

「集団チャームじゃが？　十万を超えるとさすがにきついが、数千程度の人間ならこの身体でも」

「うん、やめとこうか」

「そうか？　まあそれなりに身体に負担もかかるしの。せっかくのマコトの心配じゃから素直に聞こう」

　そういうつもりじゃなかったけど……まあいいや。

「花火は少し遠くなっちゃうけど、学園のほうに行こう」

「…………学園の屋上で見るのか？」

「いや、近くに高台の公園があるから。見晴らしがいいから花火もきれいに見えると思う」

「そうか……うん、それなら都合がいい」

「……都合がいい？」

「なんでもない。こっちの話じゃ」

「……？　じゃ行こっか」

　とりあえずこの人ひと混ごみを抜けて戻らないと。

「……あ」

「ん？　なに？」

「……い、いや。……マコトから手を握ってくれたのは……その、はじめてな気がしてな」

「――――」

　はぐれないようにと、無意識に手を繋つないでいた。

　ぼくは急いで手を放そうとして――

「うわ……こ、これは結構、嬉うれしいものじゃな……て、照れる……」

「……」

　はにかみながら言うイングリッドに、放しそびれる。

　……もうどうにでもなれ。

　ぼくは無む理り矢や理り投げやりな気持ちを作りながら、高台の公園へと急いだ。



　　　★★★



　公園に着くと、ちょうど花火がはじまった。

「おおー、この肌にぴりぴりくる感じは……戦艦ビスマルクの主砲斉射を思わせるの！」

「……もう突っ込まないよ」

　少し遠いものの、人がいないのと視界が開けてるおかげでそれなりに迫力があった。

　青みがかった夜空に咲く、彩り鮮やかな花火。

　結局手は繋つなぎっぱなしで、しばらく言葉もなく見み惚ほれる。

「はー、これが花火か……」

　花火に視線を向けたまま、イングリッドが感慨深そうに言う。

「夜店を見て回れなかったのはいささか心残りじゃが、そんなものは軽く吹き飛ばしてくれる爽そう快かいさじゃな」

「今まで生きてきて、夜店も花火も一度も見たことなかったの？」

「…………こ、この国に来たのは久しぶりじゃし」

「いやいや、ここ二〇〇年はずっと日本にいたんでしょ？」

「う……よ、よく覚えておるな」

「そりゃあね……忘れろって言われても無理だよ。もう一生覚えてると思う」

「一生……か」

　また余韻に浸ろうとするイングリッドにすかさず突っ込む。

「で、なんで花火とか見たことないの？」

「し、しつこいの……たまたま見忘れていただけじゃ。地方によっては行われないところもあるじゃろ」

「だいたいどこの地方でもやってると思うよ。昔から」

「…………う、うるさいうるさい！　別にどうでもいいじゃろっ？　吸血鬼の過去にはいろいろあるんじゃっ」

「その過去が気になるから訊きいてるんだけど」

　興味がなかったら訊かない。

「――マコトは……本当に、おせっかいじゃな」

　ぼくがおせっかいだとしたら……それはきっと冥めい利りのせいだ。

　イングリッドは小さくため息をついて、訥とつ々とつと過去を語る。

「我はそれなりに名の知れた吸血鬼じゃからな。これまでの転生は、ほぼすべて戦いの歴史と言って良い。殺しては殺し返されて、殺し返されてはまた殺して……そんな戦いの連鎖に生きておった。花火や夜店など、どこに楽しめる時間がある」

「…………水を差すようで悪いけど、それ嘘うそなんじゃないかな」

「なに？」

「イングリッドがこういう遊びを、その身で経験してきていないっていうのは本当だと思う。でも、これまでの生が人間との殺し合いの歴史っていうのは、嘘な気がする」

「……なぜじゃ。事実我は狩人かりゆうどである氷ひよう結けつのともいがみあって――」

「まさにそこだよ。いがみあってはいても全然戦いにはならないよね。本当に宿敵同士なら、お互いに口約束なんか無視するんじゃない？」

「む……」

「それにイングリッド、雪ゆき水みずさんに弱点教えてた――」

「な――ね、猫のことは誰だれにも言っておらんぞっ？」

「いやいや、そっちじゃなくて。っていうか弱点って訊きいてそういう答えが返ってくる時点で戦いとは縁遠い感じだけど……イングリッドが肉体を具現化した状態で戦えば、冥めい利りと関係なく浄化できるとか教えてたでしょ？」

「――――」

「あれって、雪水さんがずっと探してた、吸血鬼だけを浄化する方法だよね。つまり、今まで知られていなかった吸血鬼の退治法。そんな大事なことをさらっと言っちゃうところが、戦いのシビアさとは縁遠いところに生きてるのかなって思える」

　一息にしゃべると、少し疲れた。

　イングリッドは口をぽかんと開いたままこちらを見て固まっている。

　そのまま見つめあっていると、急に顔をそらして、早口に訊いてきた。

「な、なぜ……わかった？」

「いや、だから……」

「今まで……誰も、気づいてくれなかったのに……！」

「……」

　気づかれなかった、じゃなくて、気づいてくれなかった？

「我が……いくら人に危害を加えないと言っても、誰も信じてくれなかったのに……なにもしないのに恐れられ、望んでもいないのに二つ名がつけられ、やってもいない逸話が勝手に増え、いつだってどこにいたって嫌われ続けてきたのに……！　なぜ……なぜ――！」

　イングリッドの表情が、今までに見たことがない形に歪ゆがむ。

　そしてそれが、人に信じてもらえなかった哀かなしみによるものだとわかったとき。

　ぼくは、無意識に唇を噛かんでいた。

「……さあ」

「さあ、って――」

「ぼくからしたら、気づかないほうが……信じない人のほうがおかしいと思う」

　千年の時を超え、その実たった四年しか生きていない少女。

　猫が苦手で、水泳が大好きで、たった一日のデートであれだけ喜んでしまう……この世で最も吸血鬼らしくない吸血鬼。

　イングリッド・ゲージエンド・エーヴィヒカイト。

　彼女が危害を加えないと言っているんだから、それは誰だれが何と言おうと加えないに決まっている。

「……マコトのすべての知は、我の中にあるはずなのにな」

「すべてはないよ」

「……え？」

「今日発見したイングリッドのいいところは……まだ積み重なってないでしょ？」

「――」

　花火がまた一つ咲いて、余韻を夜空にばらまく。

　イングリッドの横顔が一瞬照らされ、また薄うす闇やみの中に沈む。

「……そう、か。我は今日、マコトとこの経験をするために、この時代に転生したのかもしれない」

　噛かみしめるように呟つぶやき、イングリッドは一転して元気よく顔をあげる。

「よし！　辛しん気きくさいのはもうなしじゃ。まだ今日は終わっていない。むしろクライマックスが残っている！」

「え？　花火を見るのがクライマックスなんじゃないの？」

「ちっちっち……わかっとらんな、現代人のくせに。花火などはしょせん舞台装置の一つじゃろ？」

「あれだけ喜んどいて、舞台装置の一つですか……」

「というわけで、仕上げにかかるぞ。まずはあれじゃ、昼間買ったプレゼント！　あれをくれ！」

「あれをくれって」

　情緒もへったくれもない。

　しかしまあ、それこそ吸血鬼に情緒を求めてもなんなので、大人おとなしく包装してもらったぬいぐるみを取り出す。

「はい」

　渡した。

「うむ」

　受け取った。

「…………」

「……ほ、ほら、なにかないのかっ」

「……？　なにが？」

「こ、このシチュエーションなら定番があるじゃろ！　我らはお互い憎からず思っておるけど、告白していないカップルという設定じゃぞっ？」

「その設定を今はじめて聞いたよ……」

　ていうか、その設定を踏まえたとしても……はて？

　今日は楽しかったね、とか言えばいいんだろうか。

　まだ花火あがってるけど。

「……今日は楽しかったね」

「まだ花火が終わっとらんじゃろっ!?」

　ですよねー。

　じゃあなんだろ。

　ぼくが首をかしげていると、そわそわと落ち着かなげにしていたイングリッドがキレた。

「だぁああ、貴様最後の最後で決まらんな!!　もういいっ、逆パターンでやる！」

「……はあ？」

「い、いいか……こほん」

　咳せき払ばらいをわざわざ口に出して、たっぷりとタメを作るイングリッド。

　そのあいだにも花火は咲いては散り、散っては咲いて、イングリッドの横顔に陰影を描く。

　そうして一際大きい花火があがった瞬間――

「　　　　！」

　どーん、という遅れて響いた大きな音に、イングリッドの言葉は見事になにも聞こえなかった。

「……ん？　ごめん、聞こえなかった。なに？」

「き……きさ、ま……そっちの定番はきっちり押さえるのかっ!?　なんたるフラグクラッシャー!!」

「フラグ立ってた？　あ、ほんと。ごめんごめん」

「軽いわっ！　軽すぎるわっ!!」

　などと騒いでいると、花火のほうがクライマックスを迎えた。

　今までの総仕上げとばかりに連続で打ち上がる花火。

「おお……」

　思わず感嘆の声が漏れる。

　次から次へと間断なく花火が咲き、ずっと続くんじゃないかと思えてくる。

　それこそ、永遠に――

「マコト」

「んー？」

「好きです」

「ん…………ん？」

　――なんて？

　横を見れば、イングリッドはぼくへと向き直っていて、その真剣な表情にはっとする。

「誰だれも信じてくれなくて、もう信じてもらうことも諦あきらめていたことを……マコトは見抜いて、信じてくれた。本当に嬉うれしかったし……永遠を投げ捨てでも一緒にいたいと思った。思えてしまった。冥めい利りを器とする我ではなく……わたしとして。どうか――わたしをマコトのそばにおいてください」

　まっすぐぶつけられた言葉に、目を見開く。

「……冗談……じゃなくて？」

　イングリッドは答えない。

　笑いもしない。

　だから、それは、つまり――本気だということ。

　本気の告白には本気で答えなくてはいけない。

　振り返るのは、濃密にすごした今日という一日。

　はじめは、イングリッドに疑いの眼まな差ざしを向けていた。またなにか裏があるのだと、ずっと警戒していた。

　だけど、彼女が本気でデートを楽しみたいだけなんだと知って、そして実際に楽しんでいる彼女を見て、ぼく自身もこのデートを楽しんでいることに気づいた。

　いちいちおおげさなアクションをとって喜ぶ姿は可愛かわいかったし、頻繁なぼけと突っ込みのかけあいは心地ここちよかった。

　それこそ……冥利と会話しているかのように。

　でも――

「ごめん……イングリッド。その気持ちには応こたえられない」

「…………なぜ？」

「この期ごに及んでうまく言えないけど……ぼくは、今日、冥利を返してもらいにきたんだ」

　冥利の代わりを見つけにきたわけじゃない。

　そして。

「どれだけ冥利に似ていたとしても……イングリッドは冥利じゃない。冥利の代わりなんて、どこにもいない」

「……」

「イングリッドは勘違いしているのかもしれないけど、むしろ外見なんてどうでもいいんだ。本物の冥利が事故にあって、記憶をなくして、今とまったく違う外見になったとしても……それでもぼくのこの気持ちは変わらないと思う」

　だから、きっと。

「冥利は……冥利だから大事なんだ」

　それ以上の言い方がわからない。

　伝わらない言葉。

　そんな伝わらない言葉でしか、伝えられない想おもいもある――。

「……ふん、やればできるじゃないか」

　小さく呟つぶやいて、イングリッドは不満そうに鼻を鳴らす。

「それはもうほとんど告白じゃろ。まったくとんだ当て馬じゃな」

　大げさに肩をすくめてみせ、寂しげに笑う。

「まあでも……今日は本当に楽しかった。心から言える。……ありがとう」

「――」

「我は、今日という日を一生忘れない…………ようにしたいな。できれば」

「なにそれ」

「しまらんな」

　ぷっ、と吹き出したのは同時だった。

　それからしばらく笑いあった後で、イングリッドが言う。

「マコト、手を出せ」

「ん？」

　なんていうこともなく伸ばしたぼくの手に、イングリッドはそっと包装されたぬいぐるみを乗せる。

「…………え？」

「おっと、これもじゃったな」

　ポケットから取り出したプリクラを一度だけ愛いとおしそうに撫なでて、ぬいぐるみの下に入れる。

「ちょ、ちょっとこれ――」

　どういうこと。そう問いかける前に。

「さよならじゃ」

　イングリッド・ゲージエンド・エーヴィヒカイトは爽さわやかに微笑ほほえんで――

　消えた。



　　　☆☆☆☆



　いつの間にか、花火は終わっていた。

　後に残されたのは、あげたはずのぬいぐるみとプリクラ。

　そして。

「冥めい……利り？」

「マ、マコト……」

　揺らいだ瞳ひとみをこちらに向ける冥利は、確かにぼくの名前を呼んでくれて。

　ぼくはそれだけでもう心底安心しきったのだけど――

　冥めい利りが、なぜか気まずそうな顔をしているのが気になった。

「……大丈夫？　あ、なんでいきなりこんなところにいるかっていうと――」

「わ、わかっています。花火を観みに来たんですよね」

　……あれ？

　事前にイングリッドに聞いていたんだろうか。

　いや、冥利がイングリッドに身体を乗っ取られたのは昨日の夕方だ。

　そんな暇があったとは思えない。というか、なかった。

「イングリッドと頭の中で話してたの？」

「……いえ、そういうことはできなかったです」

「え、じゃあ」

　じゃあ。

「…………あの……全部……聞こえてました」

　冥利は小声で言って、うつむいてしまう。

　……正直うつむきたいのはぼくのほうだった。

「ちょ……ちょっと待って。全部……全部聞こえてたって――さっきのも？」

「………………はい」

「…………」

　それは、本当に。

　ぼくが終わってしまったんじゃないだろうか。

　――冥利の代わりなんて、どこにもいない。

　――冥利は……冥利だから大事なんだ

　とか。

「ぜ、全部？」

「……全部」

「……」

「……」

　ない。

　それはない。ありというか、ない。ありえない。

　頭を抱えるぼくに、冥利が慌てたように言う。

「あ、い、いえ、大丈夫ですよマコト、わかってますから！」

「……なにが？」

「あれは、イングリッドの告白を断るための……いわば創つくり話ですよね！」

「は……？」

「さすがのわたしも学習くらいはします。こういうときの早とちりはもはや定番ですからね。全部信じて、本気にして、それで馬ば鹿かを見るのはもういいかげん飽きました！」

「…………」

「そりゃそうですよ。いくらなんでも、マコトが、そんな、その……そ、そこまでわたしを大事に思ってくれているなんて……絶対にありえま――」

「ありえるよ」

　なんか。

　そこまで全力で否定されると。

　腹が立ってきた。

「ぼくがイングリッドに言ったことは全部本当のこと。嘘うそなんて少しもついてない。ぼくは、それこそありえないぐらい冥めい利りを大事に思ってるよ。おかしいかな」

　文句があるならとことんやりあうぞ――そんな言葉が続きそうな勢いで言い切って。

　ふと。

　冥利の顔が真まっ赤かになっていることに気づく。

「…………じゃ、じゃあ、マコトは……その……わ、わたしを………………」

　そのあとが続かずに、黙りこんでしまった冥利に。

「…………」

　なにも言えない。

　なにも言えない。

　お互いになにも言えないまま、見つめあって。

　見つめあって。

　見つめあったまま――



「だめ――――っ!!」



　そう叫んで、いきなり割り込んできたのは、ぴょこんと跳ねたツインテールが特徴の……七な月つき？

「……ふむ、やはりナナが出ていってしまったか。まあ宗むな像かた的にもグッジョブだったがな」

「はぅぅ……でも、やっぱりお邪魔をするのは申し訳ないのです……」

「菊くく理り先輩に……アニアまで？」

「い、いつからそこにっ!?」

「ずっといたぞ。ユッキーに話を聞いて、まこちーとイングリッド……ああ、めいめいでもあったのか。二人がゲームセンターに入るところからな」

「完全に最初からじゃないですか!!」

　と冥利が突っ込んだところで、七月が不機嫌そうに言う。

「む、むしろここまで邪魔しなかったことに感謝してほしいくらいよ」

「な……なんですかその理屈は……！　これだから、やっぱりシチガツさんは――！」

「なによ、文句あるのっ？　いくらイングリッドが絡んでいたからって、二人して第二図書委員会さぼって……こ、こんな、い、いちゃいちゃ」

「ナナ、落ち着け」

「うう……っ」

「あ、あのあの、でも、よかったのです！　メイリがちゃんと帰ってきて……」

「うん、それは確かだな。なあ、ナナ？」

「う……、ま、まあ……そうなんじゃないの」

「ふん、ツンデレですね」

「――はあっ？　せ、せっかく同意したのに……！　っていうかだから、あんたにだけは言われたくないのよ!!」

　そんないつものやりとりを目にして、ぼくは肩の力を抜く。

　よかった……みんな変わってない。

　みんな……みんな？

　――一人たりない。

「あの、菊くく理り先輩。雪ゆき水みずさんはどこに？」

「ん？　ユッキーならそこに……お？　ついさっきまで一緒にいたんだが」

「……そういえば、あたしが飛びだそうとするたびに止めていたのが愛え心こだったけど……イングリッドから雨あま夜やに変わったときにはもういなかった気がするわね」

「ああ、だからナナは飛び出せたのか」

「ま……まだイングリッドだったときは、ちゃんと自分で抑えてたわよっ……だいたいは」

「……その吸血鬼さんはどこにいってしまったのですか？」

　アニアの呟つぶやきに全員の動きが止まる。

　いなくなった雪水さん。

　吸血鬼ハンターとして待機してくれていた彼女が。

　もし、イングリッドが消えると当時にいなくなったのだとしたら。

　そして。

　イングリッドが最後に残した『さよなら』の意味は――

「マ、マコト……！」

　はっとした表情でこちらを見てきた冥めい利りに、ぼくはその予測を確信に変えた。



　　　★★★★



　全員で来た一日前の屋上は、まったく異なる表情をしていた。

　それは時間やメンバーの違いのせいでもあるし、なにより――吸血鬼とその狩人かりゆうどが立ち会っていたから。

　雪水さんは屋上のそこらじゅうに聖杭を突き刺し、両手に持ったそれをイングリッドに向けている。

　そして冥利の制服を着たイングリッドは、銀髪を夜風にたなびかせ、達観したような表情を浮かべていた。

「……よくわかったな」

「学園に近い高台の公園なら都合がいいって……言ってたでしょ」

「……本当になんでも覚えておるな」

　呆あきれるようにため息をついて、苦笑する。

「マコト貴様、我のファンか？」

「憎からずは思ってるよ」

「……ふん、振ったくせに」

「それと――馬ば鹿かと煙は高いところにのぼるって、アニアが言ってたから」

「は、はぅぅマコトっ!?」

「…………それは間接的に我を馬鹿にしておるよな？」

「そうかもね」

「えええっ!?」

　慌てるアニアを手で制して、言う。

「いや、馬鹿でしょ。だって――自ら死のうとしてるんだから」

「――え？　エルが浄化しようとして戦ってるんじゃ……」

　冥めい利りの言葉に、

「違う」

　雪ゆき水みずさんは聖杭をおろして首を横に振る。

「イングリッドに……消してくれと頼まれた」

「なんで……そんなことを？」

　そう七な月つきが問いかけて、イングリッドは空を見あげる。

「……もう十分この時代での生は楽しんだ。ちょうど転生に必要な条件もそろったしな。わざわざ屋上まできたのは、高いところだからではなく月との距離が重要だからじゃ」

　転生には月齢が関係する。確かにそう言っていた。

「……そういえば、吸血衝動もツキモノだったしね」

「ふ、品がないが、まあそれも無関係ではないの」

　そこで一度会話が途切れ、ゆるく沈黙がたゆたう。

　全員が言葉を口に出すことを躊ちゆう躇ちよしているようで、そんな空気をわざと壊すように、イングリッドが明るく言う。

「なにを辛しん気きくさい顔をしておる。貴様らは忘れているかもしれんが、我は千年の時を生き続けてきた吸血鬼じゃぞ？　転生には慣れておるし、なにより時を跳ぶのは楽しい。時を駆ける少女とはまさに我の――」

「つらく、ないのですか」

　静かに、率直にアニアが問いかけて。

「…………つらくなどない」

　固く、厳かに答えたイングリッドに――

「……それは嘘うそです」

　冥めい利りが言う。

「本当につらくないのなら――そんなに悲しそうな顔はしません」

　他人の痛みを自分の痛みのように感じて、共有してしまう彼女は、まるでイングリッドの苦しみを代わりに引き受けているかのごとく悲痛な表情を浮かべる。

「……ふん、我がつらいのだとしたら、なぜこの時代を去らなければならない？　なにを理由に転生などする？　……答えられないだろう。それはつまり、我がつらさなど感じていないからに――」

「あなたの存在がわたしの迷惑になるからです」

　イングリッドの言葉を遮って、冥利は振り絞るように続ける。

「イングリッドさんがイングリッドさんとして望まれる場所がない。そして、その場所にはわたしがいる。だから――あなたは転生しようとしているんです」

　雪ゆき水みずさんは言っていた。

　イングリッドが完全な形で魂を固定するためには、器である冥利を喰らわなければならないと。

　だけど――彼女はそれをしなかった。

　できるにもかかわらず。

　優しいから。

　人を殺し、その場所を奪ってまで、自分の場所を作ることはできないから。

　だから、いつまでも転生し続ける。人から拒まれ続ける。

　――でも。



「勝手に決めつけないでください」



　冥利は頑として言う。

「誰だれが迷惑だなんて言いました？　確かに血を吸わなくちゃ生きていけないと思ったときには絶望しましたし、本当につらいと思いました。でも、イングリッドさんが現れてからは、一度だってそんなことは言ってませんよね？　拒んだりしたことなんてないはずです」

「…………」

「むしろ、勝手に現れて勝手に消えていってしまうなんて――そっちのほうが迷惑です」

　冥利の強い言葉に、イングリッドはゆっくりと顔をうつむかせ、

「勝手を言ってるのは……そっちじゃ」

　声を震わせる。

「じゃあ、冥利、貴様に我の苦しみがわかるのか？　ただ生きることにはとっくに飽きた。だが、死ぬのは怖い。仕方なく転生した先ではいつも居場所がない！　そしてたとえ居場所があったとしても――一緒に生き続けられる人はいないんじゃっ！　最後には必ずひとりぼっちになる……！　だからっ」

　だから。

「なるべく、思い入れないようにしてきた……想おもい出でを、持たないようにした。一時は楽しくても……思い出せば、必ずつらくなるから」

　小さくなる声はしだいに湿しめり気けをおびてきて、聞いているこっちが耐えられなくなってくる。

　けれど――



「それも……嘘うそですよ」



「――」

　顔をあげたイングリッドに、冥めい利りは続ける。

「本当に居場所なんて求めていないのなら、どうしてマコトのそばにおいてほしいだなんて言ったんですか。居場所というのは……人に求められるということですよね。あのとき、イングリッドさんは、マコトに自分を求めてほしかったんじゃないんですか」

「――ち……が、う。我は……そんな、そんな、ことは――」

　よろよろと足をふらつかせるイングリッドが、すがるようにぼくを見てくる。

　ぼくはもう、そんなイングリッドを見ていられなくて。

　代わりに、言葉を。

　絞り出す。

「イングリッド……楽しい想い出は悪いものなの？」

「……」

「あとでつらくなるから、なるべく今を楽しまないって……それは正しい考えなのかな」

「――」

「居場所がないよりはあったほうがいいし、生きるのに飽きたから諦あきらめるよりは、あくまでもあがいたほうがいい。そして、死の消失に絶望を抱くよりは――永遠の生に希望を持ったほうがいいと……思わない？」

「…………言葉、だけで、伝わるものなんて――」

「言葉じゃ伝わらないことはある。だけど――言葉にしなければ伝わらないこともある。……そうぼくに言ったのは、イングリッドだよ」

「――――」

　もうイングリッドは立っていられなかった。

　自分の拠よるべき足場を失って、地面に膝ひざをつく。

　それは、でも、だから。

「イングリッドさん」

　冥めい利りが一歩足を踏み出して、言う。

「永遠を生きるあなたにぴったりな仲間がいるんです。彼女たちは普段、無秩序に散らばった言葉を拾い集め、世界の真理を追い求める活動をしています。もちろん、真理と言ってもさまざまですし、おまけにこの活動には果てがありません。つまり――永遠に求め続けることができるんです」

　そこで間を取った冥利は、見るものすべてに優しい気持ちを抱かせるような笑顔を浮かべて。



「――わたしたちと一緒にいきませんか？」



　そっと、手を差し出した。



    

  
    
      



    

  
    
      
後日談



「というわけで、今日の活動をはじめたいと思います！」

　今日も変わらず放課後の第二図書館。

　冥めい利りのかけ声に、すでに図書館にいた二人はゆっくりと顔をあげた。

　二学期がはじまって最初の日とはいえ、夏休み中ほぼ毎日ここに集まっていたので、まったく変わりばえがしない。

　いや、一応少しは変わったことがあるけれど。

「あー……本気で待ちくたびれたぞ……今まで生きてきた時間より長く感じたぐらいじゃ」

「はい、そこのイングリッドさん。授業があるあいだ暇だったからといって文句言わないでください。あと、そのたとえはいくらなんでも無む茶ちやすぎます！」

　第二図書館には、イングリッドが常駐することになった。

　ぼくが流した噂うわさ、『白銀しろがねの吸血鬼』は、これで常時真実になってしまったことになる。

　嘘うそから出た真とはちょっと違うけど……まあこういうのもいいと思う。

　そしてこのイングリッドだけど、冥利の手をとった翌日、あの長い髪をばっさり切った。

　その理由を彼女は頑かたくなに語ろうとしないのだが……。

「ねえイングリッド、なんで髪切ったの？」

「……マコト、貴様もこりんの。そのしつこさをどこか別のところに向けたらどうじゃ」

「いや、ぼくはこれでも冥利いじりのしつこさには定評があるんだよ」

「にゃっ、だ、誰だれの定評ですかそれは！」

「ぼく自身のだね。ぼくの、ぼくによる、ぼくのための定評」

「ナルシストさんですかっ！」

　冥利、そこの突っ込みは人権宣言ですか、だよ。

「で、それはともかく……なんでなの？」

「マジしつこいのっ!?」

　ちっ、と舌打ちして、イングリッドはそっぽを向きながらぶっきらぼうに言う。

「……ふん、冥利とキャラがかぶるからじゃ」

「いえいえいえいえ、わたしとはいっこもどっこもかぶってませんから」

「かぶっておるわ。制服とか」

「そこかぶってるっていったら、学校単位で全員かぶってますからね……！」

「七な月つきとかは微妙に違うじゃろうが。あとクーちゃんも違うし。アニアにいたっては……あの帽子はなんなんじゃ？」

「頭にかぶってるんじゃないかな」

「マコト……それでうまいこと言ったつもりですか」

「え？　だめだった？　そっか……やっぱり太くて長くて毛が生えてて先端から白い――」

「――いきなり何の話をしてるのよ!?」

　ドアを開けて入ってきた七な月つきが、文字どおりのオープニング突っ込みを入れてきた。

「さすが七月。すばらしい突っ込みだね」

「つ、突っ込み以前に、太くて長くて毛が生えているものの先端に……ぼ、帽子をかぶせるとか……なんて話をしてるのよあんたは！」

「ん？　カブの話だよ？」

「……は？　カブ？」

「カブが帽子をかぶる」

「………………ああ、そう」

「なんじゃ、七月はなんだと思ったんじゃ？」

「え――べ、別に」

　と言いつつ顔が赤いのは、なにかよからぬものを想像していたからに違いない。

　そこをさらに追及しようとしたとき――

　いきなり窓が開いた。

「よーし！　新学期が始まったぞみんな!!　気合い入れていくぞー!!　おー!!」

「……って菊くく理り先輩、いきなりアクセル全開でどうしたんですか」

「ああ……まこちー聞いてくれるか？　聞きたくなくても聞いてくれ……二学期がはじまってしまったことで、生徒会長たる宗むな像かたは仕事が多すぎて死にそうなんだ……死亡フラグたちまくりなんだ……いっそ死んでもいいか？　先立つ不孝をお許しくださるか……？」

「はぅぅ、ククリ、死んじゃダメなのです！　ワタシにできることは手伝うのです……っ」

　タイミング悪く、アニアが第二図書館に入ってきてしまった。

「そうかアニア、宗像は嬉うれしい！　ついでに死なない！　じゃあさっそく服を脱いで――」

「――一回くらい、死んでもいい」

「おおうっ、ユッキー？」

　窓から身を乗り出していた宗像先輩の後ろから、雪ゆき水みずさんがひょっこり顔を出す。

「珍しいわね、愛え心こが宗像先輩に突っ込みを入れるなんて」

「……たまには。そうしないと……消えてしまいそう」

　小さな声で呟つぶやいた雪水さんは定位置の窓枠に腰掛ける。

「うむ、氷ひよう結けつのが言うとおり、最近人数が増えすぎておらんか？　いくらなんでもうるさすぎるぞ」

「「「「「「イングリッドが言うな（です）」」」」」」

　全員からの突っ込みを受けて、最新人のイングリッドが、「うお、ハモってて気持ちわるっ」とか呟く。

　……まったくめげないな。

「でも、確かに話が散らばりがちだよね、最近。まあちゃんとしたネタがないからっていうのもあるけど」

「そんなときはやっぱり『ネタ紙』です！　せっかくの新学期ですし、久しぶりに『知恵箱』の力を借りましょう」

　赤い箱を手に持った冥めい利りが自信満々に続ける。

「まだ中は見ていませんが、きっといっぱいネタが詰まっているに違いありません……なにせ、夏休み中は一回も使いませんでしたからね！」

「使わなかったっていうか使えなかったんだけどね」

『ネタ紙』が入ってなくて。

「しゃらっぷですマコト！　今日は新学期一日目ですよ？　そんなことあるわけないじゃないですか」

『むしろ一日目だからまだ入ってないんじゃ……』という全員の無言突っ込みに気づかず、冥利は勢いよく箱をひっくり返す。

「というわけで――オープン！」



　……しーん。



「えーと……冥利？　気を落とさずに……」

「――はい、今日のテーマは決まりました」

「え？」

　ぼくの疑問を封殺して、冥利はおもむろに黒板に文字を書いていく。

　そうして提示されたテーマは。

「今日は新学期一日目にもかかわらず『ネタ紙』が一枚もなかったので、人生のむなしさ、空虚について語りたいと思います」

「「「「「「重っ！」」」」」」

　本日二度目の全員突っ込みに、冥利が机を叩たたきながら、

「なにがいけないんですかっ、『ネタ紙』がないことがいけないんじゃないですかっ、むしろそれが一番の問題です！」

　などと言いはじめ、新たに『どうすれば『ネタ紙』が集まるか』というテーマを書く。

　そのまま、みんなを見回して、

「では――誰だれか意見がある人はいますか？」





　こうしてぼくたちの日常がはじまる。

　これまでもそうしてきたように。

　そして、これからもそうするように――



　ずっと、続いていくのだ。



    

  
    
      
〈新・紫十字学園に流れる噂〉



　　この学園には、『白銀しろがねの吸血鬼』が棲すんでいる。

　　吸血鬼は知を望み、謎なぞを欲している。

　　吸血鬼の望む知を差し出せば、願いが叶かなう。

　　吸血鬼の欲する謎を与えれば、想おもいが届く。

　　汝なんじ、叶えたい願い、届けたい想いあらば、吸血鬼に極上の知を捧ささげよ――。





　＊追伸



　　捧げたい知や謎は、学園内の赤い箱で絶賛募集中らしい。

　　吸血鬼の仲間は六人に増えたようだ。

　　吸血鬼は最近――楽しそうだ。

〈了〉



    

  
    
      



    

  
    
      
あとがき



　あとがきが一ページしかない！　でもそんなぎりぎり感が好き！　刈かり野のミカタです。

　３巻は、冥めい利りの中の吸血鬼が覚かく醒せいしてしまうちょっとシリアスな話と、第二図書委員会でプールに行ったりするまったりドキドキな話の半々となっています。

　それぞれ別の意味でのぎりぎり感をお楽しみいただければ幸いです。

　さて、冒頭でも書いたように今回はあとがきがぎりぎりなので、いきなり謝辞です。

　まずは、担当編集ｓｓさんこと庄しよう司じ智さとし様。ありえない作業の遅滞をさらしてしまい、大変申し訳ありませんでした……。「もはや遅滞っていうか痴態だよね！」とドヤ顔で言われそうな気がしたので、先にこちらで触れておきます。つ、次……次こそは絶対！

　キャラクターの魅力を三〇〇％増にしてくださるＹｕｙｉ様。今回は水着やらぬるぬるやらすっぽんぽんやらで、あやうく刈野が昇天するところでした。カラーはもちろんのことモノクロまで素晴らしいクオリティで仕上げて下さり、本当にありがとうございました。

　また、編集長の三み坂さか様をはじめ、本書の出版に携わってくださった方々、見えるところも見えないところも支えてくれる家族や友人、同期、作家仲間の皆さん。

　そしてなにより、ここまで読んでくださった読者の皆様に、全身全霊の感謝を。

　ありがとうございました！



刈野ミカタ
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